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序　　文

長野原町は、群馬県の北西部に位置し、八ッ場ダム（八ッ場あがつま湖）
の完成に伴い、地域振興施設の連携とともに、新しいまちづくりを進め
ています。
　長野原町内には、縄文時代中期後半の拠点集落である長野原一本松遺
跡・横壁中村遺跡や天明３年の浅間山の大爆発により発生した泥流被災
状況を伝える東宮遺跡・小林家屋敷跡に代表されるように、多数の貴重
な遺跡の存在が知られています。
　教育委員会では、文化財保護事業の一環として、町の貴重な文化遺産
である遺跡を保護するとともに、失われていく遺跡の記録保存に努めて
います。
　今回報告する勘場木遺跡は本町で最初の本格的な発掘調査が実施され、
昭和 29 年に縄文時代中期後半の竪穴住居跡１軒が検出されました。住居
跡出土土器は長野県の影響を強く受けており、本地域の当該期土器の様
相をいち早く報告された意義は大きく、昭和 30 年１月に群馬県史跡に指
定されています。
　今回の保存修理報告書はこれまで実施された保存修理事業の報告と併
せて、再調査の成果を掲載したものです。成果の詳細は本編に譲りますが、
本書が町民の皆様をはじめより多くの方々に活用され、郷土長野原の歩
んできた道のりを知る一助となれば幸いです。
　最後になりましたが、発掘調査から報告書発刊にあたり、多大なるご
指導・ご協力をいただきました関係機関および関係者の皆様に心より感
謝申し上げます。

　令和３年３月　　　　　　　　　　　　 　長野原町教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　教育長　市村　隆宏





例　言

１．本書は、群馬県吾妻郡長野原町大字大津字勘場木に所在する群馬県指定史跡勘場木石器時代住居跡の保

存修理事業報告書である。

２．本事業および本書の作成には群馬県文化財保存整備補助金・町費が充てられた。

３．本事業は平成２年度・平成17年度・平成30年度～令和２年度に実施された。

４．本遺跡の出土遺物は所有者宅玄関で展示保管されている。その他本書に掲載した資料（図面・写真）の

うち所蔵を明記していないものは長野原町教育委員会が保管している。

５．本書は富田孝彦が編集・執筆した。各作業分担は以下の通りである。

　　    編集・執筆：富田　　遺構・遺物写真撮影：富田・藤野　　遺物実測・トレース：柿本・坂井・藤野

　    　図版および写真図版作成：向出・富田                                

６．保存修理事業において以下の項目を委託した。

　　　平成２年度　上屋設置工事：町田工業株式会社

　　　平成17年度   上屋改修工事：（株）野口工務店

　　　平成30年度   上屋修繕工事：（有）松本設備

　　　　　　　　　遺構面保存処理：（株）文化財ユニオン

　　　　　　　　　測　量：（株）測研

           令和元年度　出土石器実測：（株）歴史の杜

７．保存修理事業及び報告書作成にあたり、次の方々、団体から御指導・御協力を賜った。（五十音順・敬称略）

　　　麻生敏隆・飯島義雄・飯森康広・石田　真・今城未知・小野和之・黒澤照弘・小林　正・桜岡正信・

　　　塩野英介・塩野通子・千葉博之・藤巻幸男・山口逸弘・吉田智哉

　　　群馬県教育委員会・（公益財団法人）群馬県埋蔵文化財調査事業団

８．調査組織は次の通りである。

　　事業主体　長野原町教育委員会

　　＜平成２年度＞

　　　調査組織　　教 育 長　　　　　　櫻井一雄　

　　　　　　　　　社会教育課長　　　　安斉正明

　　　　　　　　　　 〃 　係長　　　　小林柳一

　　　　　　　　　　 〃 　係長　　　　篠原敏子

　　　　　　　　　　 〃 　主事　　　　嶋村　明

　　　　　　　　　　 〃 　主事　　　　野口芳夫

       ＜平成17年度＞

　　　調査組織　　教 育 長　　　　　　金子宥巻

　　　　　　　　　社会教育課長　　　　山口伸行

　　　　　　　　　課長補佐　　　　　　樋口　正・白石光男

　　　　　　　　　　　係長　　　　　　中村　剛

　　　　　　　　　　　主任　　　　　　富田孝彦      　　　　　　 　　　　　　　　     



凡　例

１．本書で使用した地図は 1：2500「長野原都市計画図」（長野原町 1994）、1：25000「長野原」  （国土地

理院 2009）である。

２．挿図・図版の方位は真北を示す。

３．挿図・図版の縮尺については下記のとおりであり、各挿図中に示してある。

遺構：住居跡…1/60　 炉跡…1/30

　遺物：復元土器…1/4　土器片…1/3　剥片石器類…1/2

　　　　打製石器類・磨製石器類・礫石器類・その他の石器…1/3

４．挿図に示した遺物の詳細は、観察表に記してある。観察表における復元土器の法量は左側が器高、中央

が口径、右側が底径、その他は左側が長さ、中央が幅、右側が厚さを表すことを基本とする。

５．本書における遺構・遺物の計測値について、（　）は現存値、＜　＞は推定値を示す。

６．土層や土器の色調に関しては「新版標準土色帖 2001 年版」（編・著　小山正忠・竹原秀雄、　監修　農

林水産省農林水産技術会議事務局、色票監修　財団法人日本色彩研究所）の色名を参考にした。土器の色

調は観察表において、外面／内面の順で記し、同一の色調の場合は一つで表現した。

７．挿図中のスクリーントーン・記号は以下のとおりである。

　　　 遺構　　　　　　　　　　　

　　　遺物

地 山

       ＜平成30年度～＞

　　　調査組織　　教 育 長　　　　　　市村隆宏

　　　　　　　　　教育課長　　　　　　佐藤　忍　

　　　　　　　　　文化財保護対策室長　富田孝彦（文化財係長兼務）

　　　　　　　　　　　　 〃 　　主任　市川勇気（社会教育係兼務 ～平成30年12月31日）

　　　　　　　　　　　　 〃 　　主任　田中秀行（学校給食係兼務  令和２年４月１日～）

　　　　　　　　　　　　 〃 　　主事　髙田靖之（子ども子育て支援係兼務　平成31年４月１日～）

　　　　　　　　　　　　 〃 　　主事　高橋人夢（令和２年４月～）

　　　　　　　　　　　　 〃 　　　　　細川剛史（地域おこし協力隊  ～令和元年６月30日）

　　　　　　　　　　　　 〃 　　　　　古澤勝幸（文化財専門員　令和２年４月～） 

焼 土

繊 維 黒色処理赤 彩
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第１章　勘場木石器時代住居跡の概要

   第 １ 節 　 遺 跡 の 立 地 と 環 境

　 １ 　 遺 跡 の 位 置
　 勘 場 木 遺 跡 が 所 在 す る 長 野 原 町 は 群 馬 県 北 西 部 に あ る 吾 妻 郡 域 の 南 西 隅 に 位 置 し 、

東 は 吾 妻 郡 東 吾 妻 町 （ 旧 吾 妻 町 ）・ 高 崎 市 倉 渕 町 （ 旧 倉 渕 村 ）、 北 は 吾 妻 郡 草 津 町 ・ 同

郡 中 之 条 町 （ 旧 六 合 村 ）、 西 は 吾 妻 郡 嬬 恋 村 と 接 し 、 南 は 浅 間 高 原 を 経 て 長 野 県 北 佐

久 郡 軽 井 沢 町 と 県 境 を な す 。 本 町 は 高 間 ・ 白 根 の 両 山 系 と 大 洞 山 系 と に 挟 ま れ た 吾 妻

川 流 域 地 帯 の 北 部 と 、高 原 地 帯 の 南 部 と に 大 別 さ れ 、高 原 地 帯 を 除 き ほ と ん ど が 河 川・

渓 沢 に 向 か う 山 岳 傾 斜 地 帯 で あ る 。

　 町 の 北 西 に は 草 津 白 根 山（ 標 高 2,170m）、南 西 に は 浅 間 山（ 標 高 2,568m）が 位 置 す る 。

町 域 も 北 部 は 高 間 山 （ 標 高 1,341.7m） や 王 城 山 （ 標 高 1,123.2m）、 吾 妻 川 よ り 南 に 丸

岩（ 標 高 1,124m）や 菅 峰（ 標 高 1,473.5m）な ど 、南 部 は 南 東 か ら 南 に か け て 浅 間 隠 山（ 標

高 1,756.7m）、 鷹 繋 山 （ 標 高 1,431.4m）、 鼻 曲 山 （ 標 高 1,655m） な ど 、 周 囲 を 1,000m

～ 1,800m 級 の 険 し い 山 々 で 囲 ま れ て い る 。 　 　

　 長 野 原 町 の 河 川 は 長 野 県 境 の 鳥 居 峠 付 近 （ 標 高 1,362m） を 水 源 と す る 吾 妻 川 が 東

流 し 、 そ れ に 万 座 川 や 熊 川 ・ 白 砂 川 な ど 主 に 両 岸 の 山 地 か ら 発 す る 諸 支 流 が 注 ぎ 、 渋

川 市 街 地 付 近 で 利 根 川 右 岸 に 合 流 す る 。 町 域 は 吾 妻 川 の 中 流 に あ た る が 、 か つ て 酸 性

を 帯 び た 水 質 を も つ 支 流 の 流 入 に よ り 、 中 流 よ り 下 流 に か け て 魚 類 の 生 息 に 適 さ な い

状 態 で あ っ た 。 し か し 石 灰 投 入 に よ る 中 和 処 理 が 開 始 さ れ て 以 来 、 水 質 の 改 善 が 行 わ

れ て い る 。

　 吾 妻 川 両 岸 は 大 字 長 野 原 付 近 で や や 幅 が 広 く 、 河 岸 段 丘 が 発 達 す る （ 第 １ 図 ）。 こ

の 段 丘 面 は 最 上 位 ・ 上 位 ・ 中 位 ・ 下 位 の 4 段 階 で 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 段 丘 面 と そ

の 上 位 の 丘 陵 上 に 縄 文 時 代 ～ 平 安 時 代 に か け て の 遺 跡 が 多 く 見 つ か っ て お り 、 現 在 で

も 住 宅 地 や 田 畑 と し て 利 用 さ れ て い る 。 こ れ ら の 段 丘 は 約 21,000 年 前 に 浅 間 山 か ら

噴 出 し た 応 桑 泥 流 堆 積 物 が 侵 食 さ れ て 形 成 さ れ て お り 、 そ の 上 を 覆 っ て い る 関 東 ロ ー

ム 層 中 に は 約 11,000 年 前 に 噴 出 し た 浅 間 - 草 津 黄 色 軽 石 層 （As-YPk） が 堆 積 し て い る

の が 認 め ら れ る 。 現 在 の 吾 妻 川 か ら の 比 高 差 は 最 上 位 段 丘 面 で 約 80 ～ 90m、 上 位 段

丘 で 約 60 ～ 65m、 中 位 段 丘 で 30m 前 後 、 下 位 段 丘 で 約 10 ～ 15m を 測 る 。 大 字 川 原

湯 か ら 東 で は 川 幅 が 狭 ま り 峡 谷 を な し 、 吾 妻 渓 谷 を 形 成 し て い る 。

　 長 野 原 町 が 含 ま れ る 浅 間 山 周 辺 地 域 は 、 気 候 的 に は 太 平 洋 側 の 気 候 区 に 入 る が 、

高 地 で あ る こ と か ら 寒 冷 な 中 央 高 地 型 の 気 候 が み ら れ る 。 し か し 吾 妻 川 沿 い の 標 高

600m の 谷 底 か ら 、 最 高 点 の 浅 間 隠 山 の 1,756m ま で と 起 伏 に 富 ん で お り 、 地 理 的 条 件

も 変 化 が 大 き い た め 、 地 区 ご と に 気 候 ・ 気 象 に 変 化 が 見 ら れ る 。 降 水 量 も 地 形 に よ り

変 化 す る が 、 年 間 降 水 量 は 関 東 平 野 各 地 域 と ほ ぼ 等 し い 。 降 水 量 の 年 変 化 は 日 本 海 側
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と 異 な り 冬 季 に 少 な く 夏 季 に 多 い 。

　 勘 場 木 遺 跡 は 町 域 北 部 の 吾 妻 川 流 域 帯 に 所 在 し 、 吾 妻 川 の 支 流 で あ る 遅 沢 川 左 岸 の

段 丘 上 に 立 地 し て い る 。 調 査 地 点 の 標 高 は 708 ｍ 位 で あ る 。

　 ２ 　 周 辺 の 遺 跡
　 長 野 原 町 に お け る 遺 跡 分 布 状 況 は 昭 和 48 年 に 群 馬 県 教 育 委 員 会 刊 行 の 『 群 馬 県 遺

跡 地 図 』 に 依 っ て い た が 詳 細 な 遺 跡 の 分 布 の 把 握 は 不 十 分 で あ っ た 。 そ の 後 、 町 教 育

委 員 会 は 県 教 育 委 員 会 文 化 財 保 護 課 の 指 導 の も と 、 昭 和 62 年 度 か ら ３ ヶ 年 か け て 、

全 町 を 対 象 と し た 遺 跡 詳 細 分 布 調 査 を 実 施 し 、 199 の 遺 跡 包 蔵 地 を 確 認 し た （ １ ）。 ま

た 平 成 ６ 年 度 か ら 令 和 元 年 度 ま で 八 ツ 場 ダ ム 建 設 事 業 に 関 連 し た 工 事 用 進 入 路 や 水 没

地 域 の 工 事 に 対 応 し て（ 財 ）群 馬 県 埋 蔵 文 化 財 調 査 事 業 団 が 継 続 し て 調 査 を 実 施 し た 。

新 た な 包 蔵 地 の 発 見 や 遺 跡 名 の 変 更 な ど の 必 要 性 か ら 平 成 14 年 ３ 月 と 平 成 16 年 ４ 月

に 遺 跡 地 図 の 改 訂 を 実 施 し た 。 そ の 後 も 小 さ な 変 更 を 繰 り 返 し て い る が 、 令 和 ３ 年 １

月 現 在 で 226 の 包 蔵 地 （ 指 定 史 跡 等 を 含 む ） が 把 握 さ れ て い る （ ２ ）。

  本 遺 跡 の 位 置 す る 吾 妻 川 流 域 地 帯 は 大 き く 東 西 に 分 け る こ と が で き 、 東 部 地 区 は ダ

ム 湖 及 び ダ ム 関 連 事 業 と 直 結 し て い た 地 域 、 西 部 地 区 は 東 部 寄 り の 大 字 長 野 原 地 区 以

外 は 基 本 的 に は ダ ム 関 連 事 業 と は 無 関 係 の 地 域 で あ る 。 本 遺 跡 は そ の 西 部 地 区 に 属 し

て い る 。

　 本 遺 跡 を 含 む 吾 妻 川 流 域 地 帯 西 部 地 区 に も 多 く の 遺 跡 が 分 布 し て い る （ 第 １ 図 ・ 第

１ 表 ）。 遺 跡 は 基 本 的 に 吾 妻 川 と そ の 支 流 沿 い の 河 岸 段 丘 上 に 占 地 し て い る が 近 年 丘

陵 上 に も 遺 跡 が 発 見 さ れ は じ め 、 こ れ ま で 空 白 だ っ た 時 期 を 埋 め る 遺 構 も 検 出 さ れ て

い る 。 こ こ で は 調 査 を 実 施 し た 遺 跡 を 中 心 に 当 該 地 域 の 遺 跡 を 概 観 し た い 。 な お 、 長

野 原 町 の 現 時 点 で の 歴 史 観 を な る べ く 記 載 す る 立 場 か ら 、 筆 者 が 実 見 し た り 、 調 査 担

当 者 に 聞 き 取 っ た 未 報 告 の 情 報 を 多 分 に 含 ん で い る 。 従 っ て 本 報 告 時 に は 多 少 異 な る

見 解 に な る か も し れ な い の で ご 注 意 願 い た い 。

（ １ ）　 旧 石 器 時 代
こ れ ま で の と こ ろ 長 野 原 町 で は 旧 石 器 時 代 に 遡 る 遺 跡 は 確 認 さ れ て い な い 。 柳 沢 城

跡 （3） で 遺 構 外 な が ら 細 石 器 文 化 に 伴 う と 考 え ら れ る 珪 質 頁 岩 製 の ス ク レ イ パ ー が 出

土 し て い る の み で あ る 。 吾 妻 川 流 域 は 前 述 し た よ う に 応 桑 泥 流 や 浅 間 - 草 津 黄 色 軽 石

層 （As-YPk） が 厚 く 堆 積 し て お り 、 発 掘 調 査 で は 発 見 さ れ に く い 状 況 が あ る 。 西 吾 妻

地 域 は も と よ り 吾 妻 郡 内 で も 旧 石 器 時 代 は 高 山 村 に 所 在 す る 新 田 西 沢 遺 跡 （ ４ ） で し か

確 認 さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。

（ ２ ）　 縄 文 時 代
　 縄 文 時 代 に な る と 遺 跡 数 も 膨 大 と な る 。 吾 妻 川 及 び そ の 支 流 沿 岸 の 下 位 段 丘 面 は 低

調 だ が 主 と し て 中 ・ 上 ・ 最 上 位 河 岸 段 丘 お よ び 丘 陵 部 に 集 落 が 展 開 す る 。

① 草 創 期 ～ 早 期

　 現 在 の と こ ろ 、 長 野 原 町 で 人 々 の 生 活 が 確 認 さ れ て い る の は 草 創 期 末 ～ 早 期 初 頭 か
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第１図　遺跡の位置と周辺の遺跡（1/25,000）

11

22
33

44

55

66

77

88
99

1010

1111
1212

1313
1414
1515

1616

1717
1818

1919 2020
21212222

2323

2424

2525

2626

2727

2828

2929

3030
3131

3232

3333

3434

3535

3636

3737

3838

3939

4040

4141

4242

4343

4444 4545

4646

4747

4848

4949

5050
5151

5252

5353

5454
5555

5656

5757
5858

5959

6060

6161

6262

6363
6464

6565
6666

6667

群馬県



4

ら で あ る 。 該 期 の 遺 跡 と し て 石 畑 Ⅰ 岩 陰 （ ５ ） が あ る 。 昭 和53年 に 群 馬 県 教 育 委 員 会 に

よ り 一 部 調 査 さ れ 、 中 期 を 除 く 草 創 期 ～ 晩 期 の 土 器 片 ・ 獣 骨 ・ 人 骨 な ど が 出 土 し て い

る 。 特 に 草 創 期 ～ 早 期 の 土 器 片 に は 表 裏 縄 文 ・ 撚 糸 文 ・ 押 型 文 が 認 め ら れ る 。 平 成

26年 度 か ら 國 學 院 大 学 に よ り 学 術 調 査 が 実 施 さ れ て い る 居 家 以 岩 陰 群 （17） で も 草

創 期 ～ 晩 期 の 土 器 片 ・ 石 器 ・ 獣 骨 ・ 人 骨 が 出 土 し て い る 。 平 成28～31 （ 令 和 元 ） 年

度 の 調 査 で は 岩 陰 部 の 灰 層 中 か ら 遺 存 状 態 の 良 い 早 期 中 葉 ・ 前 期 前 半 の 埋 葬 人 骨 が

20体 確 認 さ れ て お り 、 そ の 数 は 今 後 も 増 え る だ ろ う （ ６ ）。 横 壁 勝 沼 遺 跡 （ ７ ） で は 草 創

期 の 槍 形 尖 頭 器 が 表 採 さ れ て い る 。 近 年 、 丘 陵 上 で の 調 査 機 会 も 増 え 、 楡 木 Ⅱ 遺

跡 （ ８ ）、 立 馬 Ⅰ 遺 跡 （ ９ ）、 立 馬 Ⅲ 遺 跡 （10） で 早 期 の 集 落 が 検 出 さ れ て い る 。 楡 木 Ⅱ 遺

跡 で は 早 期 前 半 撚 糸 文 期 の 住 居 跡 が31軒 検 出 さ れ 、 遺 構 外 で 表 裏 縄 文 ・ 押 型 文 ・ 沈

線 文 ・ 条 痕 文 土 器 片 も 出 土 し て い る 。 該 期 の 住 居 跡 検 出 数 で は 県 は も と よ り 全 国 的 に

も 有 数 で あ る 。 ま た 立 馬 Ⅰ 遺 跡 で は 撚 糸 文 期 の 住 居 跡 の 他 、 沈 線 文 （ 田 戸 下 層 式 ） 期

の 住 居 跡 も 検 出 さ れ 、 遺 構 外 で は 押 型 文 ・ 条 痕 文 を は じ め 晩 期 ま で の 土 器 片 が 連 綿 と

出 土 し て い る 。 立 馬 Ⅲ 遺 跡 で は 子 母 口 式 や 稲 荷 台 式 、 沈 線 文 土 器 な ど の 住 居 跡 が 検 出

さ れ て い る 。 さ ら に 同 時 期 の 遺 物 は 、 調 査 事 例 の 多 い 東 部 地 区 に 偏 っ て お り 、 三 平 Ⅰ

遺 跡 （11）、 三 平 Ⅱ 遺 跡 （12）、 花 畑 遺 跡 （13）、 幸 神 遺 跡 （14）、 横 壁 中 村 遺 跡 （15）、 長 野 原 一

本 松 遺 跡 （16）、 西 部 地 区 で は 坪 井 遺 跡 （ ２ ） で 確 認 さ れ て い る の み で あ る 。 そ れ ま

で の 岩 陰 で の 生 活 か ら 早 期 前 半 撚 糸 文 期 に な る と 丘 陵 上 の オ ー プ ン サ イ ト で の 集 落 に

移 行 し て い く よ う で あ る 。 ま た 石 畑 Ⅰ 岩 陰 に 代 表 さ れ る 岩 陰 遺 跡 は 丘 陵 部 の 自 然 に 迫

り 出 し た 岩 場 を 利 用 し て 居 住 ・ 墓 域 と す る も の で あ る た め 、 県 内 で は 分 布 ・ 遺 跡 数 と

も に 限 定 さ れ る 。 吾 妻 川 流 域 は そ の ほ と ん ど が 河 川 や 渓 沢 に 沿 う 山 岳 傾 斜 地 帯 で あ る

こ と か ら 岩 陰 遺 跡 の 立 地 す る 条 件 を 満 た し て い る と い え よ う 。 岩 陰 遺 跡 は 長 野 原 町 域

で21遺 跡34ヶ 所 確 認 さ れ て お り 、 そ の 大 半 が こ の 東 部 地 区 に 集 中 し て い る 。 こ の 岩

陰 遺 跡 の 多 さ は 本 町 の 原 始 古 代 の 大 き な 特 徴 の 一 つ で も あ る 。

② 前 期

　 前 期 の 遺 跡 も 少 な い が 漸 増 の 傾 向 に あ る 。 立 地 は 丘 陵 上 が 多 い が 、 河 岸 段 丘 へ も 集

落 が 広 が る 傾 向 が 見 受 け ら れ る 。 前 期 前 半 の 遺 跡 は 東 部 地 区 よ り 西 部 地 区 で 顕 著 で あ

る 。 坪 井 遺 跡 で 前 期 初 頭 （ 花 積 下 層 式 期 ） の 住 居 跡 と 土 坑 が 検 出 さ れ 、 土 坑 内 で 花 積

下 層 Ⅰ 式 と 長 野 県 で 主 体 的 な 塚 田 式 と の 共 伴 が 初 め て 確 認 さ れ た 。 平 成30年 度 に 調

査 し た 赤 羽 根 遺 跡 （13） で は 、 当 該 期 の 石 器 製 作 工 房 １ 軒 と 土 坑 ４ 基 が 検 出 さ れ て

い る 。 暮 坪 遺 跡 （57） で は 前 期 前 葉 （ 二 ッ 木 式 期 ） の 住 居 跡 、 長 畝 Ⅱ 遺 跡 （48） で

は 前 期 前 葉 （ 関 山 式 期 ） の 土 坑 と 前 期 前 葉 （ 黒 浜 式 期 ） の 住 居 跡 ・ 土 坑 が 検 出 さ れ て

い る 。 東 部 地 区 で は 上 原 Ⅰ 遺 跡 （16） で 前 期 初 頭 の 住 居 跡 、 楡 木 Ⅱ 遺 跡 で 前 期 前 葉 （ 黒

浜 式 期 ） の 住 居 跡 が 検 出 さ れ て い る 他 、 横 壁 中 村 遺 跡 で は 埋 没 河 道 で 少 量 の 破 片 が

認 め ら れ て い る 。 前 期 後 半 は 楡 木 Ⅱ 遺 跡 、 三 平 Ⅰ 遺 跡 、 林 中 原 Ⅰ 遺 跡 （17） で 前 期 後 葉

（ 諸 磯 式 期 ） の 住 居 跡 が 、 川 原 湯 勝 沼 遺 跡 （18） で 前 期 末 葉 の 土 坑 が 検 出 さ れ て い る 以

外 は 遺 構 外 の 出 土 で あ る 。

③ 中 期

　 中 期 の 遺 跡 は 他 時 期 に 比 し て 最 も 多 い 。 中 期 前 半 は 県 内 で も 極 め て 限 ら れ た 検 出
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第１表　周辺の遺跡
No. 遺　跡　名 町No. 種　別 時　代 概　　　　　　　　　　　要 備　　考

1 勘場木遺跡 91 集落跡 縄文 本遺跡。県指定史跡。昭和 29 年度調査（県）。中期後半の住居跡１軒
を検出。前期～後期の遺物が多数出土。本町で最初の本格的な発掘調
査である。住居跡出土土器は長野県の影響を強く受けており、本地域
の当該期土器の様相をいち早く報告した意義は大きい。

文献 1,2,48,50,53,58,65,
66

『県遺跡地図』№ 3125
2 坪井遺跡 86 集落、墓その

他
縄 文・ 弥 生・
古 墳・ 平 安・
中世

平成３・10・12・14・23 年度調査（町）。縄文中期後半の拠点集落。
縄文前期初頭住居跡・土坑、後期前葉土坑、弥生中期住居跡・土坑、
平安住居・陥穴、中世配石・集石遺構などを検出。遺跡内に『上毛古
墳綜覧』記載の「鉄塚」あり。

文献 1,2,4,8,10,12,26,
28,62,63,66,87,189,
191,193

『県遺跡地図』№ 3123

3 草木原遺跡 87 散布地　その
他

縄 文・ 平 安・
近世

縄文中期。磨製石斧採集。平成 17・20 年度調査（町）。天明畑１枚・
溝１条検出。

文献 1,2,17,20,48,196,
199

4 高平遺跡 88 散布地 縄文・平安 文献 2
5 寺久保遺跡 89 散布地 縄 文・ 弥 生・

平安
黒曜石片・弥生後期土器片採集。 文献 2

6 寺沢遺跡 90 散布地 縄文 中期。 文献 2
7 熊野遺跡 92 散布地 縄文 中期。平成 15 年度調査（町）。 文献 2,14,23
8 弁天遺跡 93 散布地 平安 文献 2 
9 鹿生遺跡 94 散布地 縄文 中期。石器片採集。 文献 2

10 立石遺跡 95 散布地 縄文・平安 縄文中・後期。磨製石斧・石鏃・石匙・石錘採集。平成 16・30 年度
調査（町）。縄文中期包含層検出。

文献 1,2,16,39,42,195,
207

『県遺跡地図』№ 3125
11 クヌギⅠ遺跡 96 散布地 縄文・平安 文献 2
12 クヌギⅡ遺跡 97 集落跡 縄文 昭和 63 年度調査（町）。中期中葉～後期。住居跡４軒（うち敷石住居

３軒）、中期中葉の埋設土器など出土。
文献 2,3

13 赤羽根遺跡 98 集落跡 縄 文・ 平 安・
中世・近世

平成 27・28・30・31 年度調査（町）。縄文時代前期初頭の石器製作
跡と大型土坑。平安時代住居跡、鍛冶工房、陥し穴、炭窯。中近世掘
立柱建物、方形竪穴状遺構、両側溝を持つ草津道と考えられる道路跡
等を検出した。

文献 1,2.33.41

14 大久保Ⅰ遺跡 99 散布地 縄文 中期。 文献 2
15 大久保Ⅱ遺跡 100 散布地 不明 文献 2
16 長野原一本松遺跡 63 集落跡 縄 文・ 弥 生・

古 墳・ 平 安・
中世・近世

平成 17・22 年度調査（町）、平成 6 ～ 20 年度調査（事）。　縄文中
期後半～後期の住居跡を中心とする拠点集落跡。平安時代住居跡、中
世掘立柱建物跡等多数検出。

文献 1,2,23,48,66,80,81
,89,93,94,100,101,106,
112,126,129,133,136,
146,148,185 ～ 199,
209,222
旧一本松遺跡

17 居家以岩陰群 80 その他 縄文・弥生 平成 26 ～ 31 年度調査 （國學院大學） 。岩陰６ヵ所にわたる。 文献 2,59,179 ～ 184,
203

18 油郎岩陰群 81 その他 縄文・弥生 岩陰４ヵ所にわたる。 文献 2
19 貝瀬岩陰群 82 その他 不明 岩陰２ヵ所にわたる。 文献 2
20 貝瀬Ⅰ遺跡 67 散布地 縄文・平安 石斧採集。 文献 2
21 貝瀬Ⅱ遺跡 68 散布地 縄文 文献 2
22 貝瀬Ⅲ遺跡 69 散布地 縄文・平安　 文献 2

23 東貝瀬Ⅲ遺跡 66 散布地 縄文 チャート片採集。平成 24 年度調査（町）。 文献 2,28,29,32,38,71,
201

24 嶋木Ⅰ遺跡 72 集落跡、その
他

平安・近世 平成 16・22・24・25・（町）。近世礎石建物、天明畑、溝、ヤックラ、
復旧溝。近代ガーター橋橋台石積。

文献 2,16,23,28,29,32,
38,71,195,201,202

25 嶋木Ⅱ遺跡 73 散布地 縄文・平安 黒曜石・磁器採集。平成 26 年度調査（町）。 文献 2,32
26 嶋木Ⅲ遺跡 74 散布地 縄文 石錘・石鏃採集。 文献 2
27 向原遺跡 75 集落跡 縄 文・ 弥 生・

平安
平成５・19・20 年度調査（町）。縄文後期住居５軒（敷石住居２軒）・
縄文中期後半埋甕２基、弥生中期土坑７基、平安住居 11 軒・陥穴 14 基、
時期不明土坑 52 基検出。

文献 2,6,19,81

28 長野原城跡 85 城館跡 中世・近世 吾妻川左岸、町の市街地北側の尾根上に立地。土塁・堀切・物見台な
どが遺存している。長野原合戦の舞台。平成 24 年度調査（町）、平成
23 年度調査（事）。天明畑２枚検出。

文献 1,2,28,48,49,51,54,
73,149,228

29 町遺跡 219 その他 近世 平成 25・28 年度調査 （町） 、平成 23 ～ 25・30 年度調査 （事） 。天明泥
流で埋没した集落・生産跡。

文献 2,32,37,151,201,
202,235

30 遠西岩陰群 83 その他 不明 岩陰２ヵ所にわたる。 文献２
31 小林家屋敷跡 211 屋敷跡 近世 平成 13・14 年度調査（町）。天明泥流に埋没した吾妻の分限者小林助

右衛門の屋敷跡。石垣１基・土蔵跡１棟・礎石建物跡２棟を検出。
文献 1,2,11 ～ 13,36,60,
68,71,72,90,193,206

32 山岸Ⅰ遺跡 133 散布地 平安 チャート片採集。 文献 2
33 山岸Ⅱ遺跡 134 集落跡 縄 文・ 弥 生・

平安
平成 24 年度調査（町）。縄文前期末土坑 1 基、平安時代住居跡 1 軒、
陥し穴 3 基検出。

文献 2,25,28

34 虻篭Ⅰ遺跡 131 散布地 縄文 文献 2
35 虻篭Ⅱ遺跡 132 散布地 縄文・平安 縄文後期。 文献 2
36 与喜屋Ⅰ遺跡 139 散布地 縄文 石斧２片採集。 文献 1,2
37 与喜屋Ⅱ遺跡 140 散布地 縄文 中期。土器片採集。 文献 2

『県遺跡地図』№ 3121
38 所舟遺跡 142 散布地 不明 文献 2
39 上ノ平遺跡 138 散布地 縄 文・ 弥 生・

平安
縄文前期～後期。弥生中期土器・太形蛤刃石斧等採集。平成 24 年度
調査（町）。

文献 1,2,22
『県遺跡地図』№ 3122

40 北沢Ⅰ遺跡 136 散布地 縄文・平安 縄文中・後期。 文献 2
41 北沢Ⅱ遺跡 137 散布地 縄文・平安 縄文中・後期。黒曜石片・内黒土器採集。 文献 2
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事 例 で 少 な い が 、 丘 陵 上 あ る い は 最 上 位 段 丘 に 占 地 し て い る よ う で あ る 。 後 半 に な

る と 河 岸 段 丘 の 平 場 を 中 心 と し て 積 極 的 な 居 住 区 域 を 展 開 し て い る 。 中 期 前 半 の 集

落 は 近 年 東 部 地 区 の 丘 陵 上 あ る い は 最 上 位 段 丘 の 遺 跡 で 発 見 さ れ は じ め て い る 。 中

期 初 頭 （ 五 領 ヶ 台 式 期 ） の 遺 跡 は 楡 木 Ⅱ 遺 跡 で 住 居 跡 ３ 軒 、 上 原 Ⅱ 遺 跡 で 屋 外 焼 土

遺 構 を 伴 う 竪 穴 状 遺 構 が ３ 基 ・ 土 坑21基 、 上 原 Ⅳ 遺 跡 （19） で 土 坑 １ 基 が 確 認 さ れ て い

る 。 中 期 前 葉 （ 阿 玉 台 式 期 ） の 遺 跡 は 立 馬 Ⅱ 遺 跡 （20） で 五 領 ヶ 台 式 期 ～ 阿 玉 台 式 期 の

住 居 跡11軒 ・ 土 坑100基 ほ ど 、 林 中 原 Ⅰ 遺 跡 で 住 居 跡 が １ 軒 、 幸 神 遺 跡 で 土 坑 が 検 出

さ れ て い る 。 横 壁 中 村 遺 跡 で は 中 期 中 葉 （ 勝 坂 式 期 ） の 住 居 跡 、 西 久 保 Ⅰ 遺 跡 （21） で

は 同 時 期 の 土 坑 が 確 認 さ れ て い る 。 中 期 中 葉 （ 焼 町 式 期 ） の 遺 跡 は 幸 神 遺 跡 で 焼 町

土 器 の 深 鉢 を 炉 体 土 器 と し た 住 居 跡 、 林 中 原 Ⅱ 遺 跡 （22） と 横 壁 中 村 遺 跡 で は 焼 町 土 器

を 主 体 と す る 住 居 跡 が そ れ ぞ れ １ 軒 ず つ 確 認 さ れ て い る 他 、 上 ノ 平 Ⅰ 遺 跡 （23） で は 同

時 期 の 住 居 跡 が12軒 検 出 さ れ た 。 令 和 元 年 度 に 町 営 横 壁 土 地 改 良 事 業 の 工 事 中 に 中

期 前 半 の 水 場 遺 構 が 発 見 さ れ 、 山 根 Ⅴ 遺 跡 （24） を 追 加 し た 。 西 部 地 区 で は ク ヌ ギ Ⅱ 遺

跡 （12） で 中 期 中 葉 の 埋 設 土 器 、 観 奈 遺 跡 （25） で 中 期 前 半 の 土 坑 が 検 出 さ れ て い る の

み で あ る 。 中 期 後 半 に な る と 列 石 を 伴 う 拠 点 集 落 が 吾 妻 川 流 域 地 帯 に 分 布 を 広 げ て 出

現 す る 。 長 野 原 一 本 松 遺 跡 、 横 壁 中 村 遺 跡 を 筆 頭 と し て 近 年 の 調 査 に よ り 石 川 原 遺

跡 （26）、 林 中 原 Ⅰ 遺 跡 、 林 中 原 Ⅱ 遺 跡 、 東 宮 遺 跡 （27） が 新 た に 加 わ り 、 西 部 地 区 で は

坪 井 遺 跡 に 代 表 さ れ る 。 遺 跡 を 大 規 模 に 調 査 し て い る 前 ６ 者 に 共 通 す る の は 中 期 後 半

に 引 き 続 き 、 後 期 前 半 （ ～ 加 曽 利 Ｂ 式 期 ） ま で 継 続 し て 集 落 が 営 ま れ て い る こ と で

あ る 。 ま た 坪 井 遺 跡 は 前 ２ 者 に 比 し て 規 模 は 小 さ い が 、 弧 状 石 列 １ 基 、 住 居 跡19軒

No. 遺　跡　名 町No. 種　別 時　代 概　　　　　　　　　　　要 備　　考

42 外輪原Ⅰ遺跡 135 散布地 縄 文・ 弥 生・
平安

平成 15・16 年度調査（町）。縄文早期包含層検出。遺跡内に『上毛古
墳綜覧』記載の「五輪塚」がある。

文献 1,2,14,16,48,76,77
『県遺跡地図』№ 3120

43 外輪原Ⅱ遺跡 141 散布地 縄文 磨石・敷石採集。
44 榛木沢遺跡 125 散布地 縄文 前期。 文献 2
45 萩原Ⅱ遺跡 130 散布地 縄文・平安 縄文中期。 文献 2
46 萩原Ⅰ遺跡 129 散布地 平安 文献 1,2,48
47 長畝Ⅰ遺跡 126 散布地 縄文 中期。平成 15 年度調査（町）。平安住居１軒、土坑４基検出。 文献 2,14,194
48 長畝Ⅱ遺跡 127 集落跡 縄文 平成 2・3・21・28・30 年度調査 （町） 。縄文時代の住居跡・土坑、

平安時代の住居跡。
文献 2,4,22,33,39,58,
200,205,207

49 長畝Ⅲ遺跡 128 散布地 平安 文献 1,2
50 旧新井村跡 143 村落跡 近世 昭和 55 年度調査（町）。天明泥流に埋没した村落。屋敷跡や用水池な

どを検出。南側台地上に墓地が残る。
文献 2,55,57,60,68,72,
104

51 羽根尾Ⅰ遺跡 112 散布地 平安 文献 2
52 羽根尾Ⅱ遺跡 115 散布地 奈良 文献 2,
53 羽根尾宮原遺跡 113 散布地 平安 平成 18・25 年度調査（町）。 文献 2,18,29　

旧宮原遺跡
54 小滝Ⅰ遺跡 114 散布地 平安 文献 2　旧小滝遺跡
55 小滝Ⅱ遺跡 220 その他 近世 平成 23 年度調査（町）。天明畑４枚検出。 文献 26
56 宮の上遺跡 116 散布地 平安 文献 2
57 暮坪遺跡 117 集落跡 縄文・平安 縄文中期土器・磨製石斧・凹石採集。平成 12 年度調査（町）。縄文前

期前葉（二ツ木式期）住居跡２軒・土坑２基などを検出。
文献 2,9,10

58 羽根尾城跡 123 城館跡 中世 町指定史跡。吾妻川左岸、城峯山の山頂に立地。梯郭式の山城で土塁・
堀切が遺存している。羽根尾（海野）氏の拠城。

文献 1,2,48,49,54

59 田之平遺跡 119 散布地 縄文 中期。 文献 2
60 諏訪原遺跡 121 散布地 縄文 チャート片・石皿採集。 文献 2
61 チガヤ遺跡 146 散布地 縄文・平安 磨石採集。 文献２
62 滝原Ⅰ遺跡 150 散布地 平安 文献 2
63 滝原Ⅱ遺跡 151 散布地 平安 文献 2
64 滝原Ⅲ遺跡 152 集落跡 縄文・平安 黒曜石片・磁器採集。平成８年度調査（町）。縄文後期初頭敷石住居跡

１軒・土坑２基を検出。
文献 2,7

65 滝原Ⅳ遺跡 153 散布地 縄文 平成 25 年度調査（町）。縄文中期前葉住居跡一軒・土坑２基を検出。 文献 2,30,201
66 滝原Ⅴ遺跡 154 散布地 平安 文献 2     
67 堂光原Ⅰ遺跡 184 散布地 縄文 黒曜石片採集。 文献 2　旧堂光原遺跡
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（ 拡 張 住 居 含 む ）、 土 坑49基 が 検 出 さ れ て い る 。 土 器 は 大 き く ４ 系 統 （ ① 加 曽 利 Ｅ 式

土 器 ＜ 北 関 東 系 ＞ 、 ② 曽 利 ・ 唐 草 文 系 土 器 ＜ 信 州 系 ＞ 、 ③ 郷 土 式 土 器 ＜ ① と ② の 融 合

型 式 ＞ 、 ④ 栃 倉 Ⅱ 式 土 器 ＜ 越 後 系 ＞ ） が 認 め ら れ 、 特 に ③ の 郷 土 式 土 器 が 該 期 の 主 体

と な る 時 期 で あ り 、 環 浅 間 山 地 域 を 中 心 に 分 布 し 、 小 文 化 圏 を 形 成 し て い る こ と が 最

近 分 か っ て き て い る 。 こ の 坪 井 遺 跡 出 土 土 器 の 傾 向 は 前 ６ 者 出 土 土 器 、 さ ら に 本 遺 跡

出 土 土 器 に も 看 取 さ れ る 。 そ の 他 、 向 原 遺 跡 （27） で は 中 期 末 ～ 後 期 初 頭 の 敷 石 住

居 跡 が 検 出 さ れ て お り 、 立 地 か ら 拠 点 集 落 の ひ と つ に な る 可 能 性 が 高 い 。 最 近 の 調 査

で は 尾 坂 遺 跡 （28） で 中 期 後 半 の 住 居 跡 が ６ 軒 検 出 さ れ て お り 、 う ち ３ 軒 が 敷 石 住 居 と

確 認 さ れ 、 敷 石 住 居 出 現 期 の 可 能 性 が あ る 。 尾 坂 遺 跡 の 対 岸 に 位 置 す る 久 々 戸 遺

跡 （29） で も 中 期 末 の 遺 存 状 態 の 良 い 敷 石 住 居 が 検 出 さ れ 、 町 で は 平 成30年 度 に 長 野 原

町 住 民 総 合 セ ン タ ー の エ ン ト ラ ン ス 床 下 へ 移 築 保 存 を 実 施 し た 。

④ 後 期

  後 期 の 遺 跡 は 規 模 は 縮 小 す る も の の 吾 妻 川 流 域 の 比 較 的 広 い 範 囲 に 分 布 す る 。 上 記

の 中 期 後 半 の 遺 跡 の 他 、 西 部 地 区 で は 本 町 で 初 め て 敷 石 住 居 跡 を 検 出 し た ク ヌ ギ Ⅱ 遺

跡 、 向 原 遺 跡 、 滝 原 Ⅲ 遺 跡 （64）、 古 屋 敷 遺 跡 （30）、 東 部 地 区 で は 上 ノ 平 Ⅰ 遺 跡 、 石

川 原 遺 跡 、 上 原 Ⅳ 遺 跡 、 林 中 原 Ⅰ 遺 跡 に 代 表 さ れ る 。 後 期 初 頭 （ 称 名 寺 式 期 ） ～ 後 期

中 葉 （ 加 曽 利 Ｂ 式 期 ） ま で の 敷 石 住 居 跡 、 掘 立 柱 建 物 跡 は 長 野 原 一 本 松 遺 跡 、 横 壁

中 村 遺 跡 で 多 く 検 出 さ れ て い る 。 長 野 原 一 本 松 遺 跡 で は 壁 に 板 材 の 痕 跡 を 遺 す 柄 鏡 形

敷 石 住 居 跡 や 方 形 周 礫 を 明 瞭 に 遺 す 柄 鏡 形 敷 石 住 居 跡 が 確 認 さ れ て い る 。 ま た 横 壁 中

村 遺 跡 で は 主 軸 全 長 ９ ｍ に も 及 ぶ 大 形 の 柄 鏡 形 敷 石 住 居 跡 や 配 石 墓 群 が 検 出 さ れ て い

る 。 そ の 他 、 林 中 原 Ⅰ 遺 跡 、 上 原 Ⅳ 遺 跡 、 上 ノ 平 Ⅰ 遺 跡 で も 後 期 初 頭 ～ 前 葉 （ 称 名 寺

式 期 ～ 堀 之 内 式 期 ） の 敷 石 住 居 跡 等 が 検 出 さ れ て い る 。 後 期 後 葉 （ 高 井 東 式 期 ） の 住

居 跡 は 横 壁 中 村 遺 跡 で ３ 軒 、 久 々 戸 遺 跡 で 土 坑 が 検 出 さ れ て い る の み で あ っ た が 、 令

和 元 年 度 ま で 調 査 さ れ た 石 川 原 遺 跡 で は 後 期 後 半 ～ 晩 期 前 半 の 住 居 跡 、 配 石 遺 構 、 水

場 遺 構 等 が 多 数 検 出 さ れ て い る 。 後 期 終 末 （ 安 行 １ ・ ２ 式 期 ） に 関 し て は 横 壁 中 村 遺

跡 や 立 馬 Ⅰ 遺 跡 で 土 器 片 が 出 土 し て い る が い ず れ も 遺 構 外 で あ る 。

⑤ 晩 期

　 晩 期 に 関 し て は こ れ ま で 石 畑 Ⅰ 岩 陰 で 土 器 片 が 出 土 し て い る 他 、 横 壁 中 村 遺 跡 で 晩

期 末 葉 （ 千 網 式 併 行 ） の 包 含 層 が 確 認 さ れ て い る だ け で あ っ た 。 遺 構 の 検 出 は 晩 期 前

半 は 前 述 の 石 川 原 遺 跡 で 確 認 さ れ て き て い る も の の 、 依 然 少 な く 、 後 半 （ 特 に 末 葉 ～

弥 生 中 期 ） に 関 し て は 最 近 の 調 査 で 増 え つ つ あ る 。 立 馬 Ⅰ 遺 跡 で は 晩 期 末 葉 の 住 居 跡

１ 軒 、 横 壁 中 村 遺 跡 で は 晩 期 末 葉 の 住 居 跡 ２ 軒 、 埋 甕 １ 基 、 上 原 Ⅳ 遺 跡 ・ 西 ノ 上 遺

跡 （31） で は 土 坑 １ 基 が 検 出 さ れ て い る 。 立 馬 Ⅰ 遺 跡 で は 南 信 松 本 盆 地 に 分 布 す る 女 鳥

羽 川 式 土 器 が 出 土 し て い る 。 さ ら に 川 原 湯 勝 沼 遺 跡 か ら は 該 期 の 土 坑 が 数 基 検 出 さ

れ 、 そ の 中 の １ 基 は 壺 棺 再 葬 墓 で あ る こ と が 判 明 し て い る 。 同 一 土 坑 に ２ 個 体 が 埋 置

さ れ て お り 、 ひ と つ が 中 沢 氏 の い う 「 氷 式 突 帯 壺 」（32） の 上 半 部 が 逆 位 に 、 も う 一 方

は 浮 線 文 系 の 半 精 製 甕 が 正 位 の 状 態 で 出 土 し て い る 。 こ の 壺 棺 再 葬 墓 は 東 日 本 で も 最

古 級 と し て 注 目 さ れ よ う 。 そ の 他 、 遺 構 外 で は あ る が 久 々 戸 遺 跡 で 氷 式 土 器 の 浅 鉢 、

向 原 遺 跡 で 大 洞 Ａ ′式 ま で 遡 る と 考 え ら れ る 土 器 片 も 確 認 さ れ て い る 。
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（ ３ ）　 弥 生 時 代
　 弥 生 時 代 の 遺 跡 は 分 布 調 査 の 時 点 で 後 期 に 属 す る ３ 遺 跡 の み で あ っ た が 、 縄 文 時 代

晩 期 末 葉 か ら 弥 生 中 期 前 半 ま で の 資 料 が 増 え て き て い る 。 遺 跡 は 丘 陵 上 あ る い は 最 上

位 段 丘 に 立 地 す る 傾 向 が 強 く 、 縄 文 時 代 早 期 や 中 期 前 半 と 共 通 し て い る よ う で あ る 。

東 部 地 区 で は 長 野 原 一 本 松 遺 跡 で は 中 期 前 半 ま で と 考 え ら れ る 土 坑 １ 基 、 横 壁 中 村 遺

跡 で は 埋 甕 （ 再 葬 墓 か ） １ 基 が 検 出 さ れ 、 東 海 地 方 に 分 布 す る 樫 王 式 土 器 の 甕 が 出 土

し て い る 。 下 原 遺 跡 （33） で は 集 石 遺 構 か ら 中 期 前 半 を 中 心 と し た 遺 物 が 認 め ら れ た 。

林 中 原 Ⅱ 遺 跡 で は 中 期 前 半 と 考 え ら れ る 住 居 跡 ４ 軒 の 他 、 前 期 末 に 遡 る 土 坑 墓 （ 再 葬

墓 か ）、 尾 坂 遺 跡 で も 前 期 末 の 再 葬 墓 と 思 わ れ る 土 坑 や 完 形 土 器 ２ 個 体 を 出 土 す る 土

坑 、 貯 蔵 穴 な ど 、 上 原 Ⅰ 遺 跡 で は 前 期 末 の 短 頸 壺 を 納 め た 土 坑 、 三 平 Ⅰ 遺 跡 で は 前 期

末 ～ 中 期 前 半 の 土 坑 が 数 基 検 出 さ れ て い る 。 西 部 地 区 で は 遺 物 出 土 量 が 少 な く 時 期 が

判 然 と し な い も の が 多 い が 、 坪 井 遺 跡 で も 中 期 初 頭 と 考 え ら れ る 住 居 跡 １ 軒 、 土 坑 が

５ 基 、 向 原 遺 跡 で は 前 期 に 遡 る も の も 含 め て 中 期 前 半 ま で の 土 坑 が ７ 基 確 認 さ れ て い

る 。 遺 構 外 で は 外 輪 原 Ⅰ 遺 跡 （42）、 上 ノ 平 遺 跡 （39） で 中 期 前 半 ま で の 資 料 が 比 較

的 ま と ま っ て い る 。 中 期 後 半 に 関 し て は 、 立 馬 Ⅰ 遺 跡 で 住 居 跡 ２ 軒 と 土 器 棺 墓 ２ 基 を

含 む 土 坑 が 数 基 、 後 期 に 関 し て は 、 石 畑 遺 跡 （34） で 土 坑 １ 基 が 確 認 さ れ て い る の み で

あ る 。 分 布 調 査 時 に 居 家 以 岩 陰 群 、 寺 久 保 遺 跡 （ ５ ）、 新 田 原 Ⅰ 遺 跡 （35） で 土 器 片 が

表 採 さ れ て い る 他 、 立 馬 Ⅰ 遺 跡 で は 遺 構 外 で 、 二 社 平 遺 跡 （36） 周 辺 で 後 期 ～ 古 墳 時 代

前 期 に 比 定 さ れ る 土 器 片 が 表 採 さ れ て い る 。

（ ４ ）　 古 墳 時 代
　 こ れ ま で 遺 構 外 で は 他 時 期 の 遺 物 に 混 入 す る か た ち で ５ 世 紀 後 半 の 土 器 片 は 坪 井

遺 跡 、 長 野 原 一 本 松 遺 跡 、 二 社 平 遺 跡 な ど で 確 認 さ れ て き た が 、 長 野 原 町 で 古 墳 時

代 の 集 落 と し て 把 握 さ れ て い る 遺 跡 は 皆 無 で あ っ た 。 平 成15年 度 に 最 上 位 段 丘 面 に

立 地 す る 林 宮 原 遺 跡 （37） で ５ 世 紀 末 ～ ６ 世 紀 初 頭 の 住 居 跡 が １ 軒 検 出 さ れ た の が 初 例

で あ る 。 こ れ に 続 い て 平 成16年 度 の 調 査 で 川 原 湯 勝 沼 遺 跡 で 焼 土 を 伴 う 土 坑 か ら 同

時 期 の 土 師 器 と 遺 構 外 で 剣 形 模 造 品 、 下 原 遺 跡 で も 同 時 期 の 住 居 跡 １ 軒 の 他 、 土 師 器

（ 片 ） が ま と ま っ て 出 土 し て い る 。 最 近 の 調 査 で は 上 原 Ⅳ 遺 跡 （38） で も ５ 世 紀 後 半 ～

６ 世 紀 初 頭 の 住 居 跡 が ２ 軒 検 出 さ れ て い る 。 こ れ ら は 吾 妻 川 に 直 面 し た 最 上 位 ・ 中 位

段 丘 面 の 自 然 流 路 あ る い は そ の 周 辺 で 出 土 し て い る こ と か ら 水 に 関 連 し た 祭 祀 遺 構 の

可 能 性 が 高 い 。 こ れ ら ４ 遺 跡 で 検 出 さ れ た 遺 構 は 時 期 的 に ほ ぼ 合 致 し て お り 注 目 さ れ

る 。 さ ら に 上 原 Ⅰ 遺 跡 で 前 期 と 考 え ら れ る 住 居 跡 か ら Ｓ 字 状 口 縁 台 付 甕 や 坩 形 土 器 が

出 土 し､ 中 期 の 高 坏 を 包 含 す る 土 坑 も 検 出 さ れ 、 こ れ ま で 空 白 で あ っ た 時 期 の 遺 構 検

出 事 例 が 徐 々 に で は あ る が 大 規 模 調 査 の 成 果 と し て 増 え て き て い る 。

　 ま た 昭 和13年 に 刊 行 さ れ た 『 上 毛 古 墳 綜 覧 』 に よ れ ば 、 大 津 地 区 の 「 鉄 塚 」（ ２ ）、

与 喜 屋 地 区 の 「 五 輪 塚 」（42） が 前 方 後 円 墳 と 報 告 さ れ て い る 。 ま た 昭 和11年 刊 行 の

『 群 馬 県 吾 妻 郡 誌 』 で は 林 地 区 の 「 御 塚 」 が 古 墳 と さ れ 、 合 計 ３ 基 が 古 墳 と さ れ て い

る 。「 五 輪 塚 」 は 現 況 で 畑 と し て な ら さ れ て い る が 、「 鉄 塚 」 と 「 御 塚 」 は 円 形 の 形 状

を 保 ち 、 現 在 は 墓 地 と し て 利 用 さ れ て い る 。 そ の 他 、「 て つ か （ て づ か ）」 や 林 地 区 中
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棚 に あ る 「 砂 塚 」 に 関 し て は 『 長 野 原 町 誌 』 で 「 宮 内 地 区 の 「 て づ か 」 は 鉄 塚 の 訛 音

で は あ る ま い か 。 鉄 塚 の 地 名 に は 城 跡 や 屋 敷 跡 な ど に 多 い と い わ れ 、 砂 塚 と の 対 照 が

お も し ろ い 」 と あ り 、 古 墳 と い う 認 識 で は な い が 同 じ 林 地 区 に 少 な く と も 「 塚 」 と 付

く も の が ３ 基 あ る と い う こ と が 注 目 さ れ る 。 い ず れ も 古 墳 と す る に は 根 拠 が 薄 く 、 今

後 の 調 査 に 期 待 し た い 。

（ ５ ）　 奈 良 ・ 平 安 時 代
　 奈 良 時 代 に 該 当 す る 遺 跡 は 分 布 調 査 時 の 羽 根 尾 Ⅱ 遺 跡 （52） の み で 増 え て い な い 。

こ れ に 対 し て 平 安 時 代 の 遺 跡 の 分 布 は 町 内 全 域 に 及 ん で お り 、 縄 文 時 代 と と も に 本 町

で 原 始 古 代 の 中 心 を な す 時 期 で あ る 。 調 査 し た 遺 跡 を 挙 げ れ ば 、 西 部 地 区 で は 、 坪

井 遺 跡 、 向 原 遺 跡 、 長 畝 Ⅰ 遺 跡 （47）、 長 畝 Ⅱ 遺 跡 、 山 岸 Ⅱ 遺 跡 （33）、 赤 羽 根 遺 跡 、

東 部 地 区 で は 東 宮 遺 跡 、 上 ノ 平 Ⅰ 遺 跡 、 三 平 Ⅰ 遺 跡 、 下 湯 原 遺 跡 、 西 ノ 上 遺 跡 、 石 川

原 遺 跡 、 川 原 湯 勝 沼 遺 跡 、 立 馬 Ⅰ 遺 跡 、 東 原 Ⅰ 遺 跡 （39）、 楡 木 Ⅰ 遺 跡 （40）、 楡 木 Ⅱ 遺

跡 、 花 畑 遺 跡 、 下 原 遺 跡 、 中 棚 Ⅰ 遺 跡 （41）、 上 原 Ⅰ 遺 跡 、 上 原 Ⅲ 遺 跡 （42）、 上 原 Ⅳ 遺

跡 、 林 宮 原 遺 跡 、 横 壁 勝 沼 Ⅰ 遺 跡 、 横 壁 勝 沼 Ⅲ 遺 跡 （43）、 山 根 Ⅳ 遺 跡 （44）、 上 野 Ⅰ 遺

跡 （45）、 上 野 Ⅱ 遺 跡 （46）、横 壁 中 村 遺 跡 、 長 野 原 一 本 松 遺 跡 、 尾 坂 遺 跡 な ど か ら 住 居

跡 や 掘 立 柱 建 物 跡 、 陥 し 穴 な ど が 検 出 さ れ 、 該 期 集 落 と し て 把 握 さ れ て い る 。 こ の 中

で 楡 木 Ⅱ 遺 跡 で は ９ 世 紀 後 半 ～10世 紀 前 半 の 住 居 跡 が38軒 、 竪 穴 遺 構 ３ 基 が 検 出 さ

れ 、「 長 」・「 三 家 」 の 墨 書 土 器 と 刻 字 「 称 」 を も つ 石 製 紡 錘 車 、 上 ノ 平 Ⅰ 遺 跡 で は 住

居 跡 が20軒 検 出 さ れ 、 県 内 ２ 例 目 と な る 皇 朝 十 二 銭 「 貞 観 永 寶 」 が 出 土 し て お り 注

目 さ れ る 。 こ の 他 、 未 報 告 で は あ る が 、 上 原 Ⅲ 遺 跡 で は 鍛 冶 工 房 跡 １ 軒 ・ 住 居 跡11

軒 ・ 焼 土 遺 構 ６ 基 ・ 陥 穴29基 な ど 、 中 棚 Ⅰ 遺 跡 で は 住 居 跡 ４ 軒 が 検 出 さ れ 、 そ の う

ち 全 容 が 判 明 し た ２ 軒 は 一 辺 が ６ ｍ を 超 え る 大 形 住 居 で あ っ た 。 こ の う ち の １ 軒 か ら

は 「 赤 」 の 墨 書 が 大 量 に 出 土 し て お り そ の 性 格 が 注 目 さ れ る 。

（ ６ ）　 中 　 世
　 吾 妻 流 域 地 帯 に は 中 世 城 館 跡 が 点 在 し て い る 。 そ の 立 地 は 当 時 の 道 と の 関 連 性 が

強 く 、 分 岐 点 の 丘 陵 上 な ど 交 通 の 要 衝 に 多 い 。 西 か ら 羽 根 尾 城 跡 （58）、 長 野 原 城 跡

（28）、 丸 岩 城 跡 （47）、 柳 沢 城 跡 、 金 花 山 砦 跡 （48） な ど が あ り 、 そ の 他 に 林 城 跡 （49）、

林 の 烽 火 台 な ど と い わ れ て い る 箇 所 も 存 在 す る 。 こ れ ら は い ず れ も 山 城 で あ る 。 こ の

中 で 丸 岩 城 は 「 丸 屋 の 要 害 」 と し て 『 加 沢 記 』 に も 記 さ れ 、 節 理 の 発 達 し た 岩 山 の

山 頂 に 立 地 し て い る 。 こ の 丸 岩 城 跡 の 北 西 麓 に 里 城 と し て の 柳 沢 城 跡 が 位 置 し 、 山

城 部 と 丘 城 部 か ら 成 る 本 城 を 構 え て い る 。 こ の 柳 沢 城 跡 の 一 部 が 発 掘 調 査 さ れ て お

り 、 郭 跡 ・ 堀 切 ・ 土 居 ・ 礎 石 建 物 ・ 腰 曲 輪 ・ 石 組 遺 構 ・ 溝 ・ 柵 列 な ど が 検 出 さ れ て い

る 。 遺 物 の ほ と ん ど が 礎 石 建 物 か ら 出 土 し て お り か つ 豊 富 で あ る 。 陶 器 ・ 鉄 製 品 ・

銅 製 品 ・ 石 臼 な ど が 出 土 し て お り 、 特 に 陶 器 類 は 常 滑 系 大 甕 ・ 古 瀬 戸 三 耳 壺 ・ 古 瀬 戸

菊 皿 ・ 珠 洲 系 陶 器 甕 の 他 、 輸 入 陶 磁 器 で あ る 景 徳 鎮 窯 梅 瓶 な ど が 準 完 形 で 出 土 し て い

る 。 ま た 最 近 の 調 査 で 林 中 原 Ⅰ 遺 跡 範 囲 内 に 林 城 跡 が 確 認 さ れ 、 そ の 範 囲 や 構 造 が 明

ら か に な り つ つ あ る 。 金 花 山 砦 跡 は 明 治 期 の 絵 図 『 川 原 湯 真 図 』 に 「 ト リ デ ア ト 」 の
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記 載 が あ っ た こ と か ら 平 成12年 度 に 町 教 委 と 事 業 団 で 踏 査 し て 堀 切 な ど を 確 認 し た 。

　 近 年 は 河 岸 段 丘 面 の 遺 跡 で も 該 期 の 遺 構 が 検 出 さ れ は じ め て お り 、 集 落 と し て 把 握

さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ れ ら を 列 挙 す る と 立 馬 Ⅰ 遺 跡 、 楡 木 Ⅱ 遺 跡 、 二 反 沢 遺

跡 （50）、 下 原 遺 跡 、 林 宮 原 遺 跡 、 横 壁 中 村 遺 跡 、 西 久 保 Ⅰ 遺 跡 、 長 野 原 一 本 松 遺 跡 、

尾 坂 遺 跡 と な る 。 こ の う ち 、 横 壁 中 村 遺 跡 と 下 原 遺 跡 で は 石 垣 で 区 画 さ れ た 屋 敷 跡 が

そ れ ぞ れ １ 棟 、 長 野 原 一 本 松 遺 跡 で は 掘 立 柱 建 物 群 と 竪 穴 状 遺 構 、 楡 木 Ⅱ 遺 跡 で も 掘

立 柱 建 物 群 、 二 反 沢 遺 跡 で は 区 画 跡 の ほ か 羽 口 や 鉄 サ イ な ど 鍛 冶 関 連 遺 構 な ど が 検 出

さ れ て お り 注 目 さ れ る 。

（ ７ ）　 近 　 世
　 長 野 原 町 は 浅 間 火 山 ・ 白 根 火 山 の 麓 に 位 置 し 、 古 く か ら 度 重 な る 火 山 災 害 を 被 っ て

い る こ と が 地 層 か ら も 窺 え る 。 浅 間 火 山 の 主 な 噴 火 活 動 を 概 観 す れ ば 、 す で に ９ 万 年

前 に は 黒 斑 山 は 活 動 を は じ め て お り 、 2.4～2.1万 年 前 に 黒 斑 山 崩 壊 を 伴 う 噴 火 活 動 が

あ っ た 。 そ の 時 発 生 し た 泥 流 は 、 応 桑 泥 流 ・ 中 之 条 泥 流 ・ 前 橋 泥 流 と 確 認 さ れ た 地 点

ご と に 異 な る 名 称 で 呼 ば れ て い る 。 そ の 後 は 仏 岩 火 山 の 活 動 期 で 浅 間 板 鼻 黄 色 軽 石

（As-YP） 降 下 を も た ら し た 。 １ 万 年 前 頃 か ら 前 掛 山 の 活 動 が 始 ま り 、 そ の 噴 火 に よ り

縄 文 時 代 中 期 の 浅 間 D 軽 石 （As-D）、 ４ 世 紀 の 浅 間 C 軽 石 （As-C）、 天 仁 元 （1108） 年

の 浅 間 B 軽 石 （As-B）、 天 明 ３ （1783） 年 の 浅 間 A 軽 石 （As-A） と い う ４ つ の 大 き な テ

フ ラ が も た ら さ れ た 。 こ れ ら は 、 浅 間 山 の 活 動 史 を 如 実 に 物 語 る 証 で あ り 、 群 馬 県

内 の 考 古 年 代 の 指 標 に も な っ て い る 。 そ の 中 で も 天 明 ３ （1783） 年 の 噴 火 は 軽 石 降

下 後 に 襲 っ た 泥 流 （ 鎌 原 火 砕 流 ） に よ り 吾 妻 川 ・ 利 根 川 流 域 沿 い の 町 村 に 甚 大 な 被

害 を も た ら し 、 有 史 以 来 の 記 録 的 火 山 災 害 と し て 知 ら れ て い る 。 こ の 鎌 原 火 砕 流 に

よ っ て 埋 没 し た 嬬 恋 村 の 旧 鎌 原 村 が 昭 和54年 か ら 調 査 さ れ 、 ｢延 命 寺 観 音 堂 の 石 段｣、

｢十 日 ノ 窪｣ な ど 天 明 の 大 噴 火 に お け る 被 災 遺 跡 と し て 注 目 を 集 め た が （51）、 翌 年 に 本

町 で も 山 間 地 域 若 者 定 住 環 境 整 備 モ デ ル 事 業 と し て 陸 上 自 衛 隊 に よ る グ ラ ン ド 造 成

中 に 日 待 供 養 塔 ・ 石 臼 ・ 農 具 な ど が 出 土 し 、 旧 新 井 村 跡 （50） の 痕 跡 が 確 認 さ れ た 。

平 成14年 度 に は 町 立 中 央 小 学 校 の 屋 内 体 育 館 ・ プ ー ル の 新 築 に 伴 っ て 、 当 時 の 分 限

者 小 林 助 右 衛 門 屋 敷 の 一 部 が 発 見 さ れ （31）、 石 垣 ・ 土 蔵 ・ 礎 石 建 物 跡 が 調 査 さ れ て

い る 。 ま た 平 成16年 度 に は 長 野 原 市 街 地 に お け る 下 水 道 工 事 で 建 築 部 材 ・ 薬 缶 ・ 鉄

釜 ・ 石 臼 の 他 、 ｢青 面 金 剛 塔｣ が 泥 流 中 か ら 出 土 し て お り 、 さ ら に 平 成25・28年 度 に

町 道 長 野 原 向 原 線 道 路 整 備 事 業 に 伴 い 、 旧 長 野 原 宿 の ほ ぼ 中 央 に あ っ た 旅 籠 大 津 屋 の

建 物 の 一 部 と 裏 庭 を 検 出 し 、 旧 長 野 原 村 が 壊 滅 的 状 況 で あ っ た 一 端 を 垣 間 見 る 発 見 が

あ っ た （52）。

　 近 年 、 ダ ム 関 連 工 事 に 伴 う 発 掘 調 査 に よ り 、 こ れ ま で 認 識 さ れ て い な か っ た 下

位 ・ 中 位 段 丘 で 泥 流 に 埋 も れ た 遺 跡 が 相 次 い で 発 見 さ れ た 。 そ れ ら を 列 挙 す る と 、 嶋

木 Ⅰ 遺 跡 （24）、 東 貝 瀬 Ⅲ 遺 跡 （23）、 町 遺 跡 （29）、 下 田 遺 跡 （53）、 下 原 遺 跡 、 中 棚

Ⅱ 遺 跡 （54）、 西 宮 遺 跡 （55）、 東 宮 遺 跡 、 石 川 原 遺 跡 、 西 ノ 上 遺 跡 、 川 原 湯 勝 沼 遺 跡 、

横 壁 勝 沼 遺 跡 、 横 壁 中 村 遺 跡 、 西 久 保 Ⅳ 遺 跡 （56）、 尾 坂 遺 跡 、 久 々 戸 遺 跡 な ど が あ

る 。 こ れ ら の 遺 跡 で は 主 と し て 畑 跡 ・ ヤ ッ ク ラ ・ 道 ・ 石 垣 ・ 溝 ・ 井 戸 ・ 覆 屋 構 造 物 な
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ど が 検 出 さ れ た 。 現 時 点 で の 成 果 と し て 天 明 泥 流 に 埋 ま っ た 畑 景 観 の 復 原 や ｢ツ カ｣

や 平 坦 面 か ら 推 定 さ れ る ｢単 位 畑｣ の 構 造 、 さ ら に は 泥 流 と そ の 逆 級 化 構 造 の メ カ ニ

ズ ム な ど に 関 し て 詳 細 な 検 討 が な さ れ て い る 。 ま た 東 宮 遺 跡 、 西 宮 遺 跡 、 尾 坂 遺 跡 、

下 田 遺 跡 な ど で は 民 家 跡 も 検 出 さ れ て い る 。 特 に 東 宮 遺 跡 は 泥 流 に 埋 没 し た 川 原 畑

村 、 石 川 原 遺 跡 は 川 原 湯 村 を 面 的 に 調 査 し た 貴 重 な 発 見 で あ る 。 建 物 跡 の ほ か 畑 ・

道 ・ 溝 ・ 石 垣 ・ 集 石 ・ 土 坑 等 を 検 出 し た 。 通 常 遺 存 し な い 建 築 部 材 や 漆 器 な ど 植 物 遺

存 体 の 検 出 例 が 多 く 、 当 時 の 川 原 畑 村 の 景 観 復 原 は も と よ り 、 近 世 建 築 学 、 民 俗 学 な

ど 多 角 的 な 分 析 に 寄 与 す る 部 分 が 大 き い と 考 え ら れ る 。 さ ら に 隣 接 す る 西 宮 遺 跡 で は

埋 没 畑 と と も に 南 北 方 向 に 復 旧 溝 （ 坑 ） が 検 出 さ れ 、 被 災 後 の 復 旧 の 痕 跡 が 本 町 で は

じ め て 確 認 さ れ た 。

　 ま た 推 定 さ れ る 泥 流 到 達 範 囲 外 で も 該 期 の 遺 構 ・ 遺 物 は 確 認 さ れ て い る 。 林 中 原

Ⅱ 遺 跡 、 上 原 Ⅳ 遺 跡 、 二 反 沢 遺 跡 、 幸 神 遺 跡 、 長 野 原 一 本 松 遺 跡 が 該 当 す る 。 こ の う

ち 上 原 Ⅳ 遺 跡 で は 溝 （ 旧 河 川 流 路 ） を 検 出 し て い る が そ こ か ら 下 駄 や 曲 物 の 底 ・ 農

具 ・ 石 鉢 ・ 陶 磁 器 な ど 生 活 道 具 が 出 土 し て い る 。

勘場木石器時代住居跡

第２図　勘場木石器時代住居跡の位置図（1/2,500）
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年月日 イベント 備　　考

昭和 28 年暮れ 遺跡の発見 塩野要造・新一

昭和 29 年 1 月 竪穴住居１軒を発掘 　　　〃

同年 1 月 23・24 日 現地調査、実測図作成 山崎義男

『群馬県長野原町勘場木　石器時代竪穴住居阯について』 　 〃

同年 1 月 29 日 書面上の勘場木遺跡住居址および遺物の発見日

同年 2 月 1 日 「遺物発見届」提出 町教育長桜井東介→県文化財保護委員事務
局長

同年 2 月 3 日 「遺物発見届」提出 塩野要造→警察署長

同年 2 月 5 日 「保管證」提出（住居址・土器・石器） 塩野要造→県教委教育長黒沢得男

同年 5 月 7 日 「勘場木住居址保存施設費明細書」発行 大津区長黒岩喜四郎→町教委

同年 5 月 11 日 県教委社会教育課岡田氏より手紙、14 日に参上の旨 県教委→町教委

同年 5 月 19 日 県指定史跡申請に向けて、「指定申請委任状」と「管理委任状」を作成 塩野要造→町教育長　塩野要造→町教委

同年 5 月 21 日 「県指定史跡指定申請について」提出 町教育長桜井東介→県教育委員会

同年 11 月 12 日 県教委岡田氏より再度手紙、11 月 25 日までに尾崎氏（群大教授、県文
化財専門委員）に調査依頼をするようにとのこと 県教委→町教委

同年 12 月 28 日 発掘における文化財の措置の書類作成 町教育長桜井東介

昭和 30 年 1 月 14 日 群馬県史跡指定　史第 39 号

同年 3 月 3 日 昭和 29 年 12 月 28 日に提出された書類に基づき、塩野氏に遺物が譲与
された旨の書類 文化財保護委員会→塩野要造

同年３月５日 「郷土史跡めぐり（一）勘場木石器時代住居跡」『長野原分校新聞』創刊
号

同年 5 月 5 日 山崎義男氏、塩野氏宅来訪か。5 月 6 日のはがき、来訪時のお礼（5 月 7
日安中の消印） 山崎→塩野

昭和 44 年 5 月 6 日 測量図「勘場木住居阯（縄文期）」 三洋開発株式会社企画部

昭和 45 年 11 月 16 日
～ 23 日

第７回群馬県移動博物館「郷土の文化財」展へ遺物貸し出し
会場：吾妻信用組合２階大会議室（中之条町伊勢町） 群馬県立博物館

昭和 47 年 12 月 25 日『群馬県吾妻郡長野原町（群馬県史跡指定）勘場木遺跡』 塩野新一

昭和 51 年３月 「勘場木遺跡」『長野原町誌』上巻

昭和 52 年 7 月～
53 年 1 月 「集印メモリーサイクリング」集印箇所に選定される （財）日本サイクリング協会

昭和 52 年 9 月 11 日
「初秋の吾妻渓谷（関東耶馬渓）と浅間火山博物館などに天明の浅間山噴
火のあとをみる。」『関東の史蹟と文化財　第 369 号』
関東史蹟会第 395 回例会にて見学

関東史蹟会

昭和 62 年度 群馬県史に掲載するため、遺物の実測と遺構補足測量を実施。 能登健・桜岡正信

昭和 63 年 3 月 「勘場木遺跡」『群馬県史』資料編１

平成元年 3 月 31 日 「勘場木石器時代住居跡」『長野原町の文化財』 町教委

平成２年度 保存修理事業①　上屋設置工事

平成 3 年 4 月 14 日 上毛新聞記事「外からでも観察 OK  長野原の勘場木住居跡保存用の新覆
屋が完成」

平成 11 年 2 月 1 日 「勘場木石器時代住居跡」『群馬県遺跡大辞典』 上毛新聞社

平成 13 年 「勘場木石器時代住居跡」『群馬県の史跡（原始古代編）』 群馬県教育委員会

平成 16 年 3 月 「石器時代の住居跡」『写真集「大津のあゆみ」』 長野原町公民館大津分館

平成 17 年 1 月 30 日 『群馬の遺跡・2　縄文時代』掲載 上毛新聞社・（財）群馬県埋蔵文化財調査
事業団編

平成 17 年 8 月 30 日 県教委による上屋現況視察 飯島課長・前川副主幹

同年 9 月 5 日 県指定史跡「勘場木石器時代住居跡」の保護策について（案） 県教委文化課

平成 17 年度 保存修理事業②　保存施設改修工事

平成 25 年３月 「勘場木石器時代住居跡」『遺構露出展示に関する調査研究報告書』 奈良文化財研究所文化遺産部遺跡整備研究
室編

平成 29 年 6 月 9 日 県教委による現況視察 小林主幹

平成 30 年度 保存修理事業③－ 1　再調査・測量・遺構保存処理

平成 30 年４月 23 日 「現状変更等許可申請書」・「土地の所在等異動届」提出 町教育長→県教育長

第２表　経緯年表
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年月日 イベント 備　　考

同年 6 月 25 日
「群馬県指定史跡勘場木石器時代住居跡の現状変更等（保存に影響を及ぼ
す行為）の許可」について・「群馬県指定史跡の所有者変更届について」
通知

県教育長・文化財保護課長→町教育長

同年 9 月 3 日 「第 43 回全国遺跡環境整備会議資料集作成にかかるアンケート調査について」回
答

同年 9 月 10 日 県教委による現況視察 小林主幹・今城主事

平成 31 年 1 月８日 「現状変更等終了届について」 町教育長→県教育長

平成 31（令和元）年度 保存修理事業③－ 2　遺物再整理・上屋改修工事（屋根・壁・低反射ガ
ラス交換）

令和２年度 保存修理事業③－ 3　（保存修理事業報告書作成）

  第 ２ 節 　 遺 跡 の 発 見 か ら 群 馬 県 史 跡 指 定

１ 　 遺 跡 の 発 見 と 保 存
　 昭 和28 （1953） 年 の 暮 れ に 土 地 所 有 者 で あ る 塩 野 要 造 氏 と そ の 子 息 新 一 氏 両 氏 が

畑 を 田 圃 に す る た め 開 墾 作 業 中 に 偶 然 完 形 土 器 １ 点 を 発 見 し た の に 興 味 を 覚 え 、 発 掘

を 続 け て い る う ち に 住 居 西 南 部 を 発 見 し た の で 、 な お 続 行 し て 翌 昭 和29 （1954） 年

１ 月 に 竪 穴 住 居 を １ 軒 検 出 し た 。 そ こ で 同 町 教 育 長 桜 井 東 介 氏 が 来 橋 し て 、 県 会 図 書

室 長 萩 原 進 氏 に そ の 旨 を 報 告 し 、 県 文 化 財 専 門 委 員 で あ っ た 山 崎 義 男 氏 が 同 年 １ 月

23・24日 に 現 地 で 大 雪 の な か 遺 跡 ・ 遺 物 を 調 査 す る に 至 っ た 。

   同 年 ２ 月 １ 日 付 け で 「 遺 物 発 見 届 」 が 町 教 育 長 か ら 文 化 財 保 護 委 員 事 務 局 長 あ て 、

同 年 ２ 月 ３ 日 付 け で 「 遺 物 発 見 届 」 が 塩 野 要 造 氏 か ら 長 野 原 警 察 署 長 あ て に 提 出 さ れ

た 。 い ず れ も 書 面 上 の 発 見 日 は 同 年 １ 月29日 と な っ て い る 。 ま た 同 年 ２ 月 ５ 日 付 け

で 「 保 管 証 （ 住 居 址 ・ 土 器 ・ 石 器 ）」 が 塩 野 要 造 氏 か ら 県 教 育 長 あ て に 提 出 さ れ た 。

　 遺 跡 の 保 存 に つ い て は 、 同 年5月 ７ 日 付 け で 「 勘 場 木 住 居 址 保 存 施 設 費 明 細 書 」

（ 第 ３ ・ ４ 図 ） が 当 時 の 大 津 区 長 黒 岩 喜 四 郎 氏 か ら 町 教 育 委 員 会 へ 報 告 さ れ て い る こ

と か ら 、 発 見 か ら ま も な く し て 保 存 の 方 針 が 決 め ら れ て い た こ と が 理 解 で き る 。 ま た

明 細 書 の 内 訳 を み る と 、 保 存 施 設 の 建 設 費36,466円 と あ り 、 同 年 町 一 般 会 計 に 同 額 が

計 上 さ れ て い る こ と か ら 、 建 設 費 に 町 費 が 充 て ら れ た と い う こ と で あ る 。 こ の 明 細 書

か ら 農 閑 期 を 利 用 し て 地 元 の 労 働 奉 仕 も 加 わ り 初 代 保 存 施 設 が 設 置 さ れ た こ と が 明 ら

か に な っ た 。 寄 付 も 地 元 大 津 村 だ け で な く 、 隣 の 羽 根 尾 村 か ら も さ れ て お り 、 当 時 の

地 元 の 盛 り 上 が り が 想 像 さ れ る 。

　 ２ 　 群 馬 県 史 跡 指 定 に 至 る 経 緯
　 勘 場 木 石 器 時 代 住 居 跡 の 経 緯 年 表 を 第 ２ 表 に 示 す 。

　 発 見 か ら 県 史 跡 指 定 ま で は 約 １ 年 間 で あ っ た 。 こ の １ 年 間 に ど の よ う な 動 き が あ っ

た の か を 当 時 の 綴 り か ら 書 類 を 通 し て 見 て み る こ と に す る 。

　 ま ず 「 群 馬 県 指 定 文 化 財 の 申 請 に つ い て 」（ 第 ５ 図 ） に 申 請 に 向 け た 注 意 事 項 が ５

点 記 さ れ て い る 。

　 １ ． 群 馬 県 指 定 文 化 財 の 申 請 は 群 馬 県 文 化 財 保 護 条 例 （ 昭 和27年 条 例 第54号 ） 及

　 　 　 び 群 馬 県 文 化 財 保 護 条 例 施 行 規 則 に よ る こ と 。
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勘 場 木 住 居 址 保 存 施 設 費 明 細 書

一 金 八 仟 八 百 拾 四 圓 也　　　　　　　　　 用 材 六 石 七 斗 八 升 代 石 当 一 、 三 〇 〇 円

長 サ 末 口 石 高

地 幅 栗 材 一 〇 尺 五 寸 八 丁 二 石

ケ タ 桧 杉 材 一 〇 尺 四 寸 八 丁 一 石 二 斗 八 升

柱 桧 杉 材 一 三 尺 三 - 五 寸 四 丁 六 斗 二 升 四 合

ハ リ 桧 杉 材 一 二 尺 三 - 五 寸 六 丁 八 斗 六 升 四 合

ハ リ カ ラ マ ツ 二 二 尺 三 - 五 寸 一 丁 二 斗 六 升 四 合

サ ス 杉 桧 材 一 二 尺 三 - 五 寸 四 丁 五 斗 七 升 六 合

サ ス 杉 桧 材 一 二 尺 三 寸 四 丁 四 斗 三 升 二 合

ヤ ナ カ カ ラ マ ツ 杉 材 八 尺 三 寸 八 丁 五 斗 七 升 六 合

ヤ ナ カ カ ラ マ ツ 杉 材 六 尺 三 寸 八 丁 一 斗 七 升 二 合

内 訳

一 金 七 、 八 一 二 円　　　

一 金 弐 百 圓 也 屋 根 下 地 用 松 細 木 六 十 本 代

一 金 四 仟 五 百 円 也 大 工 十 一 人 釘 四 百 匁 代

一 金 伍 仟 伍 百 弐 拾 圓 也 建 具 七 枚

（ 腰 高 ガ ラ ス 戸 一 枚 ・ 中 窓 並 巾 ガ ラ ス 戸 一 枚

中 窓 巾 広 ガ ラ ス 戸 四 枚 ・ 金 具 一 揃 ） 代

一 金 弐 仟 五 百 圓 也 屋 根 職 手 間 五 人 代

一 金 壱 仟 五 百 圓 也 セ メ ン ト 三 袋 代

一 金 壱 仟 四 百 圓 也 萱 七 駄 購 入 代 （ 一 駄 二 百 円 ）

一 金 四 百 八 拾 圓 也 麦 稈
わ ら

八 駄 購 入 代 （ 一 駄 六 十 圓 ）

一 金 八 百 円 也 萱 七 駄 運 價 代 （ 古 森 よ り の 馬 力 代 ）

一 金 弐 仟 壱 百 圓 也 諸 材 料 運 價 （ 石 、 カ ヤ 、 其 の 他 の 自 動 車 價 ）

一 金 八 百 四 拾 圓 也 屋 根 ふ き 用 縄 七 玉 代 （ 単 価 一 二 〇 円 ）

計 参 万 六 仟 四 百 六 拾 六 圓 也

労 働 奉 仕 及 諸 材 料 の 寄 付

末 口 … 丸 太 の 太 さ を 表 す 用 語 、 片 方 が 細 い 丸 太 の 細 い 方 の 直 径

駄 … 馬 一 頭 に 背 負 わ せ る 荷 物 の 重 量 の 単 位 約 １ ３ ５ ㎏

グ リ … 裏 込 め 石 の こ と

叺 … カ マ ス 、 筵 で 作 っ た 袋 、 土 嚢 の 先 祖

最 後 の 合 計 は 五 万 八 仟 五 百 六 拾 六 圓 の 間 違 い で あ る 。

一 、 大 津 役 員 有 志 労 力 奉 仕 一 日 づ つ 二 十 七 人 六 仟 七 百 五 拾 圓 也 一 人 二 五 〇 円

一 、 地 元 の 勘 場 木 二 軒 屋 部 落 労 力 奉 仕 一 戸 一 人 計 二 十 人 五 仟 圓 也

一 、 塩 野 要 蔵 氏 労 力 奉 仕 十 三 人 参 仟 弐 百 五 拾 圓 也

一 、 大 津 部 落 民 寄 附 萱 百 八 束 五 仟 四 百 圓 也 （ 一 束 五 〇 円 ）

一 、 羽 根 尾 村 寄 附 玉 石 弐 百 個 グ リ 十 叺 七 百 圓 也 （ 一 ケ 三 円 、 一 叺 十 円 ）

一 、 麻 ガ ラ 二 十 五 束 大 津 村 寄 附 壱 仟 圓 也 （ 一 束 四 〇 円 ）

見 積 金 合 計 弐 万 弐 仟 壱 百 圓 也

　　 右 の 通 り で す か ら 御 報 告 い た し ま す

　　 昭 和 二 十 九 年 五 月 七 日

　　 合 計 六 万 八 仟 五 百 六 拾 六 圓 　　 大 津 区 長 黒 岩 喜 四 郎

長 野 原 町 教 育 委 員 会 御 中
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第５図　「群馬県指定文化財の申請について」

　 ２ ． 指 定 申 請 物 件 に つ い て は 群 馬 県 文 化 財 専 門 委 員 で そ の 物 件 を 担 当 す る 方 二 人 以

　 　 　 上 に 調 査 し て い た だ く こ と を 本 体 と す る が 事 情 に よ っ て 一 人 で も や む を 得 な い

　 　 　（ 例 え ば 杉 ・ 松 ・ 欅 の 巨 木 の よ う に 県 と し て 指 定 基 準 の 判 断 し て い る も の 又 は

　 　 　 へ き 地 に 所 在 す る も の 等 ）。 こ れ に 対 す る 旅 費 日 当 は 申 請 者 に お い て 負 担 す る

　 　 　 こ と 。

　 ３ ． 指 定 申 請 書 の 記 載 内 容 に つ い て は よ く 事 務 局 と 連 絡 す る こ と 。

　 ４ ． 個 人 所 有 の 史 跡 、 名 勝 、 天 然 記 念 物 に つ い て も 市 町 村 の 管 理 （ 指 定 後 ） に し て

　 　 　 い た だ く 必 要 が あ る の で 指 定 地 籍 及 建 物 の 固 定 資 産 税 免 除 に つ い て の 態 度 を き

　 　 　 め て お く こ と 。

　 ５ ． 指 定 申 請 書 が 提 出 さ れ 申 請 物 件 に 対 し て 二 人 以 上 の 委 員 か ら 調 査 の 結 果 が 報 告

　 　 　 さ れ た 後 に 事 務 局 文 化 財 担 当 者 が 調 査 に 行 く こ と に な っ て い る 。 　

　 指 定 に 向 け て の 動 き 出 し は 、 昭 和29 （1954） 年 ５ 月11日 付 け の 県 教 委 社 会 教 育 課

の 岡 田 氏 か ら の 手 紙 で あ ろ う 。 同 年 ５ 月14日 に 来 町 す る 旨 が 記 さ れ て お り 、 上 述 の

注 意 事 項 ３ な い し ５ に 基 づ き 、 現 地 調 査 な ら び に 申 請 書 作 成 に 関 す る 指 導 が な さ れ

た と 考 え ら れ る 。 岡 田 氏 の 来 町 の 後 、 県 指 定 史 跡 申 請 に 向 け て 同 年 ５ 月19日 付 け で

塩 野 要 造 氏 か ら 町 教 育 長 宛 て の 「 指 定 申 請 委 任 状 」（ 第 ９ 図 ） と 同 じ く 町 教 委 宛 て の

「 管 理 委 任 状 」（ 第10図 ） が 作 成 さ れ 、 同 年 ５ 月21日 付 け で 「 県 指 定 史 跡 指 定 申 請 書

に つ い て 」（ 第 ６ 図 ） が 町 教 育 長 か ら 県 教 育 委 員 会 宛 て に 作 成 ・ 提 出 さ れ て い る 。 申
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第６図　「史跡指定申請について」

第７図　「地籍図」（添付書類①）
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第８図　「住居跡の見取図」（添付書類②）

第９図　「指定申請委任状」（添付書類③） 第 10 図　「管理委任状」（添付書類④）
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第 11 図　「発掘後における埋蔵文化財の措置」

第 12 図　「群馬県指定文化財の指定書の送付について」　（左：県→町　右：町→所有者）
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第 13 図　「指定通知書」（上：表書　下：裏書）
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請 書 に は 前 出 の 委 任 状 の 他 に 、 地 籍 図 （ 第 ７ 図 ） と 見 取 図 （ 第 ８ 図 ） が 添 付 さ れ て い

る 。 そ の 後 同 年11月12日 付 け で 県 教 委 岡 田 氏 か ら 町 教 育 長 宛 に 「11月25日 ま で に 群

馬 大 学 の 尾 崎 教 授 （ 県 文 化 財 専 門 委 員 ） に 調 査 依 頼 を す る よ う に 」 と の 旨 の 手 紙 が 来

て い る 。 こ れ は 先 述 し た 注 意 事 項 ２ な い し ５ に 基 づ い て の も の と 考 え ら れ る 。 こ の こ

と に 関 し て 尾 崎 教 授 へ 依 頼 し て 実 際 に 本 住 居 跡 へ 足 を 運 ん だ の か 否 か は 文 書 が 残 さ れ

て い な い 。 同 年12月28日 付 け で 「 発 掘 後 に お け る 埋 蔵 文 化 財 の 措 置 」（ 第11図 ） が 提

出 さ れ た 。 こ こ に は 「 管 理 施 設 の 名 称 　 勘 場 木 石 器 時 代 住 居 跡 覆 屋 」、「 藁 葺 黒 木 造 り

　 八 角 平 家 建 　 十 三 坪 」 と 記 さ れ て お り 、 こ の 時 点 で 保 存 施 設 は 完 成 し て い る こ と が

理 解 さ れ る 。 こ の 書 類 に 対 し て は 、 昭 和30 （1955） 年 ３ 月 ３ 日 付 け 、 地 文 記 第113号

に て 文 化 財 保 護 委 員 会 委 員 長 か ら 塩 野 要 造 氏 宛 に 「 埋 蔵 文 化 財 の 譲 与 に つ い て 」（ 第

14図 ） が 通 知 さ れ て い る 。

　 本 住 居 跡 は 同 年 １ 月14日 付 け の 県 報 告 示 で 群 馬 県 指 定 史 跡 に 指 定 さ れ た 。 そ の

「 指 定 通 知 書 」（ 第13図 ） は 同 年 １ 月21日 付 け 、 社 第13号 「 群 馬 県 指 定 文 化 財 の 指 定

書 の 送 付 に つ い て 」（ 第12図 ） で 町 教 委 を 通 し て 所 有 者 で あ る 塩 野 要 造 氏 へ 出 さ れ て

い る 。

　 ま た 指 定 か ら ま も な く の 同 年 ３ 月 ５ 日 に 発 行 さ れ た 『 長 野 原 分 校 新 聞 』 創 刊 号 （ 第

15図 ） に お い て も 本 住 居 跡 が １ 面 に わ た っ て 掲 載 さ れ て い る 。 文 章 は 山 﨑 氏 の 報 文

を 引 用 し て い る が 、 当 時 の 保 存 施 設 の 外 観 や 出 土 遺 物 の 貴 重 な 写 真 が 掲 載 さ れ て い

る 。

第 14 図　「埋蔵文化財の譲与について」
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第 15 図　「郷土史跡めぐり（一）勘場木石器時代住居跡」『長野原分校新聞』創刊号
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140．（財）群埋文・国交省　2010　『横壁中村遺跡（11）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 34 集
141．（財）群埋文・国交省　2010　『東原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 35 集
142．（財）群埋文・国交省　2011　『東宮遺跡（１）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 36 集
143．（財）群埋文・国交省　2012　『横壁中村遺跡（12）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 37 集
144．（財）群埋文・国交省　2012　『東宮遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 38 集
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145．（財）群埋文・国交省　2012　『楡木Ⅰ遺跡 / 上原Ⅳ遺跡（２）/ 西久保Ⅳ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　　　　　　　　　　　　　　第 39 集

146．（財）群埋文・国交省　2013　『長野原一本松遺跡（６）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 40 集
147．（公財）群埋文・国交省　2013　『横壁中村遺跡（13）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 41 集
148．（公財）群埋文・国交省　2014　『長野原一本松遺跡（７）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 42 集
149．（公財）群埋文・国交省　2014　『林中原Ⅰ遺跡・長野原城』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 43 集
150．（公財）群埋文・国交省　2014　『横壁中村遺跡（14）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 44 集
151．（公財）群埋文・国交省　2015　『町遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 45 集
152．（公財）群埋文・国交省　2015　『上原Ⅰ遺跡・上原Ⅲ遺跡・林宮原遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　

　　　　　　　　　　　　　　　第 46 集
153．（公財）群埋文・国交省　2016　『林中原Ⅱ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 47 集
154．（公財）群埋文・国交省　2016　『尾坂遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 48 集
155．（公財）群埋文・国交省　2017　『上ノ平Ⅰ遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 49 集
156．（公財）群埋文・国交省　2017　『上原Ⅲ遺跡（２）・久々戸遺跡（３）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　

　　　　　　　　　　　　　　　第 50 集
157．（公財）群埋文・国交省　2017　『東宮遺跡（３）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 51 集
158．（公財）群埋文・国交省　2017　『下田遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 52 集
159．（公財）群埋文・国交省　2018　『東宮遺跡（４）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 53 集
160．（公財）群埋文・国交省　2018　『西宮遺跡（１）・西宮岩陰』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 54 集
161．（公財）群埋文・国交省　2018　『上ノ平Ⅰ遺跡（３）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 55 集
162．（公財）群埋文・国交省　2018　『尾坂遺跡（３）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 56 集
163．（公財）群埋文・国交省　2018　『川原湯中原Ⅲ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 57 集
164．（公財）群埋文・国交省　2018　『石川原遺跡（１）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 58 集
165．（公財）群埋文・国交省　2018　『下湯原遺跡（１）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 59 集
166．（公財）群埋文・国交省　2018　『林中原Ⅱ遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 60 集
167．（公財）群埋文・国交省　2019　『下原遺跡Ⅲ』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 61 集
168．（公財）群埋文・国交省　2019　『中棚Ⅰ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 62 集
169．（公財）群埋文・国交省　2019　『林中原Ⅱ遺跡（３）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 63 集
170．（公財）群埋文・国交省　2019　『西ノ上遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 64 集
171．（公財）群埋文・国交省　2019　『西久保Ⅰ遺跡（２）・西久保Ⅴ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　

　　　　　　　　　　　　　　　第 65 集
172．（公財）群埋文・国交省　2019　『川原湯勝沼遺跡（３）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 66 集
173．（公財）群埋文・国交省　2020　『三平Ⅰ遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 67 集
174．（公財）群埋文・国交省　2020　『下田遺跡（３）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 68 集
175. （公財）群埋文・国交省　2020　『下湯原遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 69 集
176. （公財）群埋文・国交省　2020　『林宮原遺跡（２）・林中原Ⅰ遺跡（２）・中棚Ⅱ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発

　　　　　　　　　　　　　　　掘調査報告書　第 70 集
177. （財）群埋文　1998　『長野原久々戸遺跡　県道長野原草津口停車場線道路（橋梁）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』（財）群埋

　　　　　　　　　　文調査報告書　第 240 集
178. 群馬県・（公財）群埋文　2012　『尾坂遺跡　社会資本整備総合交付金事業（活力創出基盤整備）長野原草津口駅舎整備に伴う埋蔵文化

　　　　　　　　　　　　　　　財発掘調査報告書』（公財）群埋文調査報告書　第 546 集
179. 國學院大學文学部考古学研究室　2017　『群馬県吾妻郡長野原町居家以岩陰遺跡　2014 年度発掘調査報告書』國學院大學文学部考古

　　　　　　　　　　　　　　　　　　学実習報告　第 53 集
180. 國學院大學文学部考古学研究室　2015-2019　現地説明会資料『居家以岩陰遺跡発掘調査（第２次～第６次調査）』
181. 谷口康浩　2019　「群馬県居家以岩陰遺跡における縄文早期人骨の発掘調査」『日本考古学協会第 85 回総会　研究発表要旨』
182. 近藤　修　2019　「居家以岩陰遺跡出土の縄文早期人骨（予報）」『日本考古学協会第 85 回総会　研究発表要旨』
183. 米田　穣　2019　「居家以岩陰遺跡の縄文早期人骨における同位体分析」『日本考古学協会第 85 回総会　研究発表要旨』
184. 植田信太郎・水野文月　2019　「ミトコンドリア DNA からみた居家以岩陰遺跡出土人骨の遺伝的系統」『日本考古学協会第 85 回総会

　　　　　　　　　　　　　　研究発表要旨』
185．（財）群埋文　1995　『年報 14』
186．（財）群埋文　1996　『年報 15』
187．（財）群埋文　1997　『年報 16』
188．（財）群埋文　1998　『年報 17』
189．（財）群埋文　1999　『年報 18』
190．（財）群埋文　2000　『年報 19』
191．（財）群埋文　2001　『年報 20』
192．（財）群埋文　2002　『年報 21』
193．（財）群埋文　2003　『年報 22』
194．（財）群埋文　2004　『年報 23』
195．（財）群埋文　2005　『年報 24』
196．（財）群埋文　2006　『年報 25』
197．（財）群埋文　2007　『年報 26』
198．（財）群埋文　2008　『年報 27』
199．（財）群埋文　2009　『年報 28』
200．（財）群埋文　2010　『年報 29』
201．（公財）群埋文　2013　『年報 32』
202．（公財）群埋文　2014　『年報 33』
203．（公財）群埋文　2015　『年報 34』
204．（公財）群埋文　2016　『年報 35』
205．（公財）群埋文　2017　『年報 36』
206．（公財）群埋文　2018　『年報 37』
207．（公財）群埋文　2019　『年報 38』
208．（公財）群埋文　2020　『年報 39』
209．（財）群埋文　1995　『遺跡は今　第１号』
210．（財）群埋文　1996　『遺跡は今　第２号』
211．（財）群埋文　1996　『遺跡は今　第３号』
212．（財）群埋文　1997　『遺跡は今　第４号』
213．（財）群埋文　1997　『遺跡は今　第５号』
214．（財）群埋文　1998　『遺跡は今　第６号』
215．（財）群埋文　1999　『遺跡は今　第７号』
216．（財）群埋文　2000　『遺跡は今　第８号』
217．（財）群埋文　2000　『遺跡は今　第９号』
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218．（財）群埋文　2000　『遺跡は今　第 10 号』
219．（財）群埋文　2002　『遺跡は今　第 11 号』
220．（財）群埋文　2003　『遺跡は今　第 12 号』
221．（財）群埋文　2004　『遺跡は今　第 13 号』
222．（財）群埋文　2006　『遺跡は今　第 14 号』
223．（財）群埋文　2007　『遺跡は今　第 15 号』
224．（財）群埋文　2008　『遺跡は今　第 16 号』
225．（財）群埋文　2009　『遺跡は今　第 17 号』
226．（財）群埋文　2010　『遺跡は今　第 18 号』
227．（財）群埋文　2011　『遺跡は今　第 19 号』
228．（財）群埋文　2012　『遺跡は今　第 20 号』
229．（財）群埋文　2013　『遺跡は今　第 21 号』
230．（財）群埋文　2014　『遺跡は今　第 22 号』
231．（財）群埋文　2015　『遺跡は今　第 23 号』
232．（財）群埋文　2016　『遺跡は今　第 24 号』
233．（財）群埋文　2017　『遺跡は今　第 25 号』
234．（財）群埋文　2018　『遺跡は今　第 26 号』
235．（財）群埋文　2019　『遺跡は今　第 27 号』
236． 篠原正洋　2008　「天明泥流に呑まれた屋敷の謎―長野原町東宮遺跡―」『埋文群馬 47』（公財）群埋文
237． 飯田陽一　2012　「東宮遺跡―八ッ場で発掘された江戸時代―」『埋文群馬 56』（公財）群埋文
238． 岩崎泰一・中沢　悟　2015　「東宮遺跡・西宮遺跡―姿を現した江戸時代の川原畑村―」『埋文群馬 59』（公財）群埋文
239． 齋藤利昭・麻生敏隆　2015　「石川原遺跡―見えてきた上湯原の歴史―『埋文群馬 60』（公財）群埋文
240． 中沢　悟　2016　「下湯原遺跡―天明泥流下から発見された江戸時代の川原湯村―」『埋文群馬 61』（公財）群埋文
241． 関　俊明・小林茂夫　2016　「久々戸遺跡―天明泥流下の畑跡下に眠っていた縄文時代の敷石住居跡―」『埋文群馬 61』（公財）群埋文
242． 山口逸弘　2016　「林中原Ⅱ遺跡―縄文時代中期～後期の環状集落―」『埋文群馬 61』（公財）群埋文
243． 石坂　聡・飛田野正佳　2017　「東宮遺跡―姿を現した江戸時代以前の東宮集落―」『埋文群馬 62』（公財）群埋文
244． 宮下　寛・石田　真・関　明愛・飯田陽一　2018　「西宮遺跡―江戸時代の建物跡　建築部材の発見と機織り具―」『埋文群馬 63』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公財）群埋文
245．（公財）群埋文　2015　平成 27 年度調査遺跡発表会『東宮遺跡・西宮遺跡の調査』
246．（公財）群埋文　2016　平成 28 年度調査遺跡発表会『長野原町石川原遺跡の調査』
247．（公財）群埋文・長野原町教育委員会　2018　平成 30 年度調査遺跡発表会『発掘された八ッ場の軌跡』
248．（公財）群埋文　2012　平成 24 年度最新情報展　第１期『東宮遺跡～八ッ場で発掘された江戸時代』
249. （公財）群埋文　2016　平成 28 年度最新情報展　第１期『吾妻地域の縄文文化　古代人の心』
250. （公財）群埋文　2017　平成 29 年度最新情報展　第１期『よみがえった江戸時代の村―天明三年浅間泥流下の発掘調査から』　
251. （公財）群埋文　2018　平成 29 年度最新情報展　第３期『一万年つづく粉食文化―縄文クッキーからおっきりこみまで―』
252. （公財）群埋文　2019　平成 30 年度最新情報展　第３期『古代の装身具』
253. （公財）群埋文　2019　令和元年度最新情報展　第１期『八ッ場の縄文時代』
254. （公財）群埋文　2019　令和元年度最新情報展　第２期『江戸時代の天明泥流に被災した村』
255. 松島榮治　2010　埋蔵文化財講座『天明三年の地域社会―鎌原の発掘から八ッ場ダムまで―』
256. 黒澤照弘　2014　埋蔵文化財講座『天明の浅間山噴火―その時、東宮遺跡の人々はどうしたか―』
257. 山口逸弘　2016　埋蔵文化財講座『久々戸遺跡検出の敷石住居』
258. 飯森康広　2016　埋蔵文化財講座『発掘された群馬の城』
259. 関　俊明　2016　埋蔵文化財講座『江戸民家―天明三年の浅間焼け前日の風景―』
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第２章　保存修理事業

　 第 １ 節    概 　 要

　 こ れ ま で 実 施 し た 保 存 修 理 事 業 一 覧 を 第 ３ 表 に 示 す 。 前 述 し た よ う に 発 見 か ら ま も

な く し て 保 存 の 方 針 が 決 め ら れ て お り 、 農 閑 期 を 利 用 し て 地 元 の 労 働 奉 仕 と 寄 付 も 加

わ り 、町 単 費 で 初 代 保 存 施 設 が 昭 和 29（1954）年 に 設 置 さ れ た こ と が 明 ら か に な っ た 。

茅 葺 屋 根 ・ 板 塀 の 八 角 形 の 覆 屋 で 、 長 い 間 、 町 民 に 親 し ま れ て き た が 、 老 朽 化 と 周 辺

の 保 存 施 設 を 参 考 に し て 年 号 が 変 わ っ た 平 成 ２ 年 度 に コ ン ク リ ー ト 基 礎 ・ ト タ ン 葺 の

屋 根 へ と 生 ま れ 変 わ っ た 。 平 成 17 年 度 に は 内 部 環 境 の 向 上 を 目 的 に 換 気 設 備 の 増 設

を し 、 平 成 30 年 度 ～ 令 和 ２ 年 度 に は 遺 構 面 そ の も の の 保 存 処 理 を す る に 至 っ て い る 。

平成 2 年度 平成 17 年度 平成 30 年度 平成 31（令和元）年度 令和２年度 総　　　計

町負担金（補助） 1,670 250 2,819 926 540 6,205 

県費補助金 1,670 250 2,819 926 540 6,205

補助事業費計 3,340 500 5,638 1852 1,080 12,410

町負担金（単費） 0 13 2 10 4 29

合　　　　　計 3,340 513 5,640 1,862 1,084 12,439

概　　　　　要 上屋設置工事 上屋改修工事
再調査、測量、遺
構保存処理

再 整 理・ 上 屋 改 修
工事（屋根・下地・
壁 の 修 繕、 低 反 射
ガラス交換）

保存修理報告書作
成　（数字は予定）

単位：千円

　 第 ２ 節 　 平 成 2 年 度 事 業 （保 存 修 理 事 業 ①）

１ 　 経 緯 と 目 的
　 昭 和29（1954） 年 に 設 置 し た 上 屋 は 古 く な り 、 茅 葺 の 屋 根 は 一 部 破 損 が ひ ど く な っ

て 美 観 を 損 ね る 上 、 雨 漏 り も あ り 、 泥 水 が 遺 構 の 中 に 流 入 し て き て い る 。 ま た 標 柱 が

な く 、 説 明 版 も 古 く な っ て お り 、 一 括 し て 整 備 を 実 施 し て 遺 跡 の 保 存 に つ な げ て い く

こ と を 目 的 と す る 。 既 設 の 上 屋 を 取 り 壊 し て 基 礎 工 事 ・ 上 屋 の 新 築 ・ 外 構 工 事 ・ 標 柱

等 の 設 置 を 実 施 す る 。

２ 　 実 施 期 間
　 　 着 手 　 平 成 ２ （1990） 年10月26日 　 　 　 　 完 了 　 平 成 ３ （1991） 年 １ 月25日

第３表　保存修理事業一覧
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第 16 図　［平成 2 年度事業］上屋平面図・立面図
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第 17 図　［平成 2 年度事業］上屋断面図

３ 　 事 業 内 容
　 　（ １ ） 上 屋 改 修 工 事 （ 第16～18図 ／ 写 真 １ ─ １ ～1 ─ 30）

茅 葺 板 塀 の 上 屋 を 解 体 し 、 カ ラ ー ト タ ン 葺 鉄 骨 造 の 上 屋 を 新 築 し た 。 そ の 際 、 建 物

規 模 に つ い て は 、 古 い 上 屋 を 踏 襲 し 、 工 法 は 耐 久 性 を 考 慮 す る と と も に 、 内 部 の 採 光

を 考 え 、 側 壁 は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 布 基 礎 と 軽 　 量 鉄 骨 造 、 窓 に は ア ル ミ サ ッ シ を 取 り

入 れ 、 屋 根 に は 覆 屋 根 の カ ラ ー ト タ ン 葺 き と し た 。 ま た 見 学 者 用 に 石 の 標 柱 及 び 説 明

板 を 設 置 し 、 建 物 の 周 り に は 砕 石 基 礎 の 上 に 玉 砂 利 を 敷 き 、 水 田 と の 境 界 部 に は 擬 木

丸 太 を 使 用 し た 。
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第 18 図　［平成２年度事業］標柱・解説板立面図

写真１─１．着工前状況

写真１─３．基礎工　ベースコンクリート　鉄筋 写真 1 ─４．基礎工　鉄筋　

写真１─２．土工　人力床掘
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写真 1 ─５．基礎工　内側型枠

写真１─７．解体工　覆屋根解体片付 写真 1 ─８．仮設工　遺構養生

写真 1 ─６．基礎工　型枠組込

写真１─９．基礎工　基礎出来形①

写真 1 ─ 11．外構工　擬木柵取付 写真 1 ─ 12．外構工　砕石厚出来形　

写真 1 ─ 10．基礎工　基礎出来形②
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写真１─ 13．外構工　コンクリート打設出来形

写真１─ 15．鉄骨工　建方② 写真１─ 16．屋根工　フェルト張

写真１─ 14．鉄骨工　建方①

写真１─ 17．屋根工　長尺平葺き

写真１─ 19．木工事　羽目枠取付 写真１─ 20．塗装工　内部天井出来形　

写真１─ 18．木工事　屋根下地
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写真１─ 21．塗装工　内部塗装出来形

写真１─ 23．外構工　玉砂利敷出来形① 写真１─ 24．外構工　玉砂利敷出来形②

写真１─ 22．塗装工　外部塗装出来形

写真１─ 25．完成　標柱 写真１─ 26．完成　説明板　
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　 本 事 業 実 施 に よ り 、 コ ン ク リ ー ト 基 礎 ・ 鉄 骨 造 ・ ト タ ン 屋 根 の 堅 固 な 上 屋 と な っ

た 。 遺 構 内 へ 泥 水 が 入 り 込 む こ と も な く な り 、 見 学 者 が 外 か ら 見 学 し 易 く な っ た が 、

内 部 の 湿 気 は 依 然 高 い ま ま で あ っ た 。

写真１─ 27．完成　遺構復旧① 写真１─ 28．完成　遺跡復旧②

写真１─ 29．完成　全景① 写真１─ 30．完成　全景②
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　　第３節    平成17年度事業（保存修理事業②）

１ 　 経 緯 と 目 的
　 県 文 化 財 パ ト ロ ー ル で 「 異 常 あ り 」 の 指 摘 を 受 け た こ と か ら 、 平 成17（2005） 年 ８

月30日 に 県 文 化 課 と 町 教 委 の ２ 者 で 現 地 視 察 と 今 後 の 措 置 に 関 し て 協 議 し た 。 本 住

居 跡 に 関 し て は 、 数 年 来 、「 保 存 方 法 に つ い て 改 善 す る 必 要 が あ る 」 と 県 の ア ン ケ ー

ト 等 で 回 答 し て き た が 、 今 回 の パ ト ロ ー ル で 上 屋 内 部 の ベ ニ ヤ 材 が 剥 落 し そ う に な っ

て き て い る の が 見 つ か り 、 県 側 も 現 況 把 握 に 来 る こ と に な っ た 。 昭 和30 （1955） 年

の 県 指 定 、 以 来 茅 葺 屋 根 と 板 塀 の 上 屋 か ら 平 成 ３ （1991） 年 １ 月 に 基 礎 工 事 、 上 屋

の 新 築 、 外 構 工 事 、 標 柱 等 の 設 置 を 実 施 し て 現 在 に 至 っ て い る 。 視 察 で の 所 見 は 以 下

の 通 り で あ る 。

　 　 ① 指 定 が 古 く 、 発 見 当 時 に 保 存 処 置 等 の 技 術 が な か っ た 。

　 　 ② 周 辺 環 境 が 水 田 で あ り 、 常 に 湿 度 が 高 い 状 態 で あ る 。 夏 は 結 露 、 冬 は 霜 柱 。

　 　 ③ 竪 穴 式 住 居 と い う 性 質 上 、 関 東 ロ ー ム 層 の 劣 化 が 激 し い 。 以 前 か ら 清 掃 ・ 草 む

　 　 　 し り を 行 っ て き た 結 果 、 発 見 当 時 の 状 態 （ 形 態 ） と は や や か け 離 れ て い る 。 特

　 　 　 に 柱 穴 。

　 　 ④ 上 記 の 現 況 を 踏 ま え た 上 で 、 ま ず 第 一 に 高 湿 度 を 解 消 す る 手 だ て が 必 要 で あ 　

　 　 　 る 。 換 気 枠 （ 手 動 ） の 設 置 と 剥 落 し そ う な ベ ニ ヤ 材 の 補 修 が 急 務 。

　 　 ⑤ 第 二 に 本 住 居 跡 を 後 世 に つ た え る べ く 、 現 状 維 持 す る に は ど う す る か と い う 問

　 　 　 題 。 展 示 方 法 や 保 存 方 法 を 総 合 的 に 捉 え て 、 処 置 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。

　 現 状 の 遺 構 面 保 護 と 劣 化 の 進 行 を 防 ぐ こ と を 目 的 と し て 、 上 記 ④ に 関 し て は 、 町 側

で 費 用 な ど を 調 べ て 、 当 該 年 度 で 県 補 助 を 使 っ て 処 置 す る こ と に な っ た 。

２ 　 実 施 期 間
　 　 着 手 　 平 成18 （2006） 年 ３ 月 ６ 日 　 　 　 　 完 了 　 平 成18 （2006） 年 ３ 月20日

120

160

第 19 図　［平成 17 年度事業］軒換気概要図
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第 20 図　［平成 17 年度事業］上屋立面図・平断面図（換気穴設置箇所）

面戸部

ドア部

腰部
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３ 　 事 業 内 容
　 　（ １ ） 上 屋 改 修 工 事 （ 第19・20図 ／ 写 真 ２ ─ １ ～ ２ ─ 11）

現 状 で 換 気 設 備 は あ る が 、 上 屋 内 に 籠 も る 湿 気 を さ ら に 効 率 よ く 換 気 す る た め に 換

気 設 備 の 増 設 （ 腰 部 分 ４ 箇 所 ・ 面 戸 部 分 ４ 箇 所 ・ ド ア 部 分 １ 箇 所 ） と 屋 根 の 棟 換 気 を

設 置 し た 。 ま た 足 場 を 組 ん で 、 剥 が れ か け て い る 屋 根 下 地 の ベ ニ ヤ の 補 修 を し 、 内 部

鉄 骨 に 錆 止 め 塗 装 を 実 施 し た 。

写真２─１．着工前　棟部　

写真２─３．着工前　腰部 写真２─４．完成　腰部換気穴　

写真２─２．完成　棟部換気穴

写真２─５．完成　面戸部換気穴 写真２─６．面戸部・腰部・ドア換気穴
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写真２─７．棟部切取① 写真２─８．棟部切取②

写真２─９．棟換気取付①　 写真２─ 10．棟換気取付②

写真２─ 11．完成　全景
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第 ４ 節 　 平 成 30 年 度 事 業 （保 存 修 理 事 業 ③ ─ １）

   １ 　 経 緯 と 目 的

　 平 成29（2017） 年 ５ 月 の 県 文 化 財 パ ト ロ ー ル で 「 異 常 あ り 」 と 指 摘 さ れ た こ と を 受

け 、 同 年 ５ 月30日 に 吾 妻 教 育 事 務 所 ・ 吾 妻 西 部 パ ト ロ ー ル 員 ・ 町 教 委 の ３ 者 、 そ の

後 同 年 ６ 月 ９ 日 に 県 文 化 財 保 護 課 ・ 吾 妻 西 部 パ ト ロ ー ル 員 ・ 地 権 者 ・ 町 教 委 の ４ 者 で

現 地 視 察 を 実 施 し 、 今 後 の 措 置 に 関 し て 協 議 し た 。 そ の 結 果 、 平 成17年 度 の 上 屋 改

修 に よ り 通 気 性 が 向 上 し た が 、 半 露 出 展 示 で あ る こ と に 変 わ り な く 、 遺 構 面 の 保 護 と

い う 観 点 か ら は 抜 本 的 な 対 策 と な っ て い な い 。 冬 期 間 の 霜 柱 で 遺 構 表 面 が 劣 化 し 、 遺

構 表 面 に は コ ケ や 雑 草 が 生 い 茂 る 状 況 が 続 い て お り 、 公 開 ・ 活 用 に 向 け た 保 存 整 備 が

必 要 で あ る と の 判 断 に 至 っ た 。 遺 構 面 の 保 護 に は 、 ① 遺 構 面 に 保 護 盛 土 を し て オ リ ジ

ナ ル 面 を 保 護 し 、 盛 土 上 に 実 測 図 か ら 柱 穴 等 を 復 元 す る 手 法 、 ② 盛 土 は せ ず に オ リ ジ

ナ ル 面 を 薬 剤 に よ り 固 め て 風 化 を 防 ぐ 手 法 の ２ 通 り が 考 え ら れ る が 、 後 世 ま で 保 存 し

て い く こ と を 考 慮 し て 前 者 の 手 法 を 採 る こ と と し た 。 再 調 査 を 実 施 中 の 同 年 ９ 月10

日 に 県 教 委 ・ 町 教 委 で 現 地 視 察 を 実 施 し た 際 に 、 上 屋 の 屋 根 や 壁 が 経 年 劣 化 し て い る

こ と 、 見 学 者 は 基 本 的 に 建 物 の 外 か ら 窓 ガ ラ ス を 通 し て 建 物 内 の 遺 構 を 見 学 す る が 現

状 の 窓 で は 反 射 し て 内 部 が 見 え づ ら い た め 低 反 射 ガ ラ ス に 交 換 し た 方 か よ い と の 指 摘

を う け 、 こ れ ら に 対 処 す る た め 平 成30年 度 か ら ３ ヶ 年 計 画 で 保 存 修 理 事 業 を 実 施 す

る こ と に な っ た 。

　 　

    ２ 　 実 施 期 間
　 　 着 手 　 平 成30 （2018） 年 ５ 月 １ 日 　 　 　 　 完 了 　 平 成30 （2018） 年12月27日

　 　 調 査 準 備 　 ５ 月 １ 日 ～ ８ 月20日 、 再 調 査 ・ 測 量 　 ８ 月21日 ～10月29日

        遺 構 面 保 存 処 理 　 ８ 月20日 ～10月25日 、 事 務 処 理 　11月 ６ 日 ～12 月27日

３ 　 事 業 内 容
    　（ １ ） 再 調 査 ・ 測 量 （ 写 真 ３ ─ １ ～ ３ ─ 25）
  遺 構 面 の 保 存 処 理 を 実 施 す る 前 提 と し て 、 昭 和29 （1954） 年 に 調 査 さ れ た 時 に 近 い

状 態 に 復 元 す る こ と が 必 要 で あ っ た 。 平 成30 （2018） 年 ４ 月23日 付 け 、 長 教 社 発 第

50号 に て 群 馬 県 文 化 財 保 護 条 例 第11条 の 規 定 に よ る 「 現 状 変 更 等 許 可 申 請 書 」 を 町

か ら 群 馬 県 教 育 長 宛 て に 提 出 し 、 同 年 ６ 月25日 付 け 、 文 財 第604－21号 に て 「 群 馬 県

指 定 史 跡 勘 場 木 石 器 時 代 住 居 跡 の 現 状 変 更 等 （ 保 存 に 影 響 を 及 ぼ す 行 為 ） の 許 可 に つ

い て 」 が 群 馬 県 教 育 長 か ら 町 へ 通 知 さ れ 、 同 年 ８ 月21日 か ら 再 調 査 を 実 施 し た 。 住

居 内 に 雑 草 が 生 い 茂 っ て い た た め 、 ま ず は な る べ く 雑 草 除 去 を 人 力 に よ り 実 施 し た 。

そ の 後 住 居 跡 の 精 査 を 行 い 、 周 溝 や 柱 穴 の 掘 削 、 床 面 ・ 炉 跡 ・ 壁 の 確 定 作 業 し た 後

に 、 現 状 で 光 波 測 距 儀 を 用 い て 平 断 面 測 量 、 写 真 撮 影 を 行 な っ た 。 そ の 上 で 発 見 当 時

の 写 真 ・ 図 面 （ 計 測 値 ） を 参 考 に 、 主 に 柱 穴 を 成 形 し て 住 居 跡 を 復 元 し た 。 こ れ ら 再

調 査 ・ 測 量 の 成 果 に つ い て は 次 章 で 述 べ る こ と と す る 。
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写真３─５．雑草除去後状況①

写真３─７．雑草除去後状況③ 写真３─８．作業状況②（遺構精査）

写真３─６．雑草除去後状況②

写真３─１．着手前状況①

写真３─３．着手前状況③ 写真３─４．作業状況①（雑草除去）　

写真３─２．着手前状況②
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写真３─ 10．炉１・炉２（南西から） 写真３─ 11．P1（南から）

写真３─９．遺構精査後全景（真上から）
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写真３─ 12．P2（南から）

写真３─ 14．P4（北から） 写真３─ 15．P5・P6（北から）　

写真３─ 13．P3（北から）

写真３─ 16．P7（北から）

写真３─ 18．P9（南から） 写真３─ 19．P10（南から）

写真３─ 17．P8（北から）
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　   （ ２ ） 遺 構 面 保 存 処 理 （ 第21・22図 ／ 写 真 ４ ─ １ ～ ４ ─ 19）
  作 業 は 再 調 査 と 併 行 し て 実 施 さ れ た 。 復 元 し た オ リ ジ ナ ル の 遺 構 面 に ポ リ エ ス テ ル

シ ー ト を 敷 き 込 み 、 そ の 上 に 平 面 で30㎜ 厚 、 柱 等 の 垂 直 方 向 で10㎜ 厚 の 擬 土 （ 硬 化

剤 混 合 ） を 均 一 に 塗 り つ け た 。 表 層 は 硬 化 剤 を 塗 布 後 に ロ ー ム に 近 い 土 を 散 布 し て 仕

上 げ た 。 擬 土 は 再 調 査 に よ っ て 発 生 し た 土 を 保 管 し た も の か ら 選 別 し て 、 乾 燥 後 に 防

カ ビ 剤 ・ 硬 化 剤 を 攪 拌 さ せ た も の を 使 用 し た 。 擬 土 の 厚 さ に 関 し て は 、 垂 直 方 向 を

30㎜ 厚 に し て し ま う と 実 際 の 遺 構 の 寸 法 と か け 離 れ て し ま い 、 復 元 の 意 味 を な さ な

い の で 、 壁 面 に つ い て は10㎜ 厚 と し た 。 施 工 範 囲 は 遺 構 だ け で な く 、 上 屋 建 物 内 全

写真３─ 20．P11（南から）　

写真３─ 22．P15（南から）

写真３─ 24．測量作業①　

写真３─ 21．P12（南から）

写真３─ 25．測量作業②

写真３─ 23．ドローン撮影
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第 21 図　［平成 30 年度事業］遺構面保存処理範囲図

第 22 図　［平成 30 年度事業］遺構面保存処理概念断面図

施工範囲

同質土粉(指定土粉)
散布
←CU-WH 500g/㎡塗布

30mm

長繊維スパンボンド
ポリエステルシート2mm

遺構面

CU-WH 20％含有混合土
(木ゴテ・金ゴテ仕上)
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写真４─１．ポリエステルシート敷き込み作業　

写真４─３．ポリエステルシート敷き込み作業完了② 写真４─４．ポリエステルシート敷き込み作業完了③　

写真４─２．ポリエステルシート敷き込み作業完了①

写真４─５．ポリエステルシート敷き込み作業完了④

写真４─７．擬土塗り作業② 写真４─８．擬土塗り作業③

写真４─６．擬土塗り作業①
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写真４─ 9．擬土塗り作業完了①　

写真４─ 11．擬土塗り作業完了③ 写真４─ 12．表層仕上げ作業①　

写真４─ 10．擬土塗り作業完了②

写真４─ 13．表層仕上げ作業②

写真４─ 15．表層仕上げ作業完了② 写真４─ 16．表層仕上げ作業完了③

写真４─ 14．表層仕上げ作業完了①
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体 に わ た っ て 実 施 し た 。 作 業 は 同 年10月25日 ま で 実 施 さ れ 、 事 務 処 理 が 終 了 し た 後

の 平 成31 （2019） 年 １ 月 ８ 日 付 け で 「 現 状 変 更 終 了 届 に つ い て 」 を 提 出 し て す べ て

の 作 業 が 終 了 し た 。

写真４─ 17．表層仕上げ焼土塗布作業　 写真４─ 18．表層仕上げ焼土塗布作業完了

写真４─ 19．遺構面保存処理完成　全景
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　 第 ５ 節 　 平 成 31（令 和 元） 年 度 事 業 （保 存 修 理 事 業 ③ ─ ２）

    １ 　 経 緯 と 目 的
  ３ ヵ 年 計 画 の ２ 年 目 で あ る 。 前 年 度 は こ れ ま で の 遺 構 を 覆 う 上 屋 と そ の 内 部 環 境 の

改 善 だ け で は 、 遺 構 そ の も の の 保 護 に な ら な い こ と か ら 、 遺 構 表 面 の 保 存 処 理 を 実 施

し た 。 そ れ に 伴 っ て 発 見 当 時 の 実 測 図 に は 周 溝 の 下 場 が 測 量 さ れ て い な い な ど 情 報

が 不 足 し て い る た め 、 再 調 査 に よ り 現 状 で の 平 断 面 測 量 を 実 施 し た 上 で 、 当 時 の 写

真 ・ 図 面 を 参 考 に 遺 構 表 面 を 復 元 を し た 。

　 平 成31（ 令 和 元 ） 年 度 は 、 出 土 遺 物 の 再 整 理 を 実 施 す る 。 併 せ て 上 屋 修 繕 工 事 （ 外

壁 そ の 他 塗 装 、 屋 根 漏 水 修 繕 、 屋 根 塗 装 、 窓 ガ ラ ス 交 換 ） を 実 施 し た 。

２ 　 実 施 期 間
　 　 着 手 　 平 成31 （2019） 年 ４ 月26日 　 　 　 　  完 了 　 令 和 ２ （2020） 年 ３ 月 ６ 日

　 　 上 屋 修 繕 工 事 　 ８ 月20日 ～11月29日 　 　 再 整 理  　9月9日 ～ ２ 月28日

　 　 事 務 処 理 　11月 ６ 日 ～ ３ 月 ６ 日

３ 　 事 業 内 容
　 　（ １ ） 上 屋 修 繕 工 事 （ 写 真 ５ ─ １ ～ ５ ─ 20）
   平 成 ２ ・17年 度 に 上 屋 設 置 ・ 改 修 を 実 施 し て き た が 、 13年 経 過 し 、 屋 根 ・ 下 地 ・ 壁

の 経 年 劣 化 と と も に 雨 漏 り が 確 認 さ れ た た め 、 上 屋 修 繕 工 事 を 実 施 し た 。 平 成17年

度 の 換 気 穴 増 設 に よ り 、 内 部 の 湿 気 も 以 前 よ り 改 善 し た 。 雨 漏 り は 平 成17年 度 に 設

置 し た 軒 換 気 及 び そ の 周 辺 の 組 み 方 を 精 査 し た が 、 根 本 的 な 原 因 を 追 究 す る こ と は で

き な か っ た 。 併 せ て 見 学 者 側 か ら 写 り 込 み が 少 な い 低 反 射 ガ ラ ス を 使 用 し た 窓 ガ ラ ス

に 交 換 し た 。

    　（ ２ ） 出 土 遺 物 の 再 整 理 （ 写 真 ６ ─ １ ～ ６ ─ 17）
   出 土 遺 物 を 所 有 者 か ら 借 用 し 、 既 存 実 測 済 み 遺 物 の 確 認 作 業 を 実 施 し た 。 そ の 後 洗

写真５─１．着工前　外観①　 写真５─２．完成　外観①
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写真５─３．着工前　外観② 写真５─４．完成　外観②　

写真５─５．着工前　外観③

写真５─７．着工前　壁・ガラス① 写真５─８．着工前　壁・ガラス②

写真５─６．完成　外観③

写真５─９．着工前　軒天・鉄部　 写真５─ 10．塗装工事　下地処理①
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写真５─ 11．塗装工事　下地処理② 写真５─ 12．塗装工事　錆止め塗装状況　

写真５─ 13．塗装工事　錆止め塗装完了

写真５─ 15．塗装工事　上塗り塗装完了 写真５─ 16．塗装工事　軒天　錆止め塗装完了

写真５─ 14．塗装工事　上塗り塗装状況

写真５─ 17．塗装工事　柱鉄部分塗装状況　 写真５─ 18．塗装工事　外壁塗装状況
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浄 ・ 分 類 ・ 接 合 作 業 を 実 施 し た 後 に 、 実 測 図 作 成 ・ 写 真 撮 影 を 行 っ た 。 分 類 ・ 接 合 作

業 で は 、 既 存 実 測 済 み 個 体 に さ ら に 破 片 の 接 合 が 認 め ら れ 復 元 範 囲 が 拡 充 し た り 、 破

片 実 測 だ っ た も の が 復 元 個 体 と な る な ど 一 定 の 成 果 が あ っ た 。 ま た 石 器 は 実 測 済 み の

も の 以 外 に 打 製 石 斧 類 が 予 想 外 に 多 か っ た た め 、 実 測 業 務 を 委 託 し た 。 申 請 時 に 出 土

石 器 実 測 ・ ト レ ー ス 業 務 と し て い た が 、 当 初 よ り 点 数 が 増 え た た め 、 実 測 業 務 を 優 先

し た 。 写 真 撮 影 が 完 了 し た 後 に は 、 所 有 者 へ 返 却 し て 、 ケ ー ス 内 へ 再 展 示 し た 。 再 整

理 の 詳 細 に つ い て も 次 章 で 述 べ る こ と と す る 。

写真５─ 19．ガラス入替え状況① 写真５─ 20．ガラス入替え状況②　

写真６─１．出土遺物展示状況① 写真６─３．出土遺物展示状況③　

写真６─２．出土遺物展示状況②
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写真６─４．出土遺物展示状況④

写真６─６．出土遺物展示状況⑥ 写真６─７．出土遺物展示状況⑦

写真６─５．出土遺物展示状況⑤

写真６─８．資料借用状況 写真６─ 10．再整理作業②（分類・接合）　

写真６─９．再整理作業①（水洗い）
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写真６─ 11．再整理作業③（接合・復元）

写真６─ 13．再整理作業⑤（実測） 写真６─ 14．再整理作業⑥（写真撮影）

写真６─ 12．再整理作業④（復元・着色）

写真６─ 15．資料返却状況 写真６─ 16．出土遺物再展示状況①　
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写真６─ 17．出土遺物再展示状況②
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第 ６ 節 　 令 和 ２ 年 度 事 業 （保 存 修 理 事 業 ③ ─ ３）

   １ 　 経 緯 と 目 的
   ３ ヵ 年 計 画 の ３ 年 目 で あ る 。 本 遺 跡 の 調 査 に 関 し て は 概 報 は な さ れ て い る も の の 、

本 報 告 書 は 未 刊 で 、『 群 馬 県 史 』 で 遺 構 ・ 遺 物 に つ い て 触 れ て い る の み で あ る 。   平 成

２ ・17年 度 、 平 成30～ 令 和 ２ 年 度 の ３ 度 に わ た る 保 存 修 理 事 業 が 実 施 さ れ て き た が 、

そ れ に 対 す る 報 告 も な さ れ て き て い な い 。 こ の こ と か ら 令 和 ２ 年 度 は 、 こ れ ま で の 経

過 も 含 め た 報 告 書 の 作 成 を 実 施 し た 。

   ２ 　 実 施 期 間
　 　 着 手 　 令 和 ２ （2020） 年 ４ 月20日 　 　 　 　  完 了 　 令 和 ３ （2021） 年 ３ 月19日

　 　 報 告 書 作 成 　 ４ 月20日 ～ ２ 月26日 　 　 事 務 処 理 　 　 ３ 月 １ 日 ～ ３ 月19日

　 ３ 　 事 業 内 容
　 　（ １ ） 報 告 書 作 成 （ 写 真 ７ ─ １ ・ ７ ─ ２ ）
　 ま ず 、 平 成31（ 令 和 元 ） 年 度 に 出 土 遺 物 の 再 整 理 で 実 測 図 の 作 成 、 写 真 撮 影 ま で が

完 了 し て い た の で 、 そ れ ら を ト レ ー ス し 、 図 版 ・ 遺 物 観 察 表 を 作 成 し た 。 併 せ て 平 成

30年 度 に 実 施 し た 遺 構 精 査 ・ 測 量 図 作 成 の デ ー タ を 編 集 し 、 図 版 を 作 成 し た 。 そ の

際 に 比 較 用 に 『 群 馬 県 史 』 掲 載 の 遺 構 実 測 図 も 再 ト レ ー ス し た 。

　 次 に 発 見 当 時 の 資 （ 史 ） 料 の 収 集 と 整 理 、 各 保 存 修 理 事 業 ご と に 資 （ 史 ） 料 の 整 理

と 図 版 の 作 成 ・ 編 集 を し た 。

　12月 下 旬 か ら ２ 月 中 旬 に は 編 集 ・ 執 筆 ・ 校 正 を 経 て 、 ２ 月 下 旬 に 報 告 書 を 刊 行 す

る に 至 っ た 。

写真７─１．トレース作業 写真７─２．図版編集作業
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第３章　再調査の成果

　 第 １ 節    概 　 要

　 昭 和28 （1953） 年 暮 れ に 土 地 所 有 者 が 畑 地 を 田 圃 に 造 成 中 に 完 形 土 器 を 偶 然 発 見

し た こ と に 端 を 発 し 、 翌29 （1954） 年 １ 月 ま で に は 竪 穴 式 住 居 跡 を １ 軒 を 発 掘 す る

に 至 っ た 。 こ れ を 聞 き 、 同 年 １ 月23・24日 に わ た っ て 群 馬 県 文 化 財 専 門 委 員 で あ っ た

山 崎 義 男 氏 に よ る 遺 構 ・ 遺 物 の 調 査 が 実 施 さ れ た 。 そ の 概 要 を ま と め た の が 、 山 崎 報

告 （ 第 ４ 章 第 ２ 節 ） で あ る 。 こ の 時 住 居 跡 の 実 測 図 （ 第23図 ） が 作 成 さ れ た 。

　 そ の 後 昭 和47 （1972） 年 に 調 査 者 の 一 人 で あ る 塩 野 新 一 氏 が 、「 故 山 崎 義 男 ・ 塩 野

要 造 両 氏 の 霊 に 捧 げ る 」 と し て 自 費 で ま と め た の が 塩 野 概 報 （ 第 ４ 章 第 ３ 節 ） で あ

る 。 山 崎 報 告 の 全 文 を 再 録 し 、 山 崎 報 告 に 欠 け て い た 出 土 遺 物 実 測 図 （ 第48～50図 ）

や 上 信 国 境 の 縄 文 遺 跡 の 概 要 が 加 え ら れ た 構 成 と な っ て い る 。 付 加 部 分 は 当 時 長 野 県

佐 久 地 域 で 先 進 的 に 郷 土 史 研 究 を さ れ て い た 土 屋 長 久 氏 に お 願 い し て お り 、 こ れ が 実

際 最 初 の 遺 物 整 理 と な る 。 実 測 原 図 な ど は 塩 野 家 に は 残 さ れ て い な い 。

　 昭 和63 （1988） 年 に 発 行 さ れ た 『 群 馬 県 史 』 資 料 編 １ 原 始 古 代 （ 旧 石 器 ・ 縄 文 ）

に 本 遺 跡 も 収 録 さ れ て い る （ 第 ４ 章 第 ４ 節 ）。 そ の 前 年 の 昭 和62 （1987） 年 に 能 登 健

（ 県 史 編 纂 室 ）・ 桜 岡 正 信 （ 調 査 協 力 者 ） 両 氏 が 来 跡 し て 、 山 崎 氏 作 成 の 住 居 跡 実 測 図

に 下 場 を 付 け 加 え た （ 第24・52図 ）。 遺 物 は 塩 野 概 報 の 図 面 を ベ ー ス に し て 、 接 合 ・

石 膏 充 填 ・ 再 実 測 を 実 施 し た （ 第53～56図 ）。 遺 物 に 関 し て は 桜 岡 氏 に よ る 分 類 と 詳

細 な 記 述 が な さ れ 、 住 居 跡 の 所 見 と し て 提 示 さ れ て い る 。 こ れ が ２ 度 目 の 整 理 調 査 で

あ る 。

　 そ し て 今 回 が ３ 度 目 の 整 理 調 査 と な る 。

第 ２ 節    遺 　 構

１ 　 竪 穴 住 居 跡 （ 第 25・26 図 ／ 第 ４ 表 ）
位 　 　 置 北 緯 36 度 33 分 36 秒 、 東 経 138 度 36 分 38 秒

検 出 状 況     畑 地 を 田 圃 に 造 成 中 に 検 出 さ れ た 。

重 複 関 係 基 本 的 に な し と さ れ て い る が 、 前 期 ～ 中 期 前 半 ま で の 遺 物 が 含 ま れ て い る

こ と か ら P13 と し た 土 坑 が 当 該 時 期 に 帰 属 し て い た 可 能 性 が 高 い 。

遺 存 状 態     南 ～ 西 壁 を 攪 乱 に よ り 欠 い て い る が 全 体 的 に 良 好 で あ る 。

覆 　 　 土 　 不 明 。

平 面 形 と 規 模 平 面 形 は 円 形 を 基 調 と し 、 規 模 は 復 元 で 主 軸 方 向 で 5.3 ｍ 、 副 軸 方 向

で 5.17 ｍ を 測 り 、 確 認 面 か ら の 深 さ は 北 東 壁 付 近 で 最 深 約 20㎝ を 測 る 。

主 軸 方 位 N － 10°－ Ｅ     入 口 の 方 向 を 重 視 し 、 Ｐ 1 と Ｐ 12、 Ｐ 3 と Ｐ 7 の 中 間 、 １

号 炉 ・ Ｐ 5 を 結 ん だ ラ イ ン を 主 軸 と 考 え た 。
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第 24 図　県史掲載実測図（1/60）　県史から再トレース
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壁 ・ 周 溝 壁 は 南 ～ 西 壁 に か け て 全 体 の ５ 分

の ２ ほ ど が 消 失 し て い る 。 壁 高 は 北 東 壁 で

15 ㎝ を 測 り 、 外 傾 し な が ら 立 ち 上 が っ て い

る 。 周 溝 は 発 見 時 の 調 査 で 「 東 北 部 の み に 発

見 さ れ た 」 と さ れ て い る が 、 南 ～ 西 部 で 一 部

途 切 れ る が ほ ぼ 全 周 し て お り 、 壁 が 遺 存 し て

い る 部 分 で は 壁 に 沿 っ て 検 出 さ れ て い る 。 北

側 で は 一 部 掘 り 直 し た よ う な 痕 跡 が 認 め ら れ

て い る が 、 当 初 か ら な の か 、 精 査 に よ る も の

な の か は 判 断 し か ね る 。 溝 幅 は 13 ～ 48 ㎝ 、

床 面 か ら の 深 さ は ４ ～ 15㎝ を 測 る 。

底 　 　 面 北 東 か ら 南 西 へ 約 ３ °の 勾 配 で 傾

斜 し て い る 。 床 面 積 は 現 状 で （20.2 ） ㎡ 、 復

山崎 概報 県史 本報告 直径（㎝） 深さ（㎝）
P1 P1 P1 P1 27 51
P2 P2 P2 P2 33 42
P3 P3 P3 P3 32 45
－ － － P4 34 × 15 7
P4 P4 P4 P5 26 25
P5 P5 P5 P6 18 11
P6 P6 P6 21 34
P7 P7 P7 P7 20 40
P8 P8 P8 P8 19 10
P9 P9 P9 P9 30 36

P10 P10 P10 P10 23 48
P11 P11 P11 P11 20 40
P12 P12 P12 P12 25 70
P13 F2 － 炉 2 50 × 40 21
P14 F1 － 炉 1 70 × 60 32
P15 － P13 P13 130 × 110 15

第４表　柱穴等計測表
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第 25 図　住居跡実測図（1/60）
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第 26 図　1・２号炉実測図（1/30）

２号炉1号炉

0 1m1 : 30

元 で ＜ 21.0 ＞ ㎡ 。    

柱 　 　 穴 　 Ｐ 1 ～ Ｐ 13 ま で 確 認 さ れ て い る 。 今 回 の 精 査 で Ｐ 4 と 周 溝 内 ピ ッ ト が 新

た に 発 見 さ れ 、 ま た こ れ ま で Ｐ 5・ Ｐ 6 と さ れ て い た も の が 一 つ の 柱 穴 で あ る こ と が

判 明 し た 。 主 柱 穴 と な る の は こ れ ま で の 指 摘 ど お り Ｐ 1 ～ Ｐ 3・ Ｐ 7・ Ｐ 10・ Ｐ 12

の ６ 本 で あ り 、 Ｐ 5・ Ｐ 6 は 入 口 に 関 係 す る ピ ッ ト と 考 え ら れ る 。

炉 　 　 跡 　 ２ 基 検 出 さ れ て お り 、 主 炉 を １ 号 炉 、 副 炉 を ２ 号 炉 と し た 。 １ 号 炉 は 住 居

の 中 央 や や 北 寄 り 、 ２ 号 炉 は １ 号 炉 の 北 側 に 位 置 す る 。 山 崎 氏 が 「 近 接 し て 二 ヶ の 炉

の 必 要 も 考 え ら れ な い し 、 底 面 及 周 壁 の 状 態 か ら し て 重 複 し た 竪 穴 住 居 址 と も か ん が

え ら れ な い の で 、 此 の 場 合 炉 趾 と し て 断 定 出 来 難 く 一 応 疑 問 と し た い 」 と し た も の で

あ る が 、 複 数 炉 を も つ 事 例 が な い わ け で も な い の で 当 該 期 の 炉 跡 と す る 。

そ の 他 の 施 設 　 な し 。

遺 　 　 物      遺 物 の 出 土 状 況 は 残 念 な が ら 不 明 で あ る が 、復 元 土 器 28 点 、土 器 片 26 点 、

石 器 46 点 を 図 示 し 得 た 。 他 時 期 の 混 入 遺 物 も あ る が 、 縄 文 時 代 中 期 後 半 の 遺 物 が 主

体 で あ る 。 遺 物 に つ い て は 次 節 で 詳 述 す る 。

備 　 　 考      本 住 居 跡 は 平 面 形 が 一 部 直 線 的 な 箇 所 も 認 め ら れ る が 、 円 形 を 基 調 と す

る 。 規 模 は 復 元 す る と ５ ｍ 代 の 中 形 に 属 し 、 当 該 期 住 居 と し て は 一 般 的 な 大 き さ で あ

る 。 柱 穴 は 壁 に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 床 面 は 直 床 式 で 貼 床 は 認 め ら れ な い 。 炉 は ２ 基 検 出

さ れ て い る が 、 い ず れ も 地 床 炉 で あ る 。 埋 甕 等 の 施 設 は 認 め ら れ な い 。 こ れ ら の 特 徴

は 当 該 期 の 古 い 段 階 の 様 相 を 示 し て い る 。

１号炉・２号炉土層説明
aa’・bb’
１　明褐色土層：粘性なし、しまりなし。焼土を多量含み、砂・炭化粒を微量含む。
２　褐色土層：粘性なし、しまりややなし。炭化粒・砂を少量含む。
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　 第 ３ 節    遺 　 物

１ 　 既 往 の 整 理 調 査 と の 比 較
整 理 調 査 別 の 出 土 遺 物 実 測 数 一 覧 と 実 測 図 互 換 表 を 第 ５ ・ ６ 表 に 示 す 。 前 述 し た 通

り 、 こ れ ま で ２ 回 に わ た っ て 整 理 調 査 が 実 施 さ れ て お り 、 実 測 図 が 作 成 さ れ て い る 。

第 ５ 表 を 見 る と 、 例 え ば 土 器 の 復 元 実 測 が 『 塩 野 概 報 』 で ２ 点 だ っ た が 、『 県 史 』 で

は 13 点 に 増 え 、 今 回 さ ら に 28 点 に 増 え た と い う こ と が 分 か る 。 土 器 合 計 で は 26 点

→ 30 点 → 54 点 、 石 器 合 計 で 16 点 → 13 点 → 46 点 、 遺 物 総 計 で 42 点 → 43 点 → 100

点 と 今 回 報 告 の 成 果 が 一 目 瞭 然 で あ る 。 今 回 取 り 直 し を 除 い て 新 た に 実 測 図 を 作 成 し

た の が 、 土 器 で 20 点 、 石 器 で 24 点 を 数 え る 。

　 さ ら に 第 ６ 表 は 、 そ れ ぞ れ の 個 体 遺 物 の 互 換 表 と な っ て お り 、 整 理 調 査 ご と の 個 体

遺 物 が そ れ ぞ れ の 図 の 番 号 に 対 応 す る か を 確 認 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。

例 え ば 、『 塩 野 概 報 』で 破 片 実 測（ 第 50 図 ５ ）、『 県 史 』で そ れ ぞ れ 破 片 実 測（ 第 53 図 ３・

第 54 図 19） が 接 合 し 、 今 回 は 復 元 実 測 （ 第 29 図 13） さ れ た り 、 同 じ く 『 県 史 』 で

破 片 実 測 （ 第 53 図 ５ ） だ っ た が 、今 回 は 口 縁 部 ま で 接 合 さ れ 、復 元 実 測 （ 第 27 図 ５ ）

さ れ た な ど が 検 証 で き る 。

第５表　整理調査別出土遺物実測数一覧

土器復元 土器破片 土器合計 磨製石斧 打製石斧類 剥片石器類 礫石器類 その他 石器合計 遺物総計

概報 S47 土屋 ２ 24 26 １ 12 ０ ３ ０ 16 42

県史 S63 桜岡 13 17 30 ０ ７ ０ ５ １ 13 43

本報告 R2 町教委 28 26 54 ２ 29 ６ ８ １ 46 100

２ 　 分 類
　（ １ ） 土 　 器

以 下 、 出 土 土 器 を 4 群 に 大 別 す る 。

第 Ⅰ 群 　 縄 文 時 代 前 期 の 土 器 を 一 括 す る （ 第 31 図 37 ～ 47）。

　 第 1 類 　 前 期 前 半 土 器

　 　 　 胎 土 に 繊 維 を 含 む 類 で 、 37 ～ 44 は 黒 浜 ・ 有 尾 式 に 比 定 さ れ る 。

　 第 2 類 　 前 期 後 半 土 器

　 　 　 胎 土 に 繊 維 を 含 ま な い 類 で 45 ～ 47 は 諸 磯 式 に 比 定 さ れ る 。

第 Ⅱ 群 　 縄 文 時 代 中 期 の 土 器 を 一 括 す る （ 第 27 図 1 ～ 第 30 図 36・ 第 31 図 48・

49）。

　 第 1 類 　 中 期 前 半 土 器 （ 第 31 図 48・49）

　 　 　48 が 阿 玉 台 式 、 49 が 勝 坂 式 に 比 定 さ れ る 。
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S47 概報 S63 県史 本報告

49-1 復元実測 53-10 復元実測 29-16 復元実測
接合

49-2 復元実測 53-4 復元実測 27-3 復元実測
50-1 破片実測 53-1 復元実測 31-37 復元実測

50-2 破片実測 54-14 破片実測
上下変更 31-38 破片実測

50-3 破片実測 － － － －
50-4 破片実測 54-15 破片実測 31-47 破片実測

50-5 破片実測 53-3 復元実測
接合 29-13 復元実測

大規模接合
－ － 54-19 破片実測

50-6 破片実測 － － 30-33 破片実測

50-7 破片実測 53-2 復元実測
接合 29-14 復元実測

50-8 破片実測 － － 31-45 復元実測
50-9 破片実測 － － － －

50-10 破片実測 － － － －
50-11 破片実測 － － － －
50-12 破片実測 54-17 破片実測 29-20 復元実測
50-13 破片実測 54-18 破片実測 29-19 復元実測
50-14 破片実測 － － － －
50-15 破片実測 － －

27-4
復元実測

大規模接合
口縁追加50-16 破片実測 － －

50-17 破片実測 － － － －

－ － 54-20 破片実測 29-21 復元実測
接合

50-18 破片実測 － － 27-8 復元実測
接合

50-19 破片実測 － － － －

50-20 破片実測 54-21 破片実測
一部欠損 30-28 破片実測

新規接合
50-21 破片実測 31-53 破片実測
50-22 破片実測

55-28 破片実測
接合 31-51 破片実測

50-23 破片実測
50-24 破片実測 55-30 復元実測 31-50 復元実測

－ － 53-5 復元実測 27-5
復元実測

同一個体により
底部付近まで拡張

－ － 53-6 復元実測 28-11 復元実測
接合

－ － 53-7 復元実測 27-2 復元実測
－ － 53-8 復元実測 27-1 復元実測

－ － 53-9 復元実測 29-17 復元実測
実測位置変更

－ － 53-11 復元実測 27-6 復元実測
口縁追加

－ － 53-12 復元実測 30-22 復元実測
接合復元やり直し

－ － 54-13 破片実測 31-39 破片実測
－ － 54-16 破片実測 31-48 破片実測
－ － 54-22 破片実測 31-34 破片実測
－ － 54-23 破片実測 29-18 復元実測

－ － 54-24 破片実測 27-7 
復元実測
口縁追加

同一個体実測

－ － 54-25 破片実測 28-12 復元実測
同一個体追加

－ － 54-26 破片実測 30-35 破片実測
接合

－ － 54-27 破片実測 30-36 破片実測
－ － 55-29 破片実測 31-52 破片実測

－ － － － 28-9 新規接合
復元実測

－ － － － 28-10 新規接合
復元実測

－ － － － 29-15 新規接合
復元実測

S47 概報 S63 県史 本報告

－ － － － 30-23 復元実測
－ － － － 30-24 破片実測
－ － － － 30-25 破片実測
－ － － － 30-26 破片実測
－ － － － 30-27 破片実測
－ － － － 30-29 破片実測
－ － － － 30-30 破片実測
－ － － － 30-31 破片実測
－ － － － 30-32 破片実測
－ － － － 31-40 破片実測
－ － － － 31-41 破片実測
－ － － － 31-42 破片実測
－ － － － 31-43 破片実測
－ － － － 31-44 破片実測
－ － － － 31-46 復元実測
－ － － － 31-49 破片実測
－ － － － 31-54 復元実測

48-1 2 面 － － 33-79 4 面
48-2 2 面 － － 32-61 4 面
48-3 2 面 － － 32-57 4 面
48-4 2 面 － － 32-60 4 面
48-5 2 面 55-33 3 面 33-73 －
48-6 2 面 － － 32-64 4 面

48-7 2 面 － － 32-63
4 面

接合
48-8 2 面 － － 32-56 4 面
48-9 3 面 － － 33-78 4 面

48-10 2 面 55-37 3 面 33-76 3 面
48-11 2 面 － － 33-72 4 面
48-12 2 面 － － 32-69 4 面
48-13 2 面 55-32 3 面 33-74 3 面
48-14 3 面 55-40 3 面 35-96 4 面
48-15 3 面 56-41 3 面 35-93 3 面
48-16 3 面 55-39 3 面 35-92 3 面

－ － 55-31 3 面 32-62 3 面
－ － 55-34 3 面 32-67 3 面
－ － 55-35 3 面 34-80 ４面
－ － 55-36 3 面 34-86 3 面
－ － 55-38 3 面 35-97 2 面
－ － 56-42 3 面 35-94 4 面
－ － 56-43 3 面 35-100 2 面
－ － － － 32-55 4 面
－ － － － 32-57 4 面
－ － － － 32-58 4 面
－ － － － 32-59 4 面
－ － － － 32-65 4 面
－ － － － 32-66 4 面
－ － － － 32-68 4 面
－ － － － 33-70 4 面
－ － － － 33-71 4 面
－ － － － 33-77 4 面
－ － － － 33-75 4 面
－ － － － 33-79 5 面
－ － － － 34-81 3 面
－ － － － 34-82 5 面
－ － － － 34-83 4 面
－ － － － 34-84 4 面
－ － － － 34-87 5 面
－ － － － 34-88 5 面
－ － － － 34-89 5 面
－ － － － 34-90 4 面
－ － － － 34-91 5 面
－ － － － 35-93 3 面
－ － － － 35-98 3 面
－ － － － 35-99 ２面

第６表　整理調査別出土遺物実測図互換表
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第 27 図　出土遺物実測図１（1/4）
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第 28 図　出土遺物実測図２（1/4）
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第 29 図　出土遺物実測図３（1/4）
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第 30 図　出土遺物実測図４（1/4・1/3）
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第 31 図　出土遺物実測図５（1/4・1/3）
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　 第 2 類 　 中 期 後 半 （ 第 27 図 1 ～ 第 30 図 36）

　 　 　 本 類 が 36 点 と 最 も 多 く 、 住 居 跡 に 帰 属 す る 土 器 群 で あ る 。 口 縁 部 形 態 と 文 様

　 　 構 成 に よ り 以 下 の ７ 種 に 細 別 す る 。

　 　 ａ 種 　 口 縁 が 無 文 の 類 （ 第 27 図 1 ～ 6・ 第 30 図 24 ～ 26・30）

　 　 ｂ 種 　 口 唇 部 に 沈 線 が 巡 り 、 突 起 や 橋 状 把 手 が つ い て そ の 周 囲 に 単 位 文 様 を 有 し

　 　 　 　 　 た り す る が 、 基 本 的 に 頸 部 ま で 無 文 の 類 （ 第 27 図 7 ～ 第 28 図 10・ 第 29

　 　 　 　 　 図 17・ 第 30 図 27 ～ 31）

　 　 ｃ 種 　 加 曽 利 Ｅ 的 な 口 縁 の 類 （ 第 28 図 11 ～ 第 29 図 14・ 第 30 図 32・33）

　 　 ｄ 種 　 体 部 の み 残 存 で 曽 利 式 な い し 「 唐 草 文 系 土 器 」 と 考 え ら れ る 類 （ 第 29 図

　 　 　 　 　16・18・ 第 30 図 34 ～ 36）

　 　 ｅ 種 　 体 部 の み 残 存 で 縄 文 地 文 上 に 沈 線 に よ る 区 画 文 ・ 意 匠 文 を 施 す 類 （ 第 29

　 　 　 　 　 図 19 ～ 21）　 　

　 　 ｆ 種 　 浅 鉢 （ 第 30 図 22・23）　 　 　 　 　 　

　 　 ｇ 種 　 そ の 他 （ 第 29 図 15）

第 Ⅲ 群 　 縄 文 時 代 後 期 の 土 器 を 一 括 す る （ 第 31 図 50 ～ 53）。

　 ４ 点 の み で 、 50 は 底 面 に 網 代 痕 を 残 し て い る た め 本 群 に 分 類 し た 。 51 は 後 期 前 葉

堀 之 内 １ 式 新 段 階 、52 は 堀 之 内 2 式 、53 は 後 期 中 葉 加 曽 利 Ｂ 式 に そ れ ぞ れ 比 定 さ れ る 。

第 Ⅳ 群 　 平 安 時 代 の 土 師 器 を 一 括 す る （ 第 31 図 54）。

　 １ 点 の み で 内 黒 土 器 で あ る 。 こ の 他 に 皿 が １ 点 あ っ た が 、 別 の 遺 跡 か ら の 搬 入 有 る

可 能 性 が 高 い た め 作 図 す る に は 至 ら な か っ た 。

　（ ２ ） 石 　 器
　 石 器 は 全 体 で 45 点 を 図 示 し 得 た が 、 組 成 に 大 き な 特 徴 が あ る 。 45 点 中 打 製 石 斧 が

未 成 品 も 含 め る と 27 点 で 全 体 の 60％ を 占 め る 。 実 測 し な か っ た 整 形 剥 片 を 含 め れ ば

そ の 割 合 の 高 さ が 際 立 っ て い る 。 以 下 同 じ 打 製 石 斧 類 の 削 器 Ａ が ３ 点 （6.7％ ）、 剥 片

石 器 類 ６ 点 （13.3 ％ ）、 う ち 石 匙 １ 点 （2.2 ％ ）、 二 次 加 工 あ る 剥 片 ５ 点 （11.1 ％ ）、 礫

石 器 類 ８ 点 （17.8％ ）、 そ の 他 の 石 器 ３ 点 （6.7％ ） で あ っ た 。 石 鏃 が １ 点 も 出 土 し て

い な い こ と や 礫 石 器 類 の 割 合 が 低 い こ と な ど が 指 摘 で き る 。

Ａ ． 打 製 石 斧 類

　（ ａ ） 打 製 石 斧 （ 第 32 図 55 ～ 第 33 図 77）

　 　 ・平 形 … 長 方 形 に 近 い 平 面 形 状 で 、厚 み の 小 さ い 横 断 面 形 が 比 較 的 平 坦 な も の（55

　 　 　 　 　 ～ 58）。

　 　 ・ 平 バ チ 形 … 基 部 側 の 幅 が 狭 く 、 刃 部 側 が 開 く 形 状 の も の （59 ～ 74）。

　 　 ・ 平 大 バ チ 形 … 最 大 長 15㎝ 、 ま た は 最 大 幅 ５ ㎝ 以 上 の も の （75）。

　 　 ・ 平 細 形 … 長 さ に 対 し て 幅 の 比 率 が ２ ： １ よ り 小 さ な も の （76）。

　 　 ・ 平 分 銅 形 … 器 体 中 央 部 付 近 の 幅 が 狭 く 、 両 端 が 開 く 形 状 の も の （77・78）。

　（ ｂ ） 打 製 石 斧 未 成 品 （ 第 33 図 79・ 第 34 図 80）
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　（ ｃ ） 削 器 A （ 第 34 図 81 ～ 83）

Ｂ ． 剥 片 石 器 類

　（ ａ ） 石 匙 （ 第 34 図 86）

　 　 １ 点 の み で チ ャ ー ト 製 で あ る 。

　（ ｂ ） 二 次 加 工 の あ る 剥 片 （ 第 34 図 87 ～ 91）

　 　 ５ 点 い ず れ も 黒 曜 石 製 で あ る が 、 製 品 は 出 土 し て い な い 。

Ｃ ． 礫 石 器 類

　 礫 石 器 類 は 磨 石 ・ 凹 石 ・ 敲 石 ・ 石 皿 に 分 類 で き る が 、 単 独 で の 使 用 は 少 な く 、 組 み

合 わ さ っ て 複 合 石 器 と し て 把 握 さ れ る こ と が 多 い 。

　（ ａ ） 磨 石 + 凹 石 + 敲 石 （ 第 35 図 92 ～ 94）

　（ ｂ ） 凹 石 + 敲 石 （ 第 35 図 95・96）

　（ ｃ ） 敲 石 （ 第 35 図 97）

　（ ｄ ） 敲 石 + 磨 石 （ 第 35 図 98）

　（ ｅ ） 石 皿 （ 第 35 図 99）

Ｄ ． そ の 他 の 石 器

　（ ａ ） 磨 製 石 斧 （ 第 34 図 84・85）

　 　 ２ 点 の う ち 84 は 未 成 品 。 85 は 蛇 紋 岩 製 で あ る 。

　（ ｂ ） 石 棒 （ 第 35 図 100）

　 　100 は 先 端 部 を 欠 く が 残 存 長 29.8㎝ 、 直 径 11.9㎝ の 安 山 岩 製 の 石 棒 で あ る 。 茎 部

　 は 面 取 り し て 研 磨 調 整 、 基 部 は 敲 打 調 整 が 施 さ れ て い る 。

　（ ３ ） 所 　 見
　 本 遺 跡 出 土 遺 物 に 関 し て は 、 こ れ ま で も 何 度 か 検 討 さ れ て い る 。 発 見 時 に 最 初 に 調

査 し た 山 崎 義 男 氏 は 報 告 の あ と が き に て 「 今 度 注 目 さ れ る 点 と し て 、 隣 接 長 野 県 文 化

と の 交 流 地 と し て 最 も 重 要 な 場 所 で あ り 、 こ の 附 近 か ら 県 界 方 面 は 一 層 研 究 さ れ る べ

き で あ る 」 と し （ 第 ４ 節 第 ２ 節 ）、 塩 野 新 一 氏 も 土 屋 長 久 氏 に 出 土 遺 物 の 図 化 と 長 野

県 佐 久 地 域 を 中 心 と し た 遺 跡 の 概 要 執 筆 を お 願 い し て 、 本 遺 跡 と の 共 通 性 を 指 摘 し て

い る （ 第 ４ 節 第 ３ 節 ）。 両 氏 と も 、 出 土 遺 物 に つ い て 直 接 的 な 記 述 は な い も の の 、 信

州 と の 関 係 を 念 頭 に 置 い て い る こ と が 理 解 で き る 。 出 土 遺 物 の 具 体 的 な 様 相 を 最 初 に

示 し た の は 桜 岡 正 信 氏 で あ る 。『 群 馬 県 史 』 資 料 編 に 本 遺 跡 を 紹 介 す る 中 で 、「 出 土 遺

物 の 大 半 は 曽 利 式 系 の 土 器 で あ り 、 加 曽 利 式 系 の 土 器 は 客 体 と し て 入 っ て い る に す ぎ

ず 、 互 い に ほ ぼ 純 粋 な か た ち で 存 在 し て い る 。 こ れ は 本 遺 跡 が 長 野 県 に ご く 近 く 位 置

し て い る た め 、 群 馬 県 の 中 央 部 の あ り 方 と は 逆 転 し た 様 相 を 呈 し て い る も の と 考 え ら

れ る 。 時 期 は 、 中 期 後 半 ・ 加 曽 利 Ｅ 2 式 期 後 半 段 階 に 位 置 付 け ら れ る 」 と し 、 関 東 系

土 器 と 信 州 系 土 器 が 混 在 し て い る こ と を 指 摘 し た （ 第 ４ 章 第 ４ 節 ）。 そ の 後 筆 者 も 、

本 遺 跡 を 紹 介 す る 中 で 桜 岡 氏 の 指 摘 を 追 認 し た （ 第 ４ 章 第 ５ 節 ）。 こ れ ま で 指 摘 さ れ

た 本 遺 跡 の 出 土 遺 物 の 評 価 は 基 本 的 に 変 わ ら な い が 、 今 回 の 整 理 調 査 で 既 存 資 料 を 含



72

む 新 出 資 料 を 掲 載 し た こ と 、 ま た 信 州 系 土 器 の 研 究 が 進 み 、「 郷 土 式 」（ １ ） の 変 遷 や

分 布 な ど が 整 理 さ れ 、従 来 「 唐 草 文 系 土 器 」（ ２ ） と 一 括 り に 捉 え ら れ て い た も の が 「 栃

倉 式 」（ ３ ） や 「 郷 土 式 」 の 一 部 な ど を 含 ん で い る こ と な ど を 踏 ま え 、 出 土 遺 物 を 見 て

い き た い 。 紙 幅 と 時 間 に 限 り が あ る の で 概 要 を 述 べ る に 留 め た い 。

　 ま ず 出 土 遺 物 は ４ 群 に 大 別 さ れ 、 縄 文 時 代 前 期 ・ 中 期 前 半 の 第 Ⅰ 群 ・ 第 Ⅱ 群 第 １ 類

は 流 れ 込 み 遺 物 で あ る 。 ま た 僅 か で あ る が 、 後 期 土 器 ・ 平 安 時 代 土 師 器 も 混 入 し て お

り 、 周 辺 に 当 該 期 集 落 の 存 在 が 想 定 さ れ る 。 住 居 跡 に 伴 う の は 第 Ⅱ 群 第 ２ 類 の 中 期 後

半 の 遺 物 で あ る 。 全 点 確 認 し た が 、 時 期 も ま と ま っ て お り 、 １ 軒 の 住 居 跡 か ら 出 土 し

た も の と 認 め て よ い で あ ろ う 。

　 口 縁 の 形 状 や 体 部 文 様 な ど で ７ 種 に 細 別 し た 。 ａ 種 と し た 第 27 図 1 ～ 6・ 第 30 図

24 ～ 26・30 は 口 縁 が 無 文 の 類 で あ る 。 こ こ に は 曽 利 式 （ ４ ）、「 栃 倉 式 」、「 郷 土 式 」 が

含 ま れ る 。 １ ～ 3・24 ～ 26 の 内 湾 す る タ イ プ は 、 波 状 体 部 文 様 か ら も 曽 利 式 の 影 響

が 強 い こ と が 窺 え る 。 ３ は 塩 野 親 子 が 住 居 全 体 を 発 掘 す る 端 緒 と な っ た ほ ぼ 完 形 の 小

形 深 鉢 で あ る 。 ４ ・6・31 は 腕 骨 文 ・ 綾 杉 状 沈 線 を 特 徴 と し 、「 栃 倉 式 」 あ る い は 「 唐

草 文 系 土 器 」の 影 響 が 強 い も の 。 特 に 6 は 大 木 8b 的 な 文 様（ 蕨 手 文 を 方 形 に 配 す る 点 ）

を 持 つ 個 体 で あ る 。 ５ は 体 部 文 様 に 太 い 綾 杉 状 沈 線 が 充 填 さ れ て お り 、 口 縁 部 文 様 帯

を も た な い 「 郷 土 式 」 の 初 源 段 階 と も 考 え ら れ る （ ５ ）。

　 ｂ 種 と し た 第 27 図 7 ～ 第 28 図 10・ 第 29 図 17・ 第 30 図 27 ～ 31 は 口 唇 部 に 沈 線

が 巡 り 、 突 起 や 橋 状 把 手 が つ い て そ の 周 囲 に 単 位 文 様 を 有 し た り す る が 、 基 本 的 に 頸

部 ま で 無 文 の 類 で あ る 。 体 部 上 半 が 括 れ 、口 縁 部 が 外 反 す る 器 形 を 呈 す る も の が 多 い 。

曽 利 式 ・「 唐 草 文 様 土 器 」・「 栃 倉 式 」 が 該 当 す る 。 ７ は 口 唇 部 沈 線 、 主 文 様 の 渦 巻 状

垂 下 文 に も ２ 条 単 位 隆 線 の 凹 部 に 刺 突 文 を 加 え る と い う 独 特 な 施 文 手 法 を 有 す る 。 波

状 口 縁 の 波 頂 部 が 一 対 で 、 そ の 直 下 の 体 部 に は 同 隆 線 を ３ 本 縦 位 に 重 ね て 下 端 に 鼻 穴

状 の 刺 突 文 を 加 え る 把 手 基 部 を 配 置 し て い る 。 破 損 部 が 摩 耗 し て い て 不 明 瞭 で あ る

が 、 連 結 橋 状 把 手 が 付 設 さ れ る も の と 考 え ら れ る 。 垂 下 文 間 に は 斜 位 条 線 を 充 填 し て

い る 。 大 振 り な 連 結 橋 状 把 手 が 付 設 さ れ る 非 縄 文 系 で あ る こ と か ら 曽 利 式 の 影 響 が 強

い 個 体 と 考 え た が 、 隆 線 間 刺 突 文 か ら 北 陸 に 広 く 分 布 す る 串 田 新 式 （ ６ ） の 影 響 も 考 慮

す る 必 要 が あ ろ う 。 ９・10 は 橋 状 把 手 を 有 し 、区 画 文 に ２ 条 単 位 の 隆 線 を 用 い て い る 。

頸 部 は 同 隆 線 で 区 切 ら れ 、 体 部 は 縄 文 と 沈 線 文 で 構 成 さ れ る 。 ９ の 隆 線 に よ る 十 字 状

の 区 画 文 の 構 図 は 前 述 の 串 田 新 式 の 工 字 文 と の 共 通 性 が 看 取 さ れ 、 長 野 県 小 諸 市 郷 土

遺 跡 44 号 住 （ 桜 井 2000） や 東 御 市 久 保 在 家 遺 跡 SB02 出 土 土 器 （ 東 部 町 教 育 委 員 会

1992）に も 認 め ら れ る 。こ れ ら は 従 来「 唐 草 文 系 土 器 」と さ れ て い た が ９ は「 串 田 新 式 」、

10 は 「 栃 倉 式 」 が 在 地 化 し た も の と 考 え て お き た い 。

　 ｃ 種 と し た 第 28 図 11 ～ 第 29 図 14・ 第 30 図 32・33 は 加 曽 利 E 式 的 な 口 縁 の 特 徴

が 強 く 出 て い る 類 で あ る 。 11 ～ 14・32 は 口 縁 部 の 楕 円 区 画 と 渦 巻 文 が 確 立 し て お り 、

頸 部 に 無 文 帯 を 有 す る 類 で 、 13 は 頸 部 に ２ 条 の 横 位 沈 線 を 巡 ら せ て い る 。 32 は 口 縁

部 破 片 で あ る が 、 口 縁 部 文 様 帯 下 に 無 文 帯 を 有 し て い る 。 縄 文 施 文 の 13・14 は 磨 消

技 法 を 伴 っ て い な い こ と か ら 加 曽 利 E ２ 式 新 段 階 と 考 え ら れ る 。 11・12 は 口 縁 端 部

を 欠 い て い る が 、 い ず れ も 橋 状 把 手 を １ 対 有 す る 。 11 は 口 縁 部 文 様 帯 の 下 端 を ２ 条
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隆 線 に よ る 渦 巻 き つ な ぎ 弧 文 で 区 画 し 、斜 位 条 線 を 充 填 、体 部 も 同 隆 線 に よ り 区 画 し 、

２ 条 の 縦 位 沈 線 を 挟 ん で 綾 杉 状 沈 線 を 充 填 し て お り 、 こ の 文 様 は 後 出 す る 「 郷 土 式 」

に も 多 用 さ れ て い る 。 12 も 口 縁 部 文 様 帯 は ２ 条 単 位 の 隆 線 を 用 い て 区 画 し 、 斜 位 条

線 を 充 填 、 体 部 も 同 隆 線 で 区 画 し 、 縄 文 を 施 文 し て い る 。 こ の 12 と 酷 似 し た 土 器 が

前 述 し た 郷 土 遺 跡 44 号 住 居 で ９ と 同 じ 構 成 の 土 器 と 共 伴 し て お り 、 こ れ ら の 同 時 性

と 一 括 遺 物 で あ る こ と が 追 認 で き る と い え よ う 。 こ れ ま で 「 唐 草 文 系 土 器 」 と し て ま

と め ら れ て い た が 、 加 曽 利 E ２ 式 併 行 の 「 郷 土 式 」 と 考 え て お き た い 。

　 ｄ 種 と し た 第 29 図 16・18・ 第 30 図 34 ～ 36 は 体 部 の み 残 存 で 曽 利 式 な い し 「 唐

草 文 系 土 器 」と 考 え ら れ る 類 で あ る 。16 は 底 部 を 除 く 体 中 部 以 下 が ほ ぼ 残 さ れ て お り 、

そ の 上 端 部 に ２ 次 焼 成 に よ る と 思 わ れ る 変 色 が 認 め ら れ る 。 炉 体 土 器 と し て 使 用 さ れ

て い た 可 能 性 が 高 い 。 体 部 文 様 は ２ 条 単 位 の 隆 線 を Ｕ 字 状 に 連 結 し て 下 端 部 を 区 画

し 、 縦 位 の 綾 杉 状 沈 線 で 充 填 し 、 区 画 間 に も 斜 位 条 線 を 施 文 し て い る 。 樽 形 あ る い は

バ ケ ツ 形 の 「 唐 草 文 系 土 器 」・「 郷 土 式 」 に よ く 採 用 さ れ る 構 図 で あ る 。 18 は 小 形 の

深 鉢 で 頸 部 に ２ 条 以 上 の 波 状 隆 線 、 体 部 に は ２ 条 単 位 隆 線 に よ る 渦 巻 文 ・ 蕨 手 文 を 貼

付 し 、 間 に 綾 杉 状 沈 線 を 充 填 し て い る 。 34・35 は 体 上 部 破 片 で 細 隆 線 と 条 線 に よ る

籠 目 文 を 施 し て い る 。36 は 底 部 破 片 で 半 截 竹 管 に よ る 垂 下 沈 線・刺 突 文 を 施 し て お り 、

「 栃 倉 式 」 の 可 能 性 が あ る 。

　 ｅ 種 と し た 第 29 図 19 ～ 21 は 体 部 の み 残 存 で 縄 文 地 文 上 に 沈 線 に よ る 区 画 文 ・ 意

匠 文 を 施 す 類 で 、 19 は 縄 文 地 文 上 に 蕨 手 文 に よ る Ｊ 字 文 ・ 垂 下 文 ・ 縦 位 蛇 行 文 、 20

は 同 沈 線 に よ る Ｈ 字 文 、 21 は ３ 条 単 位 の 垂 下 文 を 施 し て い る 。 19・20 は 大 木 ８ ｂ 的

な 文 様 で 「 栃 倉 式 」、 21 は 加 曽 利 Ｅ 式 か 「 栃 倉 式 」 と 考 え ら れ る 。 　 　

　 ｆ 種 と し た 第 30 図 22・23 は 浅 鉢 で あ る 。22・23 と も 四 角 い 口 縁 で 、22 は や や 開 い て 、

23 は 内 傾 し て い る 。 山 崎 報 告 に よ る と 22 の 口 縁 部 内 面 は「 丹 塗 り 」と さ れ て い る が 、

現 時 点 で は 窪 み に よ く 見 れ ば 残 っ て い る か と い う 程 度 で あ る 。 こ の 視 点 で 大 胆 に 赤 彩

範 囲 を 復 元 し て み た 。

　 ｇ 種 と し た 第 29 図 15 は そ の 他 に 分 類 し た 。15 は 通 常 の 加 曽 利 E 式 土 器 の 口 縁 よ り 、

器 壁 が 薄 く か な り 屈 曲 し て い る こ と か ら 最 初 は 他 時 期 の 混 入 か 浅 鉢 で は な い か と 考 え

た 。 口 縁 部 文 様 帯 は １ 条 隆 線 で 区 画 さ れ 隆 線 に 沿 っ て 沈 線 、 区 画 内 に は 縄 文 ・ 沈 線 が

施 さ れ 、 ２ 条 の 沈 線 が 縦 位 に 配 さ れ て い る 。 深 鉢 の 口 縁 と し て は 大 木 ８b 式 が ま ず 考

え ら れ る が 判 断 し か ね る 。 東 海 地 方 の 当 該 期 の 土 器 で あ る 中 富 ・ 神 明 式 （ 纐 纈 ・ 髙 橋

2008） に 、 非 常 に よ く 似 た 屈 曲 の 角 度 を 持 つ 土 器 が あ り 、 中 信 、 下 伊 那 の 唐 草 文 系

土 器 と し て 紹 介 さ れ て い る も の の 中 に も 存 在 す る の で 、 こ こ に 分 類 し て お く 。

　 筆 者 は 20 年 ほ ど 前 に 、 本 遺 跡 に ほ ど 近 い 坪 井 遺 跡 を 発 掘 調 査 し 、 そ の 報 告 書 の

中 で 加 曽 利 Ｅ ２ 式 ～ Ｅ ４ 式 （ ７ ） の 住 居 跡 と そ の 出 土 遺 物 を ５ 段 階 に 分 類 し た （ 富 田

2000）。 第 １ 段 階 は 「 加 曽 利 Ｅ 式 系 土 器 は ほ と ん ど 含 ま ず 、 唐 草 文 （ 曽 利 ） 系 土 器 と

栃 倉 類 型 で 構 成 さ れ る 段 階 」 で 、 時 期 は 加 曽 利 Ｅ ２ 式 新 段 階 （ 唐 草 文 Ⅱ 段 階 、 大 木 ８

ｂ 式 古 段 階 ～ 新 段 階 併 行 ） と し た 。 ま た 坪 井 遺 跡 の 「 該 期 の 土 器 群 は 全 体 と し て 浅 間

山 を 中 心 と し た 環 浅 間 山 地 域 で 同 様 の 土 器 様 相 を 呈 す る こ と 」 を 指 摘 し た 上 で 、 当 時

は ま だ 「 郷 土 式 」 と い う 用 語 が 使 わ れ て い な か っ た が 、「 特 に 第 １ 段 階 と し た 様 相 は
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御 代 田 町 宮 平 遺 跡 の 資 料 に 酷 似 し て い る 」 と し 、 佐 久 系 土 器 の 典 型 例 と さ れ た 鱗 状 短

沈 線 を 充 填 し た 土 器 と の 共 通 性 を 強 調 し た 。 本 遺 跡 の 出 土 遺 物 の 様 相 は 、 坪 井 遺 跡 の

第 １ 段 階 と し た そ れ と 合 致 し 、 そ の 中 で も 曽 利 式 の 影 響 を 色 濃 く 残 す こ と か ら 古 相 を

示 す 一 括 資 料 で あ る と 考 え ら れ る 。 今 回 、「 栃 倉 式 」 や 「 串 田 新 式 」 な ど 越 後 系 土 器

の 影 響 が 窺 わ れ る 個 体 、「 郷 土 式 」 の １ 期 に 含 ま れ る 可 能 性 の 高 い 個 体 を 再 確 認 で き

た こ と 収 穫 で あ っ た 。 本 遺 跡 出 土 土 器 群 は 信 州 系 ・ 越 後 系 の 影 響 す る 型 式 の 中 の 主 文

様 や 施 文 技 法 な ど 、 そ れ ぞ れ 個 性 的 な 要 素 が 選 択 的 に 混 じ っ た 様 相 を 呈 し て お り 、 い

わ ゆ る 「 唐 草 文 系 土 器 」 や 「 栃 倉 式 」 と 「 郷 土 式 」 と の 分 離 が 現 段 階 で は 曖 昧 で 、 不

十 分 な 内 容 と な っ て し ま っ た こ と は 否 め な い 。

　 末 筆 な が ら 本 遺 跡 と 出 土 遺 物 の 日 常 管 理 を し て い た だ い て お り 、 保 存 修 理 事 業 や 再

整 理 調 査 に 快 く 協 力 し て い た だ い た 塩 野 英 介 ・ 通 子 両 氏 に 感 謝 申 し 上 げ た い 。

註
（ １ ） 本 稿 で は 土 器 型 式 と し て 定 義 付 け が 確 立 し て お ら ず 、 曖 昧 な 部 分 を 含 む 暫 定 的 な 呼 称 と し て 「 」 を 付 し て

　   記 述 し た 。「 唐 草 文 系 土 器 」・「 栃 倉 式 」 も 同 様 で あ る 。 長 野 県 北 佐 久 郡 御 代 田 町 宮 平 遺 跡 出 土 土 器 （ 大 井

      1994）の 鱗 状 短 沈 線 を 特 徴 と し た も の を 典 型 例 と し て「（ 仮 称 ）佐 久 系 土 器 」（ 百 瀬 1991・2004）と 呼 ん で い た が 、

     長 野 県 小 諸 市 郷 土 遺 跡 出 土 土 器 （ 桜 井 2000） を も と に 「 佐 久 系 土 器 」 を 包 括 し て 「（ 仮 称 ） 郷 土 式 土 器 」 が 　

　  提 唱 さ れ た （ 桜 井 2001）。「 郷 土 式 」 に 関 し て は 曽 利 式 ・「 唐 草 文 系 土 器 」 と 対 比 し て 、「 唐 草 文 土 器 」 と の 　  

　 分 別 が 課 題 と さ れ た が （ 川 崎 　 2001）、 綿 田 弘 美 氏 を 中 心 に 型 式 設 定 に 向 け て 積 極 的 に 取 り 扱 い 、 研 究 を 深 化

　  さ せ て い る （ 川 崎 2011 ／ 桜 井 2011 ／ 綿 田 2003 ・ 2009 ・ 2011 ・ 2013）。

（ ２ ）「 唐 草 文 系 土 器 」 は 中 部 高 地 縄 文 土 器 集 成 の 際 に は じ め て そ の 用 語 を 使 用 し て い る （ 長 崎 他 1979）。 以 来 多   

     く の 研 究 者 に よ り 論 考 が 書 か れ て い る （ 三 上 1988 ／ 櫛 原 1999 ／ 百 瀬 2003 ／ 吉 川 2008 な ど ） が 定 義 さ れ た 土

　 器 様 相 の 範 囲 が 広 く 、 千 曲 川 流 域 に 分 布 す る 「 栃 倉 式 」・「 郷 土 式 」 の 一 部 も 含 ん で い た よ う で あ る 。 長 野 県

　 中 野 市 千 田 遺 跡 で 出 土 し た 該 期 土 器 の 中 で は 「 樽 形 深 鉢 」 で 「 大 ぶ り の 羽 状 沈 線 を 地 文 と し 、 横 位 羽 状 に 施

　 文 さ れ る 」 も の が 選 択 的 に 認 め ら れ て い る   （ 綿 田 他 2013）。 本 稿 で は 三 上 氏 の ３ 分 類 に 準 拠 し て い る 。

（ ３ ）「 栃 倉 式 」 は 以 前 は 「 栃 倉 類 型 」 と 呼 称 し 、 い わ ゆ る 馬 高 式 の 後 続 段 階 と し て の 「 栃 倉 Ⅱ 式 」（ 藤 田 他

　 1961） を 指 す が 、 長 野 県 中 野 市 千 田 遺 跡 （ 綿 田 他 2013） で 出 土 し た 栃 倉 Ⅱ 式 の 変 化 形 の 一 群 も 含 ん で い る 。

　 ま た 筆 者 が 以 前 「 越 後 系 大 木 式 」 と し て い た も の は 体 部 破 片 で の 「 栃 倉 式 」 と の 峻 別 は 困 難 と 思 わ れ る 。

（ ４ ） 曽 利 式 は 甲 府 盆 地 を 中 心 に 分 布 す る 土 器 で あ る が 、 加 曽 利 Ｅ 式 と 対 比 す る よ う に 古 く か ら 研 究 さ れ て き た

　（ 武 藤 1962 ／ 藤 森 ・ 武 藤 1964 ／ 末 木 1984 ・ 1988 ／ 山 形 1996 ・ 1997 ／ 櫛 原 2008 な ど ）。 中 心 分 布 地 は 本 遺 跡

　 と は 距 離 的 に 遠 く 離 れ 、 本 地 域 は 外 縁 地 域 で あ る が そ の 影 響 が 観 察 さ れ る 点 は 注 目 さ れ る 。

（ ５ ）「 郷 土 式 」 の 変 遷 に つ い て は 綿 田 氏 の ６ 期 区 分 （ 綿 田 2008） が こ れ ま で の 到 達 点 と い え る 。 こ の 中 で １ 期

　 は 埋 甕 な ど の 単 独 出 土 の 大 形 土 器 が 多 く 、 そ の 様 相 を 把 握 す る た め に は 住 居 出 土 土 器 な ど 共 伴 関 係 に よ る 追

　 認 作 業 が 必 要 に な る で あ ろ う 。「 郷 土 式 」 に つ い て は 浅 間 山 南 麓 で の 検 討 が 進 ん で い る が 、 北 麓 の 本 地 域 で も

　 群 馬 県 西 域 の 該 期 土 器 様 相 に 触 れ る 中 で 「 唐 草 文 系 土 器 か ら 郷 土 式 土 器 へ 移 行 す る 地 域 は 群 馬 県 西 部 に あ り 、

　 横 壁 中 村 遺 跡 や 坪 井 遺 跡 の よ う に 、 唐 草 文 系 土 器 が 主 体 の 地 域 で 行 わ れ た と 考 え る 」 と し た （ 関 根 2008）。 ま

　 た 「 整 理 段 階 」 と し た 上 で 、 吾 妻 川 中 地 域 の 中 期 中 葉 ～ 後 葉 土 器 群 の 様 相 が 検 討 さ れ て い る （ 山 口 2013a b ・

　 2015）。 綿 田 氏 の １ ～ ４ 期 と 対 応 し た 第 １ 段 階 ～ 第 ４ 段 階 を 設 定 し 、 第 １ 段 階 で は 「「 郷 土 式 」 の 典 型 例 を 見

　 な か っ た が 、「 栃 倉 式 」 の 変 化 形 と の 共 伴 を 背 景 に 、 体 部 に 太 い 短 沈 線 を 施 す 例 や 曽 利 Ⅱ 式 の 器 形 と 主 幹 文 様

　 と の 近 似 性 を 基 礎 に し た 、 体 部 短 沈 線 施 文 を す る 個 体 を 「 郷 土 式 」 の 前 駆 形 態 に 位 置 付 け 」、 長 野 県 域 と の 時
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　 期 差 を 考 え る べ き か を 課 題 と し た 。 こ う い っ た 姿 勢 は 重 要 で い つ も 見 習 わ な け れ ば な ら な い と 痛 感 し て い る 。

　 八 ッ 場 ダ ム 事 業 に 伴 う 発 掘 調 査 報 告 書 が 完 了 し た 段 階 で 再 考 し な け れ ば な ら な い 課 題 の 一 つ と 認 識 し て い る 。

（ ６ ） 串 田 新 式 は 富 山 県 射 水 郡 大 門 町 串 田 新 遺 跡 出 土 土 器 を も と に 設 定 さ れ た 型 式 で （ 湊 1951）、 北 陸 地 方 に 広

　 く 分 布 す る 当 該 期 土 器 群 で あ る （ 寺 崎 2003 ・ 狩 野 2008）。 口 縁 部 文 様 に 隆 帯 間 刺 突 文 が 多 様 さ れ 、 本 個 体 と の

　 関 係 が 注 目 さ れ る 。 串 田 新 式 に 後 出 す る 沖 ノ 原 式 （ 江 坂・渡 辺・薮 下 1977） で は 口 縁 部 の 加 飾 隆 帯 を 特 徴 と し 、

　 そ の 一 つ に 隆 線 間 刺 突 や 「 溝 底 刺 突 沈 線 」（ 佐 藤 1999） が あ り 、 越 後 地 域 で 継 続 的 に 選 択 さ れ て い た 施 文 技 法

　 と い え よ う 。 沖 ノ 原 遺 跡 の 立 地 す る 新 潟 県 中 魚 沼 郡 津 南 町 は 本 遺 跡 と は 三 国 山 脈 を 隔 て た 位 置 関 係 に あ る 。

（ ７ ） 山 内 清 男 の ３ 分 類 （ 山 内 1940） を は じ め と し て 、 一 連 の 研 究 の 到 達 点 と し て の 神 奈 川 考 古 同 人 会 に よ る シ

　 ン ポ ジ ウ ム 、 い わ ゆ る 神 奈 川 編 年 （ 山 本 ・ 戸 田 1980 ／ 戸 田 1981） と 埼 玉 県 の 中 期 土 器 全 般 を 再 検 討 し た 、 い

　 わ ゆ る 埼 玉 編 年（ 谷 井 1982）が あ る 。前 者 は 算 用 数 字 、後 者 は ロ ー マ 数 字 を 用 い て 表 記 す る こ と で 区 分 し て お り 、

　 口 縁 部 文 様 帯 の 有 無 に よ る 時 期 差 の 問 題 で 両 者 に ズ レ が 生 じ て い る 。 本 稿 で は 前 者 に 準 拠 し た 。
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第 32 図　出土遺物実測図 6（1/3）
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第 33 図　出土遺物実測図７（1/3）
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第 34 図　出土遺物実測図８（1/3・1/2）
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第 35 図　出土遺物実測図９（1/3）
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母
・

石
英

・
角

閃
石

・
白

色
粒

暗
褐

／
に

ぶ
い

赤
褐

口
縁

部
～

体
部

70
％

残
存

県
史

№
6

28
-1

2
37

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

20
.7

）
／

（
26

.8
）

／
－

橋
状

把
手

。
区

画
文

、
LR

縄
文

。
内

面
は

上
部

は
横

位
ミ

ガ
キ

、
下

部
は

横
位

ナ
デ

。
良

好
角

閃
石

・
長

石
・

白
色

粒
・

雲
母

に
ぶ

い
赤

褐
／

褐
口

縁
部

40
％

残
存

県
史

№
25

29
-1

3
37

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

23
.7

）
／

23
.2

／
－

楕
円

文
、

横
位

沈
線

蕨
手

文
。

不
規

則
に

２
～

３
条

の
横

位
沈

線
。

RL
縄

文
縦

位
回

転
施

文
後

、
3

条
単

位
縦

位
沈

線
、

蛇
行

懸
垂

文
。

内
面

は
口

縁
部

付
近

は
横

位
ミ

ガ
キ

、
体

部
は

縦
位

斜
位

ミ
ガ

キ
。

良
好

白
色

粒
・

石
英

・
角

閃
石

浅
黄

橙
／

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
部

90
％

、
体

部
30

％
残

存
県

史
№

3・
19

29
-1

4
37

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

11
.5

）
／

＜
33

.6
＞

／
－

渦
巻

文
、

楕
円

文
、

RL
縄

文
。

内
面

は
横

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
黒

色
粒

・
白

色
粒

・
角

閃
石

褐
灰

／
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
55

％
残

存
県

史
№

2

29
-1

5
37

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

5.
7）

／
＜

10
.8

＞
／

－
口

縁
部

文
様

帯
は

１
条

の
隆

帯
で

区
画

。
LR

縄
文

、
沈

線
文

。
内

面
は

、
内

傾
部

は
横

位
ナ

デ
、

以
下

外
傾

部
は

横
位

ミ
ガ

キ
後

斜
位

ミ
ガ

キ
。

良
好

白
色

粒
・

角
閃

石
・

小
礫

明
赤

褐
／

赤
褐

口
縁

部
～

頸
部

20
％

残
存

29
-1

6
38

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

31
.1

）
／

－
／

－
U

字
文

、
渦

巻
文

、
綾

杉
状

沈
線

、
斜

位
沈

線
。

内
面

は
横

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
砂

粒
・

石
英

・
雲

母
・

角
閃

石
に

ぶ
い

赤
褐

／
に

ぶ
い

橙
体

部
～

底
部

付
近

ほ
ぼ

完
存

炉
付

近
か

ら
出

土
と

の
記

述
が

県
史

に
あ

り
、

炉
体

土
器

か
。

県
史

№
10

29
-1

7
38

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

34
.2

）
／

－
／

10
.8

腕
骨

文
。

渦
巻

文
。

U
字

文
。

隆
帯

断
面

は
三

角
形

、
台

形
、

弧
状

の
三

種
類

。
縄

文
は

LR
と

RL
の

両
方

が
存

在
。

底
部

網
代

痕
不

明
瞭

。
内

面
は

横
位

ミ
ガ

キ
。

良
好

白
色

粒
・

石
英

・
角

閃
石

に
ぶ

い
橙

／
に

ぶ
い

褐
頸

部
～

底
部

90
％

残
存

県
史

№
9

29
-1

8
38

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

8.
1）

／
－

／
－

蛇
行

隆
帯

、
蕨

手
文

、
渦

巻
文

。
内

面
は

斜
位

ミ
ガ

キ
。

良
好

角
閃

石
・

雲
母

・
白

色
粒

に
ぶ

い
赤

褐
／

に
ぶ

い
黄

褐
体

下
半

部
30

％
残

存
県

史
№

23

29
-1

9
38

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

11
.4

）
／

－
／

－
LR

縄
文

、
J字

文
、

蛇
行

沈
線

。
内

面
は

横
位

調
整

後
縦

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
角

閃
石

・
白

色
粒

赤
褐

／
黒

褐
体

下
半

部
30

％
残

存
県

史
№

18

29
-2

0
38

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

11
.7

）
／

－
／

－
RL

縄
文

施
文

後
に

沈
線

文
。

内
面

は
横

位
調

整
後

、
縦

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
角

閃
石

・
雲

母
橙

／
黒

褐
体

下
半

部
30

％
残

存
県

史
№

17

29
-2

1
38

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

8.
4）

／
－

／
＜

7.
0

＞
RL

縄
文

施
文

後
に

３
条

単
位

沈
線

。
内

面
は

横
位

ミ
ガ

キ
。

底
部

無
紋

。
良

好
白

色
粒

・
角

閃
石

赤
褐

／
褐

灰
体

下
半

部
～

底
部

20
％

残
存

県
史

№
20

30
-2

2
38

縄
文

土
器

・
浅

鉢
（

10
.5

）
／

＜
49

.8
＞

／
－

口
唇

部
肥

厚
。

内
外

面
と

も
横

位
ミ

ガ
キ

。
内

外
面

の
凹

部
な

ど
に

僅
か

に
赤

彩
が

残
る

。
器

面
の

状
況

を
最

大
限

考
慮

し
て

図
示

し
た

。
良

好
白

色
粒

・
角

閃
石

・
石

英
に

ぶ
い

赤
褐

口
縁

部
80

％
残

存
県

史
№

12

30
-2

3
38

縄
文

土
器

・
浅

鉢
（

9.
4）

／
＜

44
.0

＞
／

－
口

唇
部

肥
厚

。
外

面
は

横
位

ミ
ガ

キ
。

凹
部

な
ど

に
僅

か
に

赤
彩

の
痕

跡
を

残
残

る
。

器
面

の
状

況
を

最
大

限
考

慮
し

て
図

示
し

た
。

外
面

は
横

位
ナ

デ
後

ミ
ガ

キ
。

良
好

白
色

粒
・

長
石

褐
／

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
部

20
％

残
存

30
-2

4
38

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

8.
3）

／
－

／
－

口
唇

部
や

や
肥

厚
。

蛇
行

横
位

隆
帯

。
良

好
赤

色
粒

・
白

色
粒

暗
褐

／
褐

破
片

資
料

（
口

縁
部

）

30
-2

5
38

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

8.
2）

／
－

／
－

口
唇

部
肥

厚
。

内
外

面
と

も
横

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
角

閃
石

・
砂

粒
・

雲
母

褐
／

灰
褐

破
片

資
料

（
口

縁
部

）



82

挿
図
N
O
.
図
版
N
O
.

器
　
　
　
種

法
量
（
器
高
／
口
径
／
底
径
）（
㎝
）

特
　
　
　
　
　
　
　
徴
（
形
態
・
手
法
等
）

焼
　
成

胎
土
・
材
質
等

色
調
（
外
面
／
内
面
）

備
　
　
　
　
　
　
考

30
-2

6
38

縄
文

土
器

・
鉢

（
4.

7）
／

－
／

－
内

外
面

と
も

横
位

ミ
ガ

キ
。

良
好

砂
・

赤
色

粒
黒

褐
／

暗
褐

破
片

資
料

（
口

縁
部

）

30
-2

7
38

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

9.
6）

／
－

／
－

波
状

口
縁

。
口

唇
部

肥
厚

、
2

条
単

位
隆

帯
。

突
起

状
装

飾
。

内
面

は
横

位
ナ

デ
。

良
好

角
閃

石
・

雲
母

・
長

石
に

ぶ
い

褐
／

黒
褐

破
片

資
料

（
口

縁
部

）

30
-2

8
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

10
.3

）
／

－
／

－
口

唇
部

肥
厚

。
刺

突
列

、
剣

先
状

文
。

内
面

は
横

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
雲

母
・

角
閃

石
灰

褐
／

明
赤

褐
破

片
資

料
（

口
縁

部
）

県
史

№
21

30
-2

9
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

4.
9）

／
－

／
－

口
縁

部
横

位
有

刻
隆

帯
。

内
面

は
横

位
ミ

ガ
キ

。
雲

母
を

多
量

に
含

む
。

良
好

雲
母

・
角

閃
石

・
赤

色
粒

灰
褐

破
片

資
料

（
口

縁
部

）

30
-3

0
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

4.
0）

／
－

／
－

横
位

ミ
ガ

キ
。

内
面

は
口

縁
部

横
位

隆
帯

、
横

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
角

閃
石

明
褐

／
に

ぶ
い

褐
破

片
資

料
（

口
縁

部
）

30
-3

1
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

13
.9

）
／

－
／

－
隆

線
。

有
刻

横
位

隆
帯

。
区

画
文

。
斜

行
沈

線
。

良
好

雲
母

・
角

閃
石

・
赤

色
粒

褐
／

に
ぶ

い
褐

破
片

資
料

（
口

縁
部

～
体

部
）

30
-3

2
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

7.
1）

／
－

／
－

口
唇

部
肥

厚
。

RL
縄

文
施

文
後

沈
線

区
画

。
隆

帯
。

内
面

は
横

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
角

閃
石

黒
褐

／
明

黄
褐

破
片

資
料

（
口

縁
部

）

30
-3

3
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

5.
7）

／
－

／
－

口
唇

部
横

位
沈

線
。

RL
縄

文
施

文
後

に
沈

線
区

画
。

内
面

は
横

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
角

閃
石

・
砂

粒
暗

赤
褐

／
に

ぶ
い

黄
褐

破
片

資
料

（
口

縁
部

）

30
-3

4
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

9.
5）

／
－

／
－

籠
目

文
、

剣
先

状
文

。
内

面
は

横
位

ミ
ガ

キ
。

良
好

角
閃

石
・

白
色

粒
橙

／
明

赤
褐

破
片

資
料

（
体

部
）

県
史

№
22

30
-3

5
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

6.
9）

／
－

／
－

籠
目

文
、

懸
垂

文
。

内
面

は
横

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
白

色
粒

・
角

閃
石

黒
褐

／
に

ぶ
い

赤
褐

破
片

資
料

（
体

部
）

県
史

№
26

30
-3

6
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

6.
4）

／
－

／
－

垂
下

沈
線

、
刺

突
文

。
内

面
は

斜
位

・
横

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
角

閃
石

・
白

色
粒

明
赤

褐
／

黒
褐

破
片

資
料

（
底

部
直

上
体

部
）

県
史

№
27

31
-3

7
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

15
.0

）
／

＜
14

.6
＞

／
－

RL
縄

文
。

内
面

は
横

位
ミ

ガ
キ

。
口

縁
以

下
5㎝

ほ
ど

の
と

こ
ろ

に
φ

6㎜
の

補
修

孔
。

良
好

繊
維

・
角

閃
石

・
小

礫
黄

褐
／

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
部

～
体

部
30

％
残

存
前

期
県

史
№

1

31
-3

8
38

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

9.
4）

／
－

／
－

菱
形

羽
状

縄
文

。
内

面
は

横
位

ナ
デ

。
良

好
小

礫
・

繊
維

灰
褐

破
片

資
料

（
体

部
）

県
史

№
14

31
-3

9
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

5.
8）

／
－

／
－

横
位

回
転

RL
縄

文
。

内
面

は
横

位
ナ

デ
。

良
好

繊
維

・
石

英
・

角
閃

石
・

白
色

粒
灰

褐
／

に
ぶ

い
褐

破
片

資
料

（
体

部
）

県
史

№
13

31
-4

0
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

3.
7）

／
－

／
－

LR
付

加
縄

文
。

内
面

は
横

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
石

英
・

白
色

粒
・

繊
維

橙
／

灰
褐

破
片

資
料

（
体

部
）

31
-4

1
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

5.
3）

／
－

／
－

羽
状

縄
文

。
内

面
は

横
位

ナ
デ

。
良

好
小

礫
・

白
色

粒
・

繊
維

褐
灰

／
灰

黄
褐

破
片

資
料

（
体

部
）

31
-4

2
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

4.
9）

／
－

／
－

RL
の

付
加

縄
文

。
内

面
は

横
位

ミ
ガ

キ
。

良
好

白
色

粒
・

石
英

・
繊

維
に

ぶ
い

褐
／

褐
灰

破
片

資
料

（
体

部
）

31
-4

3
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

6.
3）

／
－

／
－

RL
縄

文
。

内
面

は
ナ

デ
。

内
面

下
部

に
炭

化
痕

。
良

好
白

色
粒

・
砂

粒
・

繊
維

灰
褐

／
灰

黄
褐

破
片

資
料

（
体

部
）

31
-4

4
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

4.
2）

／
－

／
－

外
面

は
RL

付
加

縄
文

。
内

面
は

横
位

ミ
ガ

キ
。

良
好

白
色

粒
・

石
英

・
角

閃
石

・
繊

維
に

ぶ
い

赤
褐

／
褐

灰
破

片
資

料
（

体
部

）

31
-4

5
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

10
.4

）
／

＜
15

.6
＞

／
－

LR
縄

文
。

内
面

は
横

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
白

色
粒

・
角

閃
石

・
長

石
褐

／
暗

褐
口

縁
部

～
体

部
40

％
残

存

31
-4

6
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

5.
4）

／
＜

8.
6

＞
／

－
RL

縄
文

。
内

面
は

横
位

ミ
ガ

キ
。

良
好

白
色

粒
・

小
礫

に
ぶ

い
黄

褐
／

暗
褐

口
縁

部
20

％
残

存

31
-4

7
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

6.
9）

／
－

／
－

斜
位

条
線

、
波

状
文

、
押

引
文

、
円

形
刺

突
文

。
内

面
は

斜
位

ミ
ガ

キ
。

良
好

角
閃

石
・

石
英

に
ぶ

い
黄

橙
／

灰
褐

破
片

資
料

（
体

部
）

県
史

№
15

31
-4

8
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

5.
8）

／
－

／
－

口
唇

部
斜

刻
文

。
外

面
に

沈
線

文
。

内
面

は
横

位
ミ

ガ
キ

。
良

好
雲

母
・

白
色

粒
黒

褐
／

に
ぶ

い
黄

橙
破

片
資

料
（

口
縁

部
）

県
史

№
16

31
-4

9
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

2.
6）

／
－

／
－

蛇
行

隆
帯

、
沈

線
文

。
内

面
は

横
位

ミ
ガ

キ
。

良
好

角
閃

石
・

白
色

粒
・

長
石

に
ぶ

い
赤

褐
／

灰
褐

破
片

資
料

（
口

縁
部

）

31
-5

0
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

4.
2）

／
－

／
＜

10
.6

＞
内

外
面

と
も

ナ
デ

。
底

面
は

4-
4-

2
の

網
代

圧
痕

。
良

好
白

色
粒

・
小

礫
黄

橙
／

褐
灰

底
部

60
％

残
存

県
史

№
30

31
-5

1
39

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

9.
0）

／
－

／
－

波
状

口
縁

。
刺

突
列

、
渦

巻
文

。
内

面
は

2
条

単
位

横
位

沈
線

、
横

位
ミ

ガ
キ

調
整

。
良

好
角

閃
石

・
雲

母
黒

褐
／

橙
極

暗
破

片
資

料
（

口
縁

部
）

県
史

№
28

31
-5

2
40

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

11
.0

）
／

－
／

－
口

縁
部

2
条

単
位

横
位

隆
帯

。
沈

線
区

画
文

。
RL

縄
文

。
内

面
は

横
位

ミ
ガ

キ
。

良
好

角
閃

石
・

赤
色

粒
・

白
色

粒
・

雲
母

赤
褐

／
褐

破
片

資
料

（
口

縁
部

～
体

部
）

後
期

31
-5

3
40

縄
文

土
器

・
深

鉢
（

8.
9）

／
－

／
－

口
唇

部
内

屈
、

円
形

刺
突

文
。

無
紋

。
内

面
は

横
位

ミ
ガ

キ
後

縦
位

磨
き

。
横

位
並

行
沈

線
。

良
好

角
閃

石
・

長
石

黒
褐

破
片

資
料

（
口

縁
部

～
体

部
）

後
期

県
史

№
29
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器
　
　
　
種

法
量
（
器
高
／
口
径
／
底
径
）（
㎝
）

特
　
　
　
　
　
　
　
徴
（
形
態
・
手
法
等
）

焼
　
成

胎
土
・
材
質
等

色
調
（
外
面
／
内
面
）

備
　
　
　
　
　
　
考

31
-5

4
40

土
師

器
・

坏
＜

5.
6

＞
／

＜
14

.0
＞

／
6.

0
右

回
転

ロ
ク

ロ
成

型
。

外
面

は
ロ

ク
ロ

ナ
デ

。
内

面
は

ミ
ガ

キ
。

内
面

黒
色

処
理

。
底

部
回

転
糸

切
り

。
酸

化
焔

・
良

好
赤

色
粒

・
白

色
粒

灰
黄

褐
／

黒
20

％
残

存

32
-5

5
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
9.

4
／

幅
4.

2
／

厚
2.

2
重

さ
10

4g
。

平
形

。
刃

部
先

端
部

縁
、

階
段

状
剥

離
。

－
黒

色
頁

岩
－

完
存

32
-5

6
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
（

6.
5）

／
幅

4.
4

／
厚

1.
5

重
さ

59
g。

平
形

。
－

頁
岩

－
70

％
残

存

32
-5

7
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
（

6.
0）

／
幅

4.
4

／
厚

1.
8

重
さ

59
g。

平
形

。
刃

部
擦

痕
。

直
交

す
る

線
条

痕
。

側
面

部
に

素
材

の
扁

平
礫

自
然

面
残

存
。

－
黒

色
頁

岩
－

70
％

残
存

32
-5

8
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
（

6.
7）

／
幅

4.
0

／
厚

1.
9

重
さ

54
g。

平
形

。
裏

側
刃

部
付

近
に

刃
部

ほ
ぼ

直
交

擦
痕

様
使

用
痕

。
－

安
山

岩
－

80
％

残
存

32
-5

9
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
11

.7
／

幅
6.

6
／

厚
2.

2
重

さ
16

9g
。

平
バ

チ
形

。
表

裏
に

や
や

斜
め

と
交

差
す

る
線

条
痕

。
－

安
山

岩
－

完
存

32
-6

0
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
（

7.
7）

／
幅

4.
4

／
厚

2.
0

重
さ

75
g。

平
バ

チ
形

。
－

黒
色

頁
岩

－
80

％
残

存

32
-6

1
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
13

.0
／

幅
6.

2
／

厚
2.

8
重

さ
19

6g
。

平
バ

チ
形

。
安

山
岩

－
完

存
県

史
№

31

32
-6

2
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
12

.1
／

幅
5.

2
／

厚
2.

3
重

さ
12

2g
。

平
バ

チ
形

。
－

黒
色

頁
岩

－
完

存
県

史
№

32

32
-6

3
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
10

.9
／

幅
5.

4
／

厚
2.

2
重

さ
45

0g
。

平
バ

チ
形

。
刃

部
使

用
痕

。
－

安
山

岩
－

完
存

県
史

№
34

32
-6

4
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
9.

4
／

幅
4.

7
／

厚
1.

5
重

さ
85

g。
平

バ
チ

形
。

刃
部

に
光

沢
及

び
、

刃
部

直
交

線
条

痕
。

－
安

山
岩

－
完

存

32
-6

5
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
9.

4
／

幅
5.

3
／

厚
1.

8
重

さ
93

g。
平

バ
チ

形
。

刃
部

に
直

交
又

は
斜

位
線

条
痕

、
使

用
欠

損
、

摩
耗

あ
り

。
－

安
山

岩
－

完
存

32
-6

6
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
9.

2
／

幅
4.

2
／

厚
1.

7
重

さ
70

g。
平

バ
チ

形
。

刃
部

先
端

周
縁

光
沢

痕
。

－
黒

色
頁

岩
－

ほ
ぼ

完
存

32
-6

7
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
（

7.
7）

／
幅

4.
1

／
厚

1.
8

重
さ

75
g。

平
バ

チ
形

。
基

部
欠

損
。

－
黒

色
頁

岩
－

80
％

残
存

32
-6

8
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
10

.2
／

幅
4.

8
／

厚
1.

7
重

さ
94

g。
平

バ
チ

形
。

片
面

自
然

劣
化

剥
落

。
－

安
山

岩
－

60
％

残
存

33
-6

9
40

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
8.

2
／

幅
4.

3
／

厚
1.

8
重

さ
65

g。
平

バ
チ

形
。

－
安

山
岩

－
完

存

33
-7

0
41

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
（

8.
2）

／
幅

4.
5

／
厚

1.
8

重
さ

79
g。

平
バ

チ
形

。
刃

部
欠

損
。

－
安

山
岩

－
70

％
残

存

32
-7

1
41

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
（

5.
2）

／
幅

3.
0

／
厚

1.
2

重
さ

22
g。

平
バ

チ
形

。
刃

部
欠

損
。

－
デ

イ
サ

イ
ト

－
70

％
残

存

33
-7

2
41

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
9.

0
／

幅
4.

9
／

厚
1.

3
重

さ
66

g。
平

バ
チ

形
。

－
黒

色
頁

岩
－

80
％

残
存

県
史

№
33

33
-7

3
41

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
7.

6
／

幅
4.

7
／

厚
2.

0
重

さ
72

g。
平

バ
チ

形
。

被
熱

全
体

に
受

け
、

変
色

変
質

。
－

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
－

ほ
ぼ

完
存

33
-7

4
41

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

か
長

6.
3

／
幅

3.
7

／
厚

1.
0

重
さ

19
g。

平
バ

チ
形

。
－

黒
色

頁
岩

－
完

存

33
-7

5
41

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
14

.8
／

幅
10

.9
／

厚
3.

1
重

さ
45

0g
。

平
大

バ
チ

形
。

－
安

山
岩

－
完

存
県

史
№

37

33
-7

6
41

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
10

.3
／

幅
4.

2
／

厚
1.

5
重

さ
94

g。
平

細
形

。
表

裏
と

も
刃

部
先

端
に

直
交

す
る

微
細

線
条

痕
及

び
使

用
摩

耗
光

沢
痕

＋
階

段
状

剥
離

。
－

安
山

岩
－

ほ
ぼ

完
存

33
-7

7
41

打
製

石
斧

類
・

打
製

石
斧

長
6.

6
／

幅
4.

2
／

厚
1.

2
重

さ
66

g。
分

銅
形

。
－

安
山

岩
－

50
％

残
存

　
基

部
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器
　
　
　
種

法
量
（
器
高
／
口
径
／
底
径
）（
㎝
）

特
　
　
　
　
　
　
　
徴
（
形
態
・
手
法
等
）

焼
　
成

胎
土
・
材
質
等

色
調
（
外
面
／
内
面
）

備
　
　
　
　
　
　
考

33
-7

8
41

打
製

石
斧

類
・

打
斧

未
成

品
長

（
8.

6）
／

幅
7.

0
／

厚
3.

4
重

さ
26

2g
。

平
分

銅
形

。
失

敗
品

。
－

黒
色

頁
岩

－
70

％
残

存

33
-7

9
41

打
製

石
斧

類
・

打
斧

未
成

品
か

長
12

.5
／

幅
9.

9
／

厚
3.

8
重

さ
31

2g
。

凸
形

。
－

安
山

岩
－

完
存

34
-8

0
41

打
製

石
斧

類
・

打
斧

未
成

品
か

長
8.

5
／

幅
6.

9
／

厚
2.

2
重

さ
12

4g
。

凸
型

か
。

－
安

山
岩

－
完

存

34
-8

1
41

打
製

石
斧

類
・

削
器

Ａ
長

6.
6

／
幅

4.
2

／
厚

1.
1

重
さ

27
g。

片
刃

－
黒

色
頁

岩
－

完
存

34
-8

2
41

打
製

石
斧

類
・

削
器

Ａ
長

7.
1

／
幅

3.
5

／
厚

0.
9

重
さ

18
.1

g。
両

刃
－

黒
色

頁
岩

－
完

存
県

史
№

35

34
-8

3
41

打
製

石
斧

類
・

削
器

Ａ
長

11
.0

／
幅

5.
5

／
厚

0.
9

重
さ

35
g。

錯
向

。
刃

が
付

け
ら

れ
て

い
る

も
の

の
、

あ
ま

り
加

工
さ

れ
て

い
な

い
。

－
黒

色
頁

岩
－

完
存

34
-8

4
41

そ
の

他
・

磨
製

石
斧

か
長

7.
3

／
幅

3.
4

／
厚

1.
1

重
さ

42
g。

－
ホ

ル
ン

フ
ェ

ル
ス

－
完

存

34
-8

5
41

そ
の

他
・

磨
製

石
斧

長
6.

6
／

幅
5.

9
／

厚
2.

3
重

さ
15

6g
。

－
蛇

紋
岩

－
50

％
残

存

34
-8

6
41

剥
片

石
器

類
・

石
匙

長
4.

9
／

幅
7.

2
／

厚
1.

1
重

さ
30

.6
g。

横
型

－
チ

ャ
ー

ト
－

完
存

県
史

№
36

34
-8

7
42

剥
片

石
器

類
・

二
次

加
工

の
あ

る
剥

片
長

2.
6

／
幅

2.
3

／
厚

1.
0

重
さ

4.
7g

。
－

黒
耀

石
－

完
存

34
-8

8
42

剥
片

石
器

類
・

二
次

加
工

の
あ

る
剥

片
長

3.
4

／
幅

1.
9

／
厚

0.
8

重
さ

4.
8g

。
－

黒
耀

石
－

完
存

34
-8

9
42

剥
片

石
器

類
・

二
次

加
工

の
あ

る
剥

片
長

2.
1

／
幅

2.
2

／
厚

0.
7

重
さ

2.
2g

。
－

黒
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№ 文　　献 備　　考

１ 山崎義男　1954『群馬県長野原町勘場木　石器時代竪穴住居阯について』 本章第２節

２ 県立長野原高校新聞部　1955「郷土史跡めぐり（一）勘場木石器時代住居跡」『長野原分校新聞』創刊号 第 15 図

３ 塩野新一　1972『群馬県吾妻郡長野原町（群馬県史跡指定）勘場木遺跡』　 本章第３節

４ 長野原町　1976「勘場木遺跡」『長野原町誌』上巻 山崎概報引用

５ 相川徹子　1977「浅間火山博物館と吾妻川沿岸の遺跡について」『関東の史跡と文化財』第 369 号　関東史跡会

６ 桜岡正信　1988「勘場木遺跡」『群馬県史』資料編１ 本章第４節

７ 長野原町教育委員会　1989「勘場木石器時代住居跡」『長野原町の文化財』　

８ 上毛新聞記事「外からでも観察 OK  長野原の勘場木住居跡保存用の新覆屋が完成」　平成 3 年 4 月 14 日
９ 池田政志　1999「勘場木石器時代住居跡」『群馬県遺跡大辞典』上毛新聞社

10 富田孝彦　2001「勘場木石器時代住居跡」『群馬県の史跡（原始古代編）』群馬県教育委員会 本章第５節

11 長野原町公民館大津分館　2004「石器時代の住居跡」『写真集「大津のあゆみ」』

12 上毛新聞社・（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団編　2005『群馬の遺跡・2　縄文時代』 施設紹介

13 奈良文化財研究所文化遺産部遺跡整備研究室編　2013　「勘場木石器時代住居跡」『遺構露出展示に関する調査研究報
告書』

第４章　勘場木石器時代住居跡関連文献集成

　 第 １ 節    概 　 要

　 勘 場 木 石 器 時 代 住 居 跡 は 発 見 以 来 、 概 報 は さ れ て い る も の の 本 報 告 は さ れ て い な

い 。 こ こ で は こ れ ま で 本 住 居 跡 に 関 連 す る 文 献 を 集 成 し た 。 新 聞 記 事 も 含 め る と 13

点 を 確 認 す る こ と が で き た （ 第 ８ 表 ）。 そ の う ち ４ 点 を 再 収 録 す る 。 文 献 は 全 文 を 掲

載 す る こ と を 旨 と す る が 、 山 崎 氏 報 告 の 引 用 は 一 部 省 略 し た 。 さ ら に 旧 字 体 は 新 字 、

漢 数 字 は 西 洋 数 字 に 置 き 換 え て 、読 点 、改 行 を 施 し 、読 み に く い 漢 字 は 平 仮 名 に 直 し 、

明 ら か な 誤 植 は 訂 正 し 、 読 者 の 便 宜 を 図 っ た 。 ま た キ ャ プ シ ョ ン が 無 い も の は こ ち ら

で 便 宜 上 作 成 し た 。

第８表　勘場木石器時代住居跡関連文献一覧

　 第 ２ 節    『群 馬 県 長 野 原 町 勘 場 木 石 器 時 代 堅 穴 住 居 阯 に つ い て』

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 群 馬 県 文 化 財 専 門 委 員 　

山 崎 義 男 

１ 　 は し が き
　 本 遺 跡 は 昭 和 28 年 暮 、 吾 妻 郡 長 野 原 町 大 字 大 津 勘 場 木 438 番 地 の 畑 地 を 田 圃 に な

す 為 に 、 土 地 所 有 者 塩 野 要 造 氏 と 、 そ の 子 息 新 一 氏 が 開 墾 し て い る 際 、 遇 然 一 完 形 土

器 を 発 見 し た の に 興 味 を 覚 え 、 引 継 い で 発 堀 を 続 け て い る 内 、 偶 々 住 居 趾 の 西 南 部 を

発 見 し た の で 、 な お 続 行 し て 本 年 （ 昭 和 29 年 ） １ 月 、 堅 穴 を 完 全 に 露 出 せ し め た の

で あ る 。 そ こ で 同 町 教 育 長 桜 井 東 介 氏 が 来 橋 し て 、 県 会 図 書 室 長 萩 原 進 氏 に そ の 旨 報

告 し た 。  萩 原 氏 か ら そ の 報 告 は 私 に 伝 え ら れ た の で 、 早 速 １ 月 23 日 、24 日 両 日 現 場

に 赴 き 、 発 見 者 塩 野 氏 、 桜 井 氏 両 家 の 御 厚 意 に 依 り 大 雪 の 内 を 容 易 に 遺 蹟 遺 物 を 調 査

す る 事 が 出 来 、 不 完 全 な が ら こ の 報 告 文 を 書 く こ と が 出 来 た の で あ る 。
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　 ２ 　 所 在 地
府 県 道 中 之 条 上 田 線 は 、 吾 妻 川 の 左 岸 沿

い に 走 る 吾 妻 郡 の 幹 線 で あ る が 、 長 野 原 町

大 津 に て 二 又 に 分 岐 し 、 本 線 は 鹿 沢 方 面 に 向

い 、 右 す る 分 線 は 約 10 ㎞ で 草 津 温 泉 に 達 す

る が 、 こ の 道 路 に 沿 っ て 右 折 す る と す ぐ の 部

落 が 字 勘 場 木 で あ る 。 本 遺 跡 は 県 道 か ら 北 方

約 300 ｍ ば か り 右 に 入 っ た 畑 地 に あ り 、 南 西 部 は 限 界 が 開 け て い て 、 東 南 部 に 小 渓 俗

称 大 津 用 水 が 流 下 し （ 現 在 の 水 路 は 人 口 に 依 っ た も の だ が 、 全 然 新 ら し い 水 路 で な い

事 は 竪 穴 発 掘 に 際 し こ の 附 近 の 地 下 か ら 多 数 の 川 砂 利 が 発 見 さ れ て い る 点 で 推 測 で き

る ） 東 北 部 は 山 に 囲 ま れ て い て 、 日 当 り の よ い 突 出 台 地 を な し て い る 。  標 高 は 750 ｍ

程 度 と 思 考 さ れ る 。 ５ 万 分 の 地 図 で 位 置 を 求 め る な ら 、 小 字 名 勘 場 木 と 記 載 さ れ て い

る ヶ 所 の 「 場 」 と い う 字 の 附 近 に 一 軒 屋 が あ る 。 そ れ が 塩 野 氏 の 宅 で 、 そ の 東 部 畑 地

に 堅 穴 が 発 見 さ れ た の で あ る 。

　 ３ 　 住 居 址
　 住 居 趾 の 西 南 部 は 、 図 示 の 通 り 遇 然 発 堀 に 際 し 、 周 壁 は 取 崩 さ れ て 不 明 で あ る が 、 

底 面 の ロ ー ム の 堅 結 状 態 か ら し て そ の 境 界 は 容 易 に 判 断 で き る の で あ る が 、 住 居 趾 の

平 面 は 平 均 約 ４ ｍ 50㎝ の 近 似 円 形 を な し て い る 。 表 土 は 約 50㎝ 程 度 の 黒 色 土 で あ り 、

そ れ に 続 い て 黄 色 粘 土 層 と な り 、 そ の 層 に 堀 り 込 ん で 住 居 趾 が 出 来 て い る 。 注 意 さ れ

る の は 北 か ら 南 に 向 っ て 図 示 A~A 断 面 の 如 く 約 3 度 の 勾 配 で 底 面 が 傾 斜 し て い る 点 と

北 部 周 壁 は 床 面 か ら 約 40㎝ に 近 く 深 堀 さ れ て い る が 、 南 部 に 向 う に 従 い そ の 深 さ を

減 じ て い る 点 で あ り 、 こ れ は ロ ー ム の 自 然 勾 配 上 に 底 面 を 定 め て 、 北 部 の み 深 く ロ ー

ム 層 を 堀 り 下 げ 、 南 部 は 勾 配 の 変 化 に 従 い 殆 ん ど 無 壁 と な し た 如 く 築 造 さ れ た も の の
如 く 、 所 謂 片 堀 り 型 の 堅 穴 式 住 居 趾 で あ っ て 、 こ う し

た 例 は 神 奈 川 県 横 浜 市 青 ヶ 台 遺 跡 、 本 県 で は 多 野 郡 藤

岡 町 光 徳 寺 裏 遺 跡 等 で 、 如 実 に そ の 類 似 を 知 る の で あ

る 。

　 周 湟 は 東 北 部 の み に 発 見 さ れ た が 、 底 面 の 高 所 か ら

端 を 発 し 、 南 部 の 最 低 部 で そ の 巾 と 深 さ を 増 し て い る

事 は 、 排 水 の 理 に 従 っ て い る 如 く 推 思 さ れ る 。 炉 趾 と

し て 確 認 出 来 る の は 図 面 中 央 記 号 14 で あ る が 、 長 径

約 70 ㎝ 、 短 径 約 60 ㎝ の 近 似 矩 形 を な し 灰 お よ び 木 炭

を 発 見 し た 。 近 接 13 号 は 長 径 約 50 ㎝ 、 短 径 約 40 ㎝

の 楕 円 形 を な し 、 こ れ も 灰 を 伴 っ た の で あ る が 、 近 接

し て 二 ヶ の 炉 の 必 要 も 考 え ら れ な い し 、 底 面 及 周 壁 の

状 態 か ら し て 重 複 し た 堅 穴 住 居 址 と も 考 え ら れ な い の

で 、 此 の 場 合 炉 趾 と し て 断 定 出 来 難 く 一 応 疑 問 と し た

第 43 図　位置図

第 44 図　住居址
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い 。 15 号 は 長 径 １ ｍ 30㎝ , 短 径 １ ｍ 10㎝ の 楕 円 形 を し た 凹 部 で あ る が 、 こ う し た 凹

部 は こ の 種 堅 穴 住 居 址 に は 往 々 見 受 け ら れ る も の の 如 く 、 強 い て 推 測 す る な ら 所 謂 貯

蔵 所 と も 考 え ら れ よ う 。

　 柱 穴 は 12 ヶ あ り 、 そ の 形 状 は 図 示 表 の 如 く で あ る 。 そ の 内 記 号 1、 2、 3、 7、 10、

12 の ６ 孔 を 主 柱 と 推 定 す る と 大 体 等 間 隔 で あ り 、 そ の 各 孔 の 規 模 か ら し て も 妥 当 性

が 多 い 。

　 尚 出 入 口 は 底 面 の こ う 配 か ら し て も 、 小 柱 の 存 在 か ら し て 特 に そ の 部 分 の 構 造 が 複

雑 で あ っ た ろ う と 想 像 さ れ る 点 よ り 南 面 即 ち 柱 孔 3 と 7 の 間 で は あ る ま い か 。

　 ４ 　 遺 　 物
　 石 　 器

　 住 居 趾 か ら 安 山 岩 製 石 棒 断 片 長 30㎝ 、 径 11㎝ の も の が 出 土 し て い る 。 そ の 他 は 短

冊 形 に 類 す る 長 10㎝ 、 巾 ３ ～ ４ ㎝ 程 度 の 打 斧 が 数 個 出 土 し て い る が 、 石 質 は 主 と し て

砂 岩 で 、 又 安 山 岩 製 の も の も 見 受 け ら れ た 。 黒 曜 石 破 片 が ３ 、 ４ ヶ 出 土 し て い る が 、

そ れ に よ る 完 形 品 は な か っ た 。

　 土 　 器

　 完 形 し て い る の は 唯 １ ヶ で 高 16㎝ 、 口 径 12㎝ の 甕 で 、 平 底 径 ７ ㎝ 、 頸 と 胴 と の 境

界 部 径 ８ ㎝ 、 器 厚 ５ ㎜ 、 黒 褐 色 を 呈 し 口 頸 部 は 無 文 、 胴 と 頸 と の 接 合 す る 部 分 に ２ 条

の 隆 線 が 取 巻 き 、 肩 部 か ら 以 下 は 荒 目 の 右 撚 左 傾 縄 文 が 一 面 に 附 さ れ て い る 。 小 形 甕

で そ の 特 徴 を 把 握 出 来 難 い が 本 ヶ 所 の 土 器 片 か ら 推 定 し て 加 曽 利 Ｅ 2 式 類 似 と 思 考

さ れ る 。

　 土 器 片

　 土 器 片 を 大 別 し て 南 関 東 地 方 の 編 年 を 標 準 と す れ ば 、 加 曽 利 Ｅ 式 の 新 、 旧 2 式 、 堀

の 内 式 の 新 、 旧 ２ 式 に 区 分 さ れ る 如 く 考 察 さ れ る 。 次 に そ れ ぞ れ 各 形 式 の 土 器 片 に つ

い て 記 載 す る 。

　 Ａ 　 加 曽 利 Ｅ 1 式

　 甕

　 共 通 点 と し て は 口 頸 部 が 無 文 で あ る 。 肩 部 か ら 以 下 は 全 面 に 左 傾 縄 文 の あ る も の と 

箆 描 矢 羽 根 形 沈 線 で 埋 め ら れ た も の と ２ 種 類 あ る 。 勝 坂 式 類 似 波 型 隆 線 文 が 頸 と 胴 の

接 合 部 に 張 り 付 け ら れ た も の 、 又 は 同 上 形 を し た 所 謂 垂 飾 的 文 様 を 胴 部 に 張 付 け た

も の 、 頸 胴 接 続 部 に ２ 条 の 隆 起 線 を 囲 ら し 、 蕨 手 状 渦 文 を 前 同 垂 飾 的 手 法 で 胴 部 に 張

付 け た 類 、 又 勝 坂 式 に 見 ら れ る 籠 目 式 と 呼 ば れ る 手 法 を 用 い た も の 、 即 ち 粘 土 の 細 紐

を 土 器 面 に 張 付 け る か わ り に 半 載 竹 管 で 土 器 面 に 隆 起 の 連 続 を 作 り そ の 上 に そ の 線 と

斜 向 し て 細 紐 を 荒 目 に 張 付 け た も の 等 で 、 焼 成 は 大 方 よ く 赤 褐 色 又 は 黒 褐 色 を 呈 し 、

胎 土 は 荒 々 し く 器 厚 ８ ㎝ 程 度 、全 般 に 隆 線 は 未 だ 衰 え ず 、勝 坂 式 の 余 韻 が 残 っ て い る 。
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　 深 　 鉢

　 同 一 器 と 推 定 さ れ る 破 片 が 数 片 あ っ た が 、 仲 々 復 元 は 困 難 と 思 わ れ た 。 そ れ に よ れ

ば 口 縁 部 が く 字 形 に 内 曲 し 胴 部 は 長 円 筒 形 を 呈 し 、 口 縁 部 の 上 下 隆 起 線 間 は 箆 描 沈 線

に て 、 所 々 に 上 下 隆 線 を 結 合 さ せ る 環 状 の 盛 り 上 っ た 把 手 が あ り 、 そ の 尖 端 は 口 縁 を

波 形 に 変 化 さ せ て い る 。頸 部 は 無 文 で 胴 部 は 竹 管 文 の 刻 目 の あ る ２ 条 の 隆 線 が 廻 っ て 、 

そ れ か ら 端 を 発 し た 渦 巻 の 垂 飾 的 隆 線 で 区 分 さ れ 、 そ の 内 部 は 箆 描 矢 羽 根 沈 線 で 埋 め

ら れ て い る 。 厚 ８ ㎜ 、 黒 褐 色 を 呈 し 器 面 は 金 雲 母 を 、 胎 土 に 長 石 紛 を 含 ん で い る 阿 玉

台 式 と 勝 坂 式 の 両 方 に 類 似 の 点 が あ る 哉 に 考 え ら れ る 。

　B 　 加 曽 利 E 2 式

　 前 記 小 形 甕 が 該 当 さ れ る 。

　 深 　 鉢

　 口 縁 部 上 下 ２ 隆 起 線 を 所 々 で 渦 巻 で 区 切 っ て 、 そ の 内 部 を 箆 描 沈 線 、 又 は 水 平 に 近

い 傾 斜 縄 文 で 埋 め て い る 。  胴 部 は 沈 線 で 区 分 し て 、 そ の 内 に 左 傾 斜 縄 文 を 認 め ら れ

る も の も あ る 。 厚 ８ ㎜ 程 度 。

　 浅 　 鉢

　 口 縁 く 字 形 に 外 曲 し 、 胎 土 は 長 石 紛 を 含 み 、 荒 々 し い が 、 焼 成 甚 だ よ く 、 し か も 内

外 器 面 よ く 研 磨 さ れ 赤 褐 色 を 呈 し 口 縁 部 内 面 は 、 丹 塗 り で あ る 。 表 面 に 文 様 は な い 。

厚 ８ ㎜ 。

　C 　 堀 之 内 1 式

　 深 　 鉢

　 口 縁 部 に 粘 土 帯 を 囲 ら し そ の 為 に 口 唇 部 断 面 は 三 角 形 を な し て い る 。 帯 表 面 は 箆

で 、 刻 目 を 附 し て い る 。  厚 ５ ～ ７ ㎜ 程 度 、 黒 褐 色 で 胴 部 に 箆 描 沈 線 で 三 角 形 渦 巻 状

模 様 の あ る も の 、 又 は ２ 条 の 沈 線 が 胴 部 を 取 巻 い て 、 そ れ か ら 所 々 に ２ 条 の 沈 線 が 垂

下 し て 区 間 を 作 り 、 そ の 内 を 荒 々 し い 右 斜 縄 文 で 埋 め ら れ た も の も あ る 。

　D 　 堀 之 内 2 式

　 深 　 鉢

　 口 縁 所 々 に 小 隆 起 把 手 あ り 、 そ の 表 裏 面 に １ ヶ の 渦 巻 沈 線 を 描 き 、 口 唇 は 箆 で 鋸 歯

形 に き ざ み 目 を つ け て い る 。 土 器 把 手 表 面 渦 巻 文 か ら 下 方 に ３ 条 の 沈 線 が 垂 飾 的 模 様

に 描 か れ て い る 。 ５ ㎜ 程 度 の 薄 手 で 赤 褐 色 を 呈 し 焼 成 は よ い 。

　 ５ 　 あ と が き
　 長 野 原 町 大 字 大 津 に は 、 こ の 遺 跡 の 他 、 同 じ 文 化 圏 に 字 二 軒 屋 、 字 立 石 等 あ る が 、 

総 て 勘 場 木 に 続 い て 草 津 街 道 に 面 し た 東 南 面 の 突 出 台 地 で あ る 。 従 っ て こ の 種 堅 穴 式

住 居 趾 は 従 来 出 土 の 例 に み て も 群 集 し て 存 在 す る 可 能 性 が あ る 。

　 又 土 器 に よ る 編 年 は ４ 通 り に 分 類 さ れ 、 厳 密 に 云 え ば ４ 文 化 期 が 重 複 し て い る 訳 だ

が 、 出 土 状 態 か ら 云 っ て 別 に 層 位 的 相 違 は 無 い も の の 如 く 、 従 っ て 出 土 量 の 比 較 的 多
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い 加 曽 利 E1~2 式 の 文 化 圏 に 属 す る 住 居 趾 と 認 め て 支 障 な い も の と 思 う 。 尚 同 町 横 壁

で は か つ て 敷 石 住 居 趾 が 発 見 さ れ た 由 で あ る が 、 然 り と せ ば こ れ は む し ろ 堀 之 内 式 に

属 す る も の と 考 え ら れ い ず れ に し ろ 石 器 時 代 中 期 末 か ら 後 期 初 頭 に か け て 、 吾 妻 川 沿

岸 、 長 野 原 を 中 心 と し て 相 当 な 集 落 が 営 な ま れ た 事 は 推 測 さ れ る 。 最 後 に 今 度 注 目 さ

れ る 点 と し て 、 隣 接 長 野 県 文 化 と の 交 流 地 と し て 最 も 重 要 な 場 所 で あ り 、 こ の 附 近 か

ら 県 界 方 面 は 一 層 研 究 さ れ る べ き で あ る 。（ 完 ）

　 第 ３ 節    『群 馬 県 吾 妻 郡 長 野 原 町 勘 場 木 遺 跡 調 査 （概 報）』

　 群 馬 県 勘 場 木 遺 跡 の 縄 文 式 土 器 に つ い て
１ ．

中 部 山 岳 地 帯 に お け る 縄 文 文 化 に 対 す る 一 般 的 な 認 識 と 理 解 は 、 戦 前 よ り の 尖 石 遺

跡 、 戦 後 ま で 調 査 し た 井 戸 尻 遺 跡 の 資 料 に 基 く 場 合 が 多 い 。 と こ ろ が 長 野 県 東 信 濃 区

に お い て 、 軽 井 沢 南 石 堂 、 小 諸 郷 土 、 小 諸 氷 、 埴 科 幅 田 等 の 遺 跡 調 査 に よ っ て 新 た な

遺 構 遺 物 の 発 見 と 調 査 が な さ れ 、（ 註 1） こ こ に 従 来 の 見 解 を 大 い に 発 展 さ せ る 必 要

が 生 じ て 来 て い る 。 本 稿 は こ う し た 中 に あ っ て 、 特 に 、 勘 場 木 遺 跡 出 土 の 土 器 に つ い

て ふ れ 、 当 該 上 信 国 境 地 方 及 び そ の 周 辺 に お け る 縄 文 文 化 研 究 の 一 資 料 に 供 そ う と す

る も の で あ る 。

　 勘 場 木 遺 跡 は 、 群 馬 県 吾 妻 郡 長 野 原 町 大 字 大 津 字 勘 場 木 438 番 地 と そ の 台 地 周 辺

に あ っ て 、 昭 和 初 年 塩 野 要 造 氏 に よ っ て 注 視 さ れ 昭 和 29 年 に 山 崎 義 男 氏 等 で 発 掘 調

査 が 行 わ れ 、 そ の 概 要 は す で に 考 古 学 年 報 （ 註 2） 等 に よ っ て 報 告 さ れ て い る 。 し か

第 45 図　住居跡実測図
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し 、 こ れ 等 の 報 告 に お い て は 土 器 そ の も の に つ い て の 記 述 は 紙 数 等 の 関 係 か ら 決 し て

充 分 な も の で は な か っ た 。 従 っ て そ の 詳 報 は す で に 各 方 面 か ら 期 待 さ れ て い た も の で

あ る 。

※ 群 馬 県 下 で は 、 古 墳 時 代 に 至 り 、 東 国 最 大 の 古 墳 分 布 地 域 と し て 栄 え た 。 こ と に

縄 文 時 代 遺 跡 を 紹 介 す る に 隣 県 、 長 野 県 方 面 の 文 献 等 も 参 照 し 、 上 信 国 境 の う ち こ と

に 信 州 側 の 縄 文 時 代 遺 跡 を 付 し て 参 考 資 料 と し た 。

２ ．
　 上 信 国 境 の 本 県 界 に は 縄 文 遺 跡 多 く 、 佐 久 地 方 渓 谷 性 遺 跡 の 立 地 と 相 共 通 す る 環

境 に あ る 。 勘 場 木 遺 跡 で は こ と に そ の 性 格 が 強 く 、 遺 跡 の 所 在 す る 附 近 は 、 白 根 山 

（2.164m） の 南 麓 、 白 根 硫 黄 鉱 山 に 源 を な す 遅 川 が 流 入 す る 吾 妻 川 の 南 岸 に 位 置 し 、

標 高 約 700m を 計 る 。 附 近 の 遺 跡 は 縄 文 遺 跡 ば か り で な く 、 吾 妻 川 下 流 で は 弥 生 時 代

の 岩 櫃 山 、 鷹 ノ 巣 洞 窟 、 道 心 穴 、 蝦 夷 穴 遺 跡 群 等 は 弥 生 式 で も 古 式 に 属 す る 墳 址 と し

て 著 名 で あ り 、 該 期 の 土 器 は 、 浅 間 連 峯 を 隔 て た 南 佐 久 郡 月 夜 平 、 上 の 原 、 佐 久 市 深

掘 遺 跡 か ら も 検 出 さ れ 、 種 々 問 題 点 が 上 げ ら れ て い る 。（ 註 3）

　 さ て 先 行 す る 弥 生 文 化 に 両 県 相 共 通 し た 土 器 の 存 す る 事 を 指 摘 し つ つ 、 次 の 縄 文 文

化 を 概 観 し て み た い 。 長 野 原 町 附 近 の 主 要 遺 跡 は 表 1 （ 第 ９ 表 ） の 如 く で あ り 、 当 地

方 で は 発 掘 調 査 少 な く 、 相 急 な 判 断 は さ け た い が 、 吾 妻 川 上 流 域 は 、 河 川 に 沿 っ た 分

番号 時期 所在 地図 地目 立地 遺品
1387 縄文 大字横壁字中村 草津 畑・水田 平地 摩石斧、石匙、石鏃、土器片（中期）

88 〃 大字横壁字東平 〃 平地 石器片、土器片（中期）
89 〃 大字与喜屋小字下田 〃 平地 石斧、土器片（前期）（晩期）
90 〃 大字与喜屋小字本村 〃 畑・宅地 傾斜地 土器片（前・中・後期）
91 〃 大字与喜屋小字上ノ平 〃 畑 〃 石槍、盃、石錐、土器片（中・後期）
92 〃 大字応桑小字小宿 〃 畑・宅地 平地 土器片（前期）
93 〃 大字大津 〃 水田 平地 石斧、土器片（前・中・後期）
94 〃 大字大津小字勘場木 〃 水田 傾斜地 土器（加曽利 E、堀之内）石器
95 〃 大字立石 〃 畑 平地 磨製石斧、石錐、石匙、石鏃、（中期）
96 〃 大字林小字下田 〃 畑 傾斜地 石匙、土器片（中・後期）
97 〃 大字林小字大村 〃 〃 〃 石鏃、石斧、土器片（中・後期）
98 〃 大字川烏湯小字原畑 〃 〃 土器（群大史学研保管）

第 46 図　群馬県吾妻郡長野原町大津・勘場

　　　　木遺跡周辺遺跡の分布（1:20,000）

布 状 況 に あ り 、 渓 谷 性 と 称 し て も 良 い 。 た だ 浅 間

山 の 火 口 よ り 北 東 部 一 帯 は 大 き く 白 紙 と な っ て い

る が 、 天 明 三 年 の 大 噴 火 に よ る 泥 川 が 流 下 し 、 吾

妻 川 一 帯 に も 及 ん だ と い わ れ る 。 こ れ が 今 日 の 六

里 ヶ 原 を 形 成 し て い る 。 ま た 上 信 国 境 は 火 山 活 動

の 泥 流 堆 積 ば か り で な く 、 火 山 噴 出 物 の 浮 石 流 の

堆 積 も み て お り 、 火 山 活 動 と 遺 跡 の 立 地 の 上 か ら

も 話 題 に も な っ て い る （ 註 4） 火 山 活 動 の 姿 は 煙

が 恋 歌 と な り 古 典 に 登 載 さ れ 、 さ ら に 時 期 が 下

り 、 浅 間 修 験 熊 野 修 験 の 霊 場 と も な っ た 。 こ の 事

は 私 達 の 祖 先 は 大 昔 か ら 高 山 大 岳 に は 神 霊 が し づ

ま り 給 う と い う 信 仰 を 持 ち 、 そ う し た 山 の 神 々 は
第９表　吾妻郡長野原町遺跡一覧表
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地 方 の 守 護 神 で あ り 、 鎮 護 の 神 と し て あ つ い 崇 敬 が 捧 じ ら れ て い た 。 こ の 様 な 山 岳 信

仰 の 源 は 山 に お け る 素 朴 な 人 々 の 生 活 の 上 に 欠 く こ と の 出 来 な い 水 を 恵 み 、 ま た 山 々

か ら む ら が る 雲 ・ 霧 は 時 に な っ て 雨 と な り 、 あ る い は 雪 と な っ て 気 候 を や わ ら げ 、 流

れ 出 て 大 地 を 潤 し 沃 野 を 作 り 、 滋 雨 を も た ら し て こ そ 五 穀 を 稔 ら せ 生 活 の 上 に 豊 か な

恩 恵 を も た ら し た 。 ま た 時 に は 雷 鳴 、 霖 雨 、 暴 風 、 洪 水 の 脅 威 と な っ て 人 々 に せ ま っ

て き た 。 そ こ で 人 々 は 礼 を 尽 し て 神 慮 を 慰 め 己 を 逃 れ ん と し た し 、 感 謝 と 祈 願 と の 信

仰 を 深 め て 山 が 信 仰 の 対 象 と な り 、 あ る い は 峠 路 で も 同 様 で あ っ た 。 上 野 国 神 名 帳 に

正 一 位 浅 間 大 明 神 が 銘 記 さ れ て い る が そ れ で あ る 。 ま た そ れ と 別 の 修 験 、 熊 野 修 験 が

伝 え ら れ 、 利 根 川 支 流 一 帯 総 数 359 の 社 の 分 布 を み て い る 。（ 註 5） こ と に 峠 の 熊 野

社 は 景 行 天 皇 40 年 10 月 熊 野 三 社 を 勧 請 し た と い い 、 日 本 武 尊 を 男 神 、 伊 邪 那 美 命 を

女 神 の 夫 婦 神 で あ っ た と い わ れ 、 こ の 社 に は 大 正 年 度 故 永 峯 光 寿 調 査 官 、 調 査 に か か

わ る 正 応 元 年 壬 辰 卯 月 8 日 銘 の 鐘 が 伝 え ら れ 、 音 の 聞 ゆ 地 方 に 正 応 の 鐘 恋 し や の 伝 承

が 生 じ た と い わ れ る 。（ 註 6）

　 さ て 、 上 信 国 界 の 遺 跡 の 立 地 及 び 環 境 に つ い て 概 観 し 、 両 県 地 域 に 於 け る 文 化 様 相

の 共 通 性 を 述 べ 、 遺 跡 で の 古 代 人 の 生 活 と 浅 間 火 山 が 共 存 し て い る 事 に 触 れ つ つ 勘 場

本 遺 跡 に つ い て ふ れ て ゆ き た い 。 遺 跡 の 所 在 す る 台 地 か ら は 、 西 南 方 に 浅 間 山 が 遠 望

さ れ る 。

３ ．
   勘 場 木 遺 跡 の 概 略 は 、 山 崎 義 男 氏 「 石 器 時 代 堅 穴 住 居 址 に つ い て 」 の 原 稿 が あ り 、

第 47 図　 群馬県勘場木遺跡住居址（1:200）

番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 F1 F2
名称 柱穴 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 炉址 炉址
直径 27 33 32 26 18 21 20 19 30 23 20 25
深さ 51 42 45 25 11 34 40 10 36 48 40 70 21 32
摘要 灰出土 灰木炭出土

第 10 表　住居址柱穴一覧表（㎝）

土 器 分 類 は 再 整 理 を 必 要 と す る が 、 遺

跡 の 性 格 を 知 る 上 で 全 文 を 再 録 す る 。

（ 註 ７ ）

　 ※ 前 節 で 掲 載 し て い る の で 省 略 し 、

文 章 に 合 わ せ て 作 成 し た 図 面 は 掲 載 す

る 。

　1、 は し が き

　2、 所 在 地 （ 第 46 図 ）

　3、 住 居 趾 （ 第 47 図 ）

　4、 遺 物

　 　 石 　 器 （ 第 48 図 ）

　 　 土 　 器 （ 第 49・50 図 ）
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　 以 上 が 山 崎 氏 調 査 所 見 で 、 氏 は こ の 翌 年 、 つ ま り 昭 和 30 年 5 月 ～ 9 月 に か け 軽 井

沢 町 境 新 田 と 松 井 田 入 山 の 峠 路 の 入 山 峠 に て 祭 祀 遺 跡 の 調 査 発 見 に あ た っ て い る 頃

で 、 当 時 の 成 果 よ り 該 期 文 化 の 諸 問 題 点 を 指 摘 し て お り 、 そ の 後 20 年 程 経 過 し た 現

状 の 資 料 に て 、 遺 跡 を 再 度 整 理 し た い 。

第 48 図 　勘場木遺跡住居址出土石器 （1 : 5）

第 49 図 　勘場木遺跡住居址出土土器（その 1） （1 : 5）
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第 50 図　勘場木遺跡住居址出土土器（その 2）（1 : 4）

４ ．

　 さ て 、 千 曲 川 上 流 地 域 に お け る 縄 文 後 ・ 晩 期 遺 跡 の 分 布 と 、 配 石 状 遺 構 の 伴 出 遺 跡

の 分 布 状 況 を 集 計 し て み る と 、 そ れ か ら 本 地 方 で は そ の 遺 跡 の 立 地 が 、 流 域 に 沿 っ

て お り 河 岸 台 地 と な っ て い る 。 こ れ 等 の 遺 跡 で の 既 出 土 製 品 及 び 土 偶 の あ り 方 に つ い

て は 、 桐 原 健 氏 が 問 題 点 を 述 べ て い る 。 そ の 後 調 査 の 行 わ れ た 本 地 域 で の 遺 跡 よ り 、

遺 構 状 況 の 事 実 を 示 し 、 再 整 理 を し て み た い 。
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 （ １ ） 浦 屋 敷 遺 跡 ＜ 小 諸 市 加 増 浦 屋 敷 ＞
　 昭 和 28 年 発 掘 調 査 が 行 わ れ 、 遺 構 は 東 西 9m、 南 北 7.3m の ほ ぼ 円 形 プ ラ ン を な し 、

敷 石 住 居 址 で あ り 、 二 ヶ 所 調 査 さ れ て い る 。 イ 号 址 は か な り 覚 乱 が み ら れ 敷 石 は 断 続

し て 一 石 の 上 に 二 石 が 重 な り 、 よ く 旧 態 が 示 さ れ て い る 。 範 囲 は 3 × 3m の 広 さ で 形

状 は 円 状 な プ ラ ン と な っ て い る 。 東 南 の 隅 み に 炉 址 ら し い 跡 が 残 る 。 東 南 に 径 32㎝ 、

深 さ 30㎝ の ピ ッ ト 遺 構 が あ り 、 与 良 清 氏 は 貯 蔵 穴 か 、 墳 墓 的 な も の か 判 明 し な い と

述 べ て い る 。 遺 物 は 敷 石 面 か ら 凹 石 、 敲 石 、 打 製 石 斧 が 出 土 し て い る 。 ロ 号 址 は イ 号

址 よ り 北 西 地 点 2.4m 離 れ て 位 置 し て 発 見 さ れ た 。 比 較 的 よ く 遺 構 プ ラ ン は 残 り 、 経

約 4.2m の 円 形 敷 石 遺 構 で 、 中 央 部 に 紫 褐 色 を 呈 す る 浮 石 切 石 6 枚 を 楕 円 形 に 並 べ た

も の が あ り 、 径 42㎝ を 計 る 。 炉 の 内 底 に 口 縁 部 を 欠 く 。  素 製 浅 鉢 形 土 器 が 伏 せ ら れ

て い た 。 ま た 敷 石 外 部 端 に は 縁 取 っ て 大 小 の 石 で 斜 め に 埋 め た 境 石 ら し い も の が 弧 を

描 い て い る 。 敷 石 は 鉄 平 石 で は な く 、 自 然 石 を 整 然 と 並 べ た 配 石 が 検 出 さ れ た 。 ま た

こ の 面 よ り 支 那 銭 数 枚 が 出 土 し て い る 。 両 遺 構 と も 鉄 平 石 を 敷 い て そ の 面 は 同 レ ベ ル

と な っ て い る 。 遺 物 と し て は 縄 文 中 期 土 器 片 に 交 り 注 口 土 器 片 、 浅 鉢 形 土 器 等 堀 之 内

式 に 相 当 し て い る 。ま た 小 諸 市 郷 土 遺 跡 で は 、ロ 号 址 遺 構 に 形 態 が よ く 似 て 、一 辺 2.8m

の や や 中 心 ふ く ら み の 方 形 プ ラ ン で 、 火 山 灰 層 を 25㎝ 掘 り 下 げ て 、 そ こ に 1.5~2㎝ の

厚 さ の 鉄 平 石 を 接 合 す る よ う 打 調 し て 敷 き つ め て あ る 。 炉 は ほ ぼ 中 央 部 に あ り 、 一 辺

50㎝ の 方 形 石 囲 炉 と な っ て い る 。 炉 の 内 部 か ら は 炉 か ら は 焼 け た 骨 片 が 出 土 し て い

る 。 柱 穴 と 思 わ れ ピ ッ ト は な か っ た 。 こ の 敷 石 遺 構 住 居 址 の 南 壁 に 接 し て 2.2 × 0.9m

の 長 方 形 プ ラ ン を と る 墓 址 が あ る 。 肩 部 に 石 を 立 て て あ り 、 足 部 に も 石 を 置 き 、 東 側

壁 に も 割 石 を 積 ん で あ る 。 敷 石 住 居 址 か ら は 縄 文 中 期 加 曽 利 E 式 の コ ッ プ 状 形 土 器 、

短 冊 形 打 製 石 斧 、 縄 文 後 期 堀 之 内 式 土 器 片 が 伴 出 し て い る 。 つ ま り 遺 構 は 縄 文 中 期 に

構 築 さ れ 、 住 居 址 に 使 用 さ れ た も の が 後 期 に 至 り 墳 墓 の 跡 を 示 し て い る 。

　 敷 石 遺 構 の 特 異 あ る あ り 方 は 、 敷 石 周 端 に 石 斧 （ 打 製 ） が 立 並 し て 出 土 し こ れ の あ

り 方 は 次 に 記 述 す る 茂 沢 南 石 堂 遺 跡 第 3 地 点 遺 構 と 規 模 プ ラ ン 、 生 活 の あ り 方 が よ

く 類 似 し 、 浅 間 山 と 相 対 す る 位 置 に ピ ッ ト を 構 築 し そ の 上 部 に 集 石 積 し た 遺 構 が 存 す

る 。 さ ら に 望 月 町 協 和 字 吹 上 か ら は 方 形 石 囲 炉 を 伴 い 、 き わ め て 鉄 平 石 を 微 ず か 配 置

し た 敷 石 住 居 址 が 確 認 さ れ て い る 。 時 期 は い づ れ も 縄 文 後 期 土 器 片 が 伴 出 し て い る 。

郡 内 に は こ の 他 石 神 、 宮 平 、 舟 久 保 、 芦 田 古 町 等 か ら 縄 文 後 期 の 配 石 址 が 確 認 さ れ そ

れ 等 は 、 敷 石 遺 構 的 な も の 、 住 居 址 と 思 わ れ る も の が 知 ら れ て い る 。

鹿 曲 川 流 域 　 協 和 に は 今 日 尚 き わ め て 良 質 の 鉄 平 石 の 産 出 を み て い る 。（ 註 8）

（2） 宮 平 遺 跡 ＜ 御 代 田 町 大 字 豊 昇 字 宮 平 ＞
　 御 代 田 町 公 民 館 よ り 東 方 4㎞ に 豊 昇 部 落 が あ る 。 こ の 東 側 丘 陵 50m に 位 置 し 、 部

落 の 南 側 を 湯 川 が 東 西 に 走 り 、こ の 遺 跡 の 台 地 は 標 高 800m で あ る 。 こ の 緩 傾 斜 面 は 、

東 西 200m、 南 北 100m 位 の 長 方 形 台 地 で あ り 、 宮 平 地 籍 附 近 は 、 小 田 井 か ら 豊 昇 よ

り 茂 沢 を 通 過 し 、 入 山 峠 を へ る 道 筋 は 旧 道 で あ り 、 最 も 古 い 古 通 路 の 名 残 り 、 東 山 道

に あ て ら れ て い る 。 こ の 社 は 合 併 で 遷 宮 し 、 今 は 居 住 地 域 で 用 い ら れ た 敷 石 を 高 く 積

み 上 げ た 上 に 、 大 正 3 年 大 井 宅 蔵 氏 の 建 て た 「 春 日 神 社 碑 」 が あ っ て 神 社 址 を 明 ら か
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に し て い る 。

　 宮 平 遺 跡 は 古 く か ら 地 方 人 の 話 題 に も 上 り 、 そ の 出 土 品 も 大 井 氏 が 蒐 集 し た と い わ

れ 、 明 治 12 年 村 誌 に も 「 此 の 畑 中 何 と 申 事 な く 、 祭 器 又 は 古 壺 等 の 粋 げ た る 出 ず 、

亦 右 地 よ り 堀 出 し 候 、 石 器 、 雷 槌 、 雷 斧 、 神 足 石 等 所 有 持 す る も の 有 之 」 と あ る 。 本

遺 跡 の 調 査 は 、 明 治 37 年 同 村 佐 々 木 朝 次 郎 氏 の 発 堀 を 始 め と し 、 大 井 宅 蔵 氏 の 間 歇

的 な 発 堀 、 ま た 昭 和 5 年 6 月 15 日 北 佐 久 教 育 会 と 共 に 軽 井 沢 在 住 の ア イ ヌ 人 研 究 医

師 で 人 類 学 者 で あ っ た M・G・ マ ン ロ ー 博 士 の 発 堀 を へ て 、 昭 和 6 年 八 幡 一 郎 氏 の 調

査 と な っ た 。 氏 は 石 器 時 代 住 居 址 な る 事 を 認 め て 次 に 述 べ て い る 。

　 『 伍 賀 村 の 遺 物 蒐 集 家 大 井 宅 蔵 氏 は 同 村 宮 平 の 遺 物 の 地 下 に は 層 々 石 が 並 ん で い る

の を 実 見 し た 旨 語 っ た 。 宮 平 遺 跡 地 は 湯 川 の 左 岸 久 能 部 落 よ り 一 段 高 い 丘 陵 縁 に 存 し

広 い 範 囲 に わ た っ て 多 量 の 遺 物 が 散 乱 し て い る 。 一 体 に 砂 質 の 耕 地 で 其 一 部 を 掘 り 下

げ る こ と 約 50㎝ に し て 敷 石 面 に 到 達 し た 。 発 堀 区 域 長 さ 約 9m、 幅 約 7m に 亘 っ て 一

面 に 規 則 正 し く 又 不 規 則 に 大 小 の 石 が 敷 き 並 べ て あ っ た 。 規 則 正 し い 部 分 が 多 く 全 体

の 状 況 を 充 分 に 調 査 す る こ と が 不 可 能 で あ っ た 。 諸 所 に 炭 末 が あ り 遺 物 が あ っ た 。 住

居 に あ る べ き 炉 柱 穴 の 如 き 施 設 に は 遭 遇 し な か っ た が 、 敷 石 住 居 址 で あ る こ と は 、 小

県 郡 東 部 町 の 滋 野 寺 の 浦 、 成 立 に 発 見 さ れ た 遺 跡 と 共 通 し 、 …… 』 と 記 し 、 遺 物 は 三

群 に 分 類 さ れ 発 見 さ れ て い る 。

　 本 遺 跡 の 調 査 は 不 充 分 と い え ど 遺 構 が 敷 石 的 な も の で あ っ た こ と は 理 解 で き る 。 附

近 よ り 採 集 さ れ た 遺 品 に は 縄 文 土 器 片 と 共 に 耳 飾 ・ 土 偶 等 の 土 製 品 が 顕 著 な あ り 方 と

な っ て も お り 、 今 後 遺 跡 で の 学 術 調 査 に よ る 成 果 を 待 ち た い 。

（ ３ ） 茂 沢 南 石 堂 遺 跡 ＜ 軽 井 沢 町 大 字 茂 沢 字 南 石 堂 ＞
　 宮 平 遺 跡 よ り 湯 川 上 流 地 点 、 約 2㎞ 東 方 に 沖 積 台 地 の 平 坦 地 が あ る 。 遺 跡 は こ の 台

地 上 800 m × 300m の 南 北 に 長 方 形 を 呈 す る 台 地 全 地 籍 に 所 在 し 、 前 述 宮 平 遺 跡 と 共

に そ の 存 在 は 古 く か ら 知 ら れ 、 石 堂 原 遺 跡 と 記 載 さ れ て き た 。 第 1 ～ 4 地 点 ま で 調 査

を み て い る が 、 遺 跡 の 台 地 の 中 央 部 （ 西 窪 遺 跡 ） 及 び 南 端 部 分 は 調 査 を 見 て お り 、 遺

跡 の 北 端 （ 南 大 原 遺 跡 ） か ら は 多 量 の 縄 文 後 期 の 土 器 片 を み て い る 。

　 こ の 遺 跡 か ら は 縄 文 中 ～ 後 期 に わ た る 配 石 址 、 箱 形 石 棺 、 敷 石 遺 構 が 検 出 さ れ 、 生

活 様 相 が 変 化 に 富 ん で い る 。 ま た 黒 色 土 層 か ら 縄 文 後 期 の 不 整 円 形 の 堅 穴 が 発 見 さ れ

て い る 。

　 土 器 片 の 出 土 量 は 多 く 、東 信 濃 区 該 期 の 遺 跡 の 生 活 史 へ の 問 題 点 が 指 摘 さ れ た 。（ 註

9）

　 第 1 地 点 ・ 配 石 址 は 大 半 環 状 に あ り 、 黒 色 土 層 に 構 築 さ れ 、 推 定 さ れ る 径 は

18.5m、 幅 6.5m を 計 る 。 こ の 下 層 に 敷 石 住 居 址 の 一 部 が 検 出 さ れ て い る 。 配 石 群 に 組

合 わ せ 状 石 棺 あ る い は 鉄 平 岩 石 の 敷 石 を 再 使 用 し た 箱 形 状 石 組 が 5 カ 所 、 他 に 土 拡 状

の も の 等 が み え 、 № 1 か ら は 後 期 の 素 製 浅 鉢 が 伏 せ 、 中 央 部 に は 径 約 20㎝ の 丸 石 が

抱 石 状 態 に 置 か れ て あ っ た 。 № 2 で は 石 囲 い か ら 徴 量 の 骨 粉 が 出 土 し 、 さ ら に こ の

附 近 か ら 注 口 土 器 二 個 体 分 が 出 土 し て い る 。  注 口 土 器 は 加 曽 利 B 期 の も の で あ る が 、

報 告 書 に 記 載 さ れ て い な い の で 少 し ふ れ た い 。 口 径 9. 25㎝ 、 高 さ 17㎝ を 計 り き わ め
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て 固 い 焼 成 良 好 の も の で 、 色 調 は チ ョ コ レ ー ト 色 を な し て い る 。 曲 線 施 文 の 該 期 の 典

型 的 な も の で あ る 。

　 第 2 地 点 の 敷 石 遺 構 下 に は 口 径 80㎝ 、 底 径 40㎝ 、 深 さ 38㎝ の ピ ッ ト が 伴 い 、 そ の

中 に は 堀 之 内 期 の 素 製 浅 鉢 形 土 器 が 上 向 き に 埋 め て あ っ た 。 こ こ よ り 西 に 5.5m 離 れ

た 位 置 に 、 径 1m、 深 さ 0.7m の ピ ッ ト 内 に 石 鬼 、 石 器 が つ ま れ 検 出 さ れ て い る 。 第 3

地 点 、 第 4 地 点 は 、 円 形 敷 石 遺 構 で 東 西 約 4.5m、 南 北 4m で 、 一 部 に 欠 損 が み ら れ る

が ほ と ん ど 鉄 平 石 で あ る 。 中 央 部 に 48 × 56㎝ の 石 囲 い 炉 が あ り 、 底 部 に 径 約 13㎝

の 土 器 が 上 向 き に （ 敷 石 面 下 約 80㎝ 下 に ） 埋 め ら れ て い た 。 こ の 中 か ら は 微 量 の 骨

粉 が 出 土 し 、 さ ら に こ の 石 囲 い 炉 に は 蓋 が あ っ た ら し く 、 そ れ に 相 当 す る 石 が そ ば に

あ っ た 。

　 以 上 、 上 信 国 境 の 縄 文 期 の 遺 跡 を 概 観 し 、 本 遺 跡 と 類 似 し て い る 事 を ふ れ た 。 勘 場

木 遺 跡 周 辺 は 遺 跡 多 く 、 再 度 整 理 し て 扱 っ て み た い と 考 え て い る 。

　 最 後 に 調 査 に あ た っ た 故 山 崎 義 男 ・ 塩 野 要 造 両 氏 の 霊 に 捧 げ る と 共 に 関 係 者 及 び 協

方 者 の 労 に 深 く 感 謝 の 意 を 表 し た い 。

　 尚 、 本 文 の 遺 物 実 測 図 は 土 屋 長 久 が 作 成 し た 。

塩 　 野 　 新 　 一
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             群 馬 県 遺 跡 台 帳 作 成 委 員 会  「 群 馬 県 の 遺 跡 」 昭 38、 110~120 頁 。
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            高 等 小 学 校 編  『 浅 間 山 研 究 』 全 所 収 ）。 今 日 の 考 古 地 理 学 的 見 解 に た ち 修 験 道 遺 跡 を 追 求 し て い る が 遺 品  

            の 記 載 は な い 。

註 6 　 永 峯 光 寿 「 関 東 地 方 の 梵 鐘 の 研 究 」『 国 史 学 会 』 大 正 5。

註 7 　 註 2 に 同 じ 。 群 馬 県 歴 史 研 究 会 編 「 群 馬 の 歴 史 」 昭 45。

註 ８    長 野 県 埋 蔵 文 化 財 調 査 要 覧  （ そ の 1）、 昭 46。

註 9 　 三 上 次 男 、 上 野 佳 也 「 軽 井 沢 茂 沢 南 石 堂 遺 跡 」『 軽 井 沢 町 文 化 財 調 査 報 告  』 昭 43。

　 第 ４ 節 『群 馬 県 史』　 資 料 編 １ 　 原 始 古 代 　 旧 石 器 　 縄 文

64　 勘 場 木 遺 跡 　 　 長 野 原 町 大 津 字 勘 場 木
立 地 吾 妻 川 に 沿 っ て 走 る 国 道 145 号 線 は 、 長 野 原 町 市 街 の 西 ２ ㎞ ほ ど の 大 津 で 上 田

方 向 と 草 津 方 向 に 分 岐 す る 。 本 遺 跡 は こ の 分 岐 点 か ら 草 津 方 向 へ 200 ｍ ほ ど 入 っ た 北

側 の 、 南 傾 す る 小 台 地 上 に 位 置 し て い る （ 第 51 図 ）。 こ の 台 地 は 、 本 白 根 山 か ら 連 な

る 丘 陵 末 端 部 の 浅 い 谷 状 部 分 に せ り 出 し て お り 、 標 高 は 620 ｍ 前 後 で あ る 。 ま た 遺

跡 の 西 側 に 吾 妻 川 支 流 の 遅 沢 川 が 南 流 し 、 南 側 約 600 ｍ に は 吾 妻 川 が 深 い 渓 谷 と な っ

て 東 流 し て い る 。  　
概 要 　 本 遺 跡 の 発 見 は 、 昭 和 28 年 に 土 地 所 有 者 が 畑 地

を 田 圃 に 造 成 中 に １ 個 の 完 形 土 器 を 発 見 し た こ と に 端

を 発 し 、 続 い て 住 居 の 一 部 を 検 出 し 、 翌 29 年 1 月 に は

1 軒 を 完 全 に 露 呈 さ せ る に 至 っ た 。 こ の こ と は 群 馬 県 文

化 財 専 門 委 員 で あ っ た 山 崎 義 男 に 伝 え ら れ 、 同 年 １ 月

23・24 日 の 両 日 に わ た っ て 遺 構・遺 物 の 調 査 が 行 わ れ た 。

こ の 時 の 調 査 報 告 は 山 崎 義 男 に よ っ て ま と め ら れ て い る

（ 本 章 第 ２ 節 ）。

　 な お 、 検 出 さ れ た 住 居 は 昭 和 30 年 １ 月 に 県 指 定 史 跡

と な り 、 住 居 保 存 の た め の 小 屋 が 建 て ら れ て い る 。

　 ま た 、 住 居 出 土 遺 物 中 に 平 安 時 代 後 期 の 土 師 器 が 混

じ っ て い た こ と か ら 、 周 辺 に 当 該 期 の 遺 構 の 存 在 が 予 想 第 51 図　位置図
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さ れ る 。

遺 構 　 検 出 し た 遺 構 は 住 居 １ 軒 だ け で あ る 。 住 居 の 現 状 は 長 年 の 風 化 お よ び 床 面 が 水

田 面 下 で あ る こ と か ら の 水 の 流 入 に よ っ て 柱 穴 な ど の 埋 没 や 壁 の 崩 壊 が 激 し く 、 か ろ

う じ て 12 か 所 の 柱 穴 、 炉 ２ か 所 、 土 壙 １ 基 の 位 置 が 分 か る 程 度 で あ る 。 し た が っ て 、

こ こ に 掲 載 し た 住 居 実 測 図 は 、 現 地 で 実 測 し た も の に 山 崎 の 実 測 図 の デ ー タ を 加 え て

修 正 し た も の で あ る （ 第 52 図 ）。

住 居 調 査 に 関 し て は 、 以 下 山 崎 の 報 文 の 一 部 を 引 用 す る 。

「 住 居 址 の 西 南 部 は 、 図 示 の 通 り 偶 然 発 掘 に 際 し 、 周 壁 は 取 崩 さ れ 不 明 で あ る が 、 底

面 の ロ ー ム の 竪 結 状 態 か ら し て 、 そ の 境 界 は 容 易 に 判 断 で き る の で あ る が 住 居 址 の 平

面 は 平 均 約 ４ ｍ 50㎝ の 近 似 円 形 を な し て い る 。 表 土 は 約 50㎝ 程 度 の 黒 色 土 で あ り 、

そ れ に 続 い て 黄 色 粘 土 層 と な り 、 そ の 層 に 掘 り 込 ん で 住 居 址 が 出 来 て い る 。 注 意 さ れ

る の は 北 か ら 南 に 向 か っ て 図 示 Ａ － Ａ ' 断 面 の 如 く 約 ３ 度 勾 配 で 底 面 が 傾 斜 し て い る

点 と 、 北 側 周 壁 は 床 面 か ら 約 40㎝ に 近 く 深 掘 さ れ て い る が 、 南 部 に 向 か う に 従 い そ

の 深 さ を 減 じ て い る 点 で あ り 、 こ れ は ロ ー ム の 自 然 勾 配 上 に 底 面 を 定 め て 、 北 部 の み

深 く ロ ー ム 層 を 掘 り 下 げ 、 南 部 は 勾 配 の 変 化 に 従 い 殆 ど 皆 無 と な し た 如 く 構 築 さ れ た

も の の 如 く 、 所 謂 片 掘 り 型 の 竪 穴 式 住 居 址 で あ っ て 　 － 中 略 － 　 周 湟 は 東 北 部 の み に

発 見 さ れ た が 底 面 の 高 所 か ら 端 を 発 し 、 南 部 の 最 底 部 で そ の 巾 と 深 さ を 増 し て い る 事

は 、 排 水 の 理 に 従 っ て い る 如 く 推 思 さ れ る 。 炉 址 と し て 確 認 出 来 る の は 図 面 中 央 記 号

14 で あ る が 、 長 径 約 70㎝ 短 径 約 60㎝ の 近 似 矩 形 を な し 、 灰 及 木 炭 を 発 見 し た 。 近 接

13 号 は 長 径 約 50㎝ 、 短 径 40㎝ の 楕 円 形 を

な し 、 こ れ に も 灰 を 伴 っ た の で あ る が 、 近

接 し て ２ ヶ の 炉 が 必 要 も 考 え ら れ な い し 、

底 面 及 周 壁 の 状 態 か ら し て 、 重 複 し た 竪 穴

式 住 居 址 と も 考 え ら れ な い の で 、 此 の 場

合 炉 址 と し て 判 断 出 来 難 く 一 応 疑 問 と し

た い 。 15 号 は 長 径 １ ｍ 30㎝ 、 短 径 １ ｍ 10

㎝ の 楕 円 形 を し た 凹 部 で あ る が 、　 － 中 略

－ 　 所 謂 貯 旧 所 と も 考 え ら れ よ う 。 柱 穴 は

12 ヶ あ り 、 － 中 略 － 　 そ の 内 記 号 １ 、 ２ 、

３ 、 ７ 、 10、 12 の ６ 孔 を 主 柱 と 推 定 す る

と 大 体 等 間 隔 で あ り 、 そ の 各 孔 の 規 模 か ら

し て も 妥 当 性 が 多 い 。 尚 出 入 口 は 底 面 の 勾

配 か ら し て も 、 小 柱 の 存 在 か ら し て 特 に そ

の 部 分 の 構 造 が 複 雑 で あ っ た ろ う と 想 像 さ

れ る 点 よ り 、 南 面 即 ち 柱 孔 ３ 、 ７ の 間 で は

あ る ま い か 。」（ 本 章 第 ２ 節 ）。 以 上 の こ と

か ら 中 央 に 地 床 炉 を 有 す る ６ 本 柱 の 円 形 住

居 で あ っ た こ と が 分 か る 。柱 穴 の 規 模 は（ 直

径 ㎝ × 深 さ ㎝ ）、 P1 （27 × 51）、 P2 （33 × 第 52 図　住居跡実測図　
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42）、 P3 （32 × 45）、 P4 （26 × 25）、 P5 （18 × 11）、 P6 （21 × 34）、 P7 （20 × 40）、

P8 （19 × 10）、 P9 （30 × 36）、 P10 （23 × 48）、 P11 （20 × 40）、 P12 （25 × 70） で 、

こ の う ち 主 柱 穴 と 考 え ら れ る P1 ～ P5・P7・P10・P12 の 深 さ は 、 40 ～ 70㎝ と 径 に 比

し て 深 く し っ か り と し て い る 。

遺 物 器 形 ・ 型 式 の 分 か る 土 器 は 深 鉢 11 点 、 浅 鉢 １ 点 で 、 ほ か は 大 型 の 破 片 で あ る 。

土 器 片 だ け の 遺 物 総 量 は 、 コ ン テ ナ に ２ 箱 分 ほ ど で あ る 。 石 器 は 、 打 製 石 斧 、 石 匙 、

不 定 形 剥 片 石 器 、 磨 り 石 、 敲 き 石 の ほ か に 、 特 殊 遺 物 と し て 石 棒 が １ 点 出 土 し て い る

（ 第 53 ～ 56 図 ）。

　 １ ・13 ～ 15 は 前 期 の 土 器 で あ る 。 １ は 復 元 個 体 で 、 口 径 約 13㎝ 、 残 存 高 約 14.5㎝

の や や 外 反 気 味 に 口 縁 の 開 く 深 鉢 で あ る 。 胎 土 に は 繊 維 を 多 量 に 含 み 、 輪 積 み 痕 が 認

め ら れ る 。 胴 部 は 全 面 RL 多 条 の 縦 位 施 文 で あ る 。 13・14 は 破 片 で 、 胎 土 に 繊 維 を 含

第 53 図　勘場木遺跡の出土土器（１）　
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み 、13 は RL 横 位 、14 は RL の 同 一 原 体 の 施 文 方 向 を 変 え る こ と で 羽 状 縄 文 と し て い る 。

15 は 胎 土 に 繊 維 を 含 ま な い 。 文 様 は 半 截 竹 管 に よ る 平 行 沈 線 お よ び 波 状 沈 線 に 円 形

刺 突 を 施 し て い る 。 前 3 者 は 黒 浜 式 、 後 者 は 諸 磯 ａ 式 に 比 定 さ れ る 。

　16 は 胎 土 に 金 雲 母 片 を 含 み 、 口 縁 部 に 突 起 を 有 し 、 上 部 に 押 圧 を 施 し た 隆 帯 で 区

画 し て い る 。 区 画 内 は 半 截 竹 管 を １ 条 施 し て お り 、 阿 玉 台 式 に 比 定 さ れ る 。

　 ２ は 口 径 32㎝ 、残 存 高 約 11㎝ で 、同 上 位 に く び れ 部 を 有 し 、口 縁 部 の 直 立 す る キ ャ

リ パ ー 形 深 鉢 で あ る 。 口 縁 部 文 様 帯 は 、 口 縁 直 下 に １ 条 の 隆 帯 を 巡 ら し 、 そ の 下 位 に

隆 帯 を ６ 単 位 連 弧 状 に 貼 り 付 け る こ と で 楕 円 区 画 文 を 構 成 し て い る 。 区 画 内 は 絡 条 体

を 横 位 に 施 文 後 、 隆 帯 区 画 に 沿 っ て 沈 線 を 施 し て い る 。 ま た 、 連 弧 状 隆 帯 の 連 結 部 に

は 隆 帯 と 沈 線 に よ る 楕 円 区 画 文 お よ び 渦 巻 き 文 で 、 区 画 内 に は 縦 位 の 平 行 沈 線 を 施 し

て い る 。 ま た 頸 部 無 文 帯 と 胴 部 文 様 帯 と の 区 画 は 横 位 の 沈 線 と 思 わ れ る 。 ２ ・ ３ は 口

第 54 図　勘場木遺跡の出土土器（２）　拓影　
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縁 部 文 様 帯 お よ び 頸 部 無 文 帯 が 明 確 に 分 離 さ れ て い る こ と か ら 、 加 曽 利 Ｅ 2 式 後 半 に

比 定 さ れ る 。

　 ４ は 口 径 約 12㎝ 、 頸 部 径 約 8.5㎝ 、 残 存 高 約 16㎝ で 、 底 部 を 欠 い て い る も の の 唯 一

の 完 形 品 で あ る 。 頸 部 が く の 字 状 に 屈 曲 し 、 や や 内 彎 気 味 に 開 く 口 縁 部 を 有 す る 深 鉢

で 、 口 唇 部 は わ ず か に 内 側 に 突 出 す る 。 口 縁 部 は 内 ・ 外 面 と も に 無 文 で 、 磨 き が 施 さ

れ て い る 。 頸 部 に は ２ 条 の 隆 帯 を 横 位 に 貼 り 付 け 、 口 縁 部 と 胴 部 を 明 瞭 に 区 画 し て い

る 。 胴 部 は RL の 縦 位 施 文 で あ る 。 ま た 、 外 面 の 口 縁 部 お よ び 胴 部 中 位 の 一 部 に 二 次

焼 成 に よ る と 思 わ れ る 剥 落 が 認 め ら れ る 。 ５ は 口 径 約 21.5㎝ 、 残 存 高 約 22㎝ の 深 鉢

で あ る 。 口 縁 部 は 無 文 で 外 反 し 、 口 唇 部 は 平 坦 で あ る 。 頸 部 に は ２ 条 の 隆 帯 を 横 位 に

巡 ら し 、 隆 帯 上 か ら 下 方 に 隆 帯 を 垂 下 し て 胴 部 を 縦 区 画 し 、 区 画 内 に は 平 行 沈 線 で 綾

杉 文 を 施 し て い る 。 ６ は 頸 部 径 約 13㎝ 、 残 存 高 約 21㎝ で 、 頸 部 に 無 文 帯 を 有 し 、 口

第 55 図　勘場木遺跡の出土石器（１）　
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縁 部 に 突 起 を も つ 深 鉢 で あ る 。 口 縁 部 文 様 帯 は 隆 帯 区 画 で 、 区 画 内 に は 斜 位 の 平 行 沈

線 を 施 し て い る 。 ま た 、 頸 部 を 区 画 す る 隆 帯 上 と 口 縁 突 起 と の 間 に は 橋 状 に 隆 帯 が 施

さ れ て い た も の と 思 わ れ る 。 胴 部 文 様 帯 は 、 頸 部 に 貼 り 付 け ら れ た 上 部 に 押 圧 を 有 す

る ２ 条 の 隆 帯 か ら 、 四 単 位 に 隆 帯 を 垂 下 し て 縦 区 画 し 、 区 画 内 に 斜 位 の 平 行 沈 線 を 施

文 す る 。 ７ は 口 径 約 18㎝ 、 頸 部 径 約 13.5㎝ 、 残 存 高 約 16.5㎝ で 、 頸 部 が く の 字 状 に

屈 曲 し 、 口 縁 部 は わ ず か に 内 彎 気 味 に 開 き 、 胴 部 の 張 る 深 鉢 で あ る 。 口 縁 部 は 無 文

で 、 口 唇 部 は わ ず か に 内 側 に 突 出 し て い る 。 胴 部 は 全 面 に RL 縦 位 の 施 文 後 、 頸 部 に

波 状 に 隆 帯 を 巡 ら し 、 連 結 し て 四 単 位 に 2 条 の 隆 帯 を 垂 下 し て 縦 区 画 後 、 区 画 内 に 縦

位 に 波 状 の 隆 帯 を 垂 下 し て い る 。 ８ は 口 径 約 15㎝ 、 頸 部 径 約 12㎝ 、 残 存 高 約 10.5㎝

で 、 頸 部 が く の 字 に 屈 曲 す る 深 鉢 で あ る 。 口 縁 部 は 無 文 で 外 反 し 、 口 唇 部 は 内 側 に 突

出 し て い る 。 頸 部 に は 波 状 の 隆 帯 を 巡 ら す 。 こ の 下 に ２ 条 の 隆 帯 を 巡 ら し 、 そ の 間 に

円 形 の 刺 突 を 施 し て い る 。 こ の 隆 帯 上 か ら ２ 条 の 隆 帯 を 四 単 位 垂 下 し て 胴 部 を 縦 区 画

し 、 区 画 内 に は 平 行 沈 線 で 綾 杉 文 を 施 し て い る 。 ９ は 頸 部 径 約 22㎝ 、 胴 部 最 大 径 約

25㎝ 、 残 存 高 約 32㎝ の 胴 部 が く の 字 状 に 屈 曲 す る 深 鉢 で 、 口 縁 部 お よ び 底 部 を 欠 い

て い る 。 胴 部 は LR 縦 位 の 施 文 後 、 頸 部 に 2 条 の 隆 帯 を 巡 ら し 、 そ こ か ら ２ 条 の 隆 帯

を 四 単 位 垂 下 し て 縦 区 画 し て い る 。 2 条 の 隆 帯 の 上 端 お よ び 中 位 に は 小 渦 巻 き を 配 し

て い る 。 ま た 、 区 画 内 に も 上 端 に 渦 巻 き を 有 す る 隆 帯 を 貼 り 付 け て い る 。 10 は 胴 部

最 大 径 約 38㎝ 、 残 存 高 約 26㎝ の 大 型 深 鉢 で 、 胴 部 上 半 お よ び 底 部 を 欠 い て い る 。 文

様 は 、 2 条 の 隆 帯 を 逆 ア ー チ 状 に 連 結 し て 胴 部 を 区 画 し 、 連 結 部 に は 渦 巻 き を 配 し て

い る 。 区 画 内 に は 平 行 沈 線 に よ る 綾 杉 文 を 施 し て い る 。 11 は 頸 部 径 約 12㎝ 、 残 存 高

約 13㎝ の 深 鉢 で 、口 縁 部 お よ び 胴 部 下 半 を 欠 い て い る 。頸 部 に は 2 条 の 隆 帯 を 巡 ら し 、

四 単 位 に 突 起 状 小 渦 巻 き を 配 し 、 渦 巻 き 部 か ら 下 方 に 隆 帯 を 垂 下 し て 胴 部 を 四 単 位 に

縦 区 画 し て い る 。 区 画 内 に は 隆 帯 と 沈 線 で さ ら に 区 画 文 を 施 文 後 、 綾 杉 文 を 施 し て い

る 。 以 上 の ８ 個 体 は 、 口 縁 部 の あ り 方 お よ び 胴 部 文 様 か ら 曽 利 Ⅱ 式 に 比 定 さ れ る も の

で あ る 。

　17・20 は 加 曽 利 Ｅ 2 式 、 21 ～ 27 は 曽 利 Ⅱ 式 に そ れ ぞ れ 比 定 さ れ よ う 。 12 は 底 部

第 56 図　勘場木遺跡の出土石器（２）　
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を 欠 い た 浅 鉢 で 、 口 径 約 45㎝ 、 残 存 高 約 11㎝ で あ る 。 器 面 は 全 面 に 磨 き が 施 さ れ て

い る 。 28・29 は 器 厚 は き わ め て 薄 く 、 内 ・ 外 面 と も に 丁 寧 な 磨 き が 施 さ れ 、 紐 線 文

お よ び 内 面 の 平 行 沈 線 な ど か ら 堀 之 内 Ⅱ 式 に 比 定 さ れ る も の で あ る 。

　 石 器 は 、 31 ～ 34・37 が 打 製 石 斧 で と く に 34 は 刃 部 か ら 中 位 付 近 ま で 使 用 痕 が 認

め ら れ た 。 35 は 薄 い 剥 片 石 器 で あ り 、 36 は 横 型 の 石 匙 と 思 わ れ る 。 38 ～ 42 は 磨 り

石 と 敲 き 石 で 、 40 に は 一 方 に ３ 個 、 他 方 に １ 個 の 凹 み が あ る 。 ま た 42 は 部 分 的 に 敲

打 痕 が 認 め ら れ る ほ か 、両 面 に 面 取 り さ れ た 磨 り 面 が あ っ て 光 沢 が あ る 。43 は 石 棒 で 、

径 約 12㎝ 、 長 さ 約 30㎝ で 、 上 端 を 欠 い て い る 。 周 囲 を 面 取 り し て 研 磨 調 整 が 行 わ れ

て い る ほ か 、 基 部 に は 敲 打 調 整 が 加 え ら れ 、 凹 み が １ 個 認 め ら れ た 。

　 以 上 の 出 土 遺 物 で 、 10 が 炉 付 近 か ら 出 土 し て い る 以 外 、 位 置 を 特 定 す る こ と は で

き な い が 、 １ 軒 の 住 居 埋 没 土 中 か ら の 出 土 で あ る こ と は 確 実 と 思 わ れ る 。

所 見 １ 　 出 土 遺 物 の 大 半 は 曽 利 式 系 の 土 器 で あ り 、 加 曽 利 式 系 の 土 器 は 客 体 と し て

入 っ て い る に す ぎ ず 、 互 い に ほ ぼ 純 粋 な か た ち で 存 在 し て い る 。 こ れ は 本 遺 跡 が 長 野

県 に ご く 近 く 位 置 し て い る た め 、 群 馬 県 の 中 央 部 の あ り 方 と は 逆 転 し た 様 相 を 呈 し て

い る も の と 考 え ら れ る 。時 期 は 、中 期 後 半・加 曽 利 Ｅ 2 式 期 後 半 段 階 に 位 置 付 け ら れ る 。

　 第 ５ 節 　「勘 場 木 石 器 時 代 住 居 跡 （県）」『群 馬 県 の 史 跡』  

指 定 年 月 日 ： 昭 和 30 年 １ 月 14 日

現 　 在 　 地 ： 群 馬 県 吾 妻 郡 長 野 原 町 大 字 大 津 字 勘 場 木 438

指 定 面 積 ：43.0㎡

整 備 状 況 ： 上 屋 改 修 、 案 内 板 設 置

出 土 品 保 管 先 ： 土 地 所 有 者 宅

交 　 　 　 　 通 ： Ｊ Ｒ 長 野 原 草 津 口 駅 か ら 車 で ６ 分

　 吾 妻 川 の 支 流 で 白 根 山 に 源 を な す 遅 沢 川 の 左 岸

段 丘 上 に 立 地 す る 。

　 昭 和 28 年 暮 れ に 土 地 所 有 者 が 畑 地 を 田 圃 に 造

成 中 に 完 形 土 器 １ 点 を 偶 然 発 見 し た こ と に 端 を 発

し 、 翌 29 年 １ 月 ま で に は 竪 穴 式 住 居 １ 軒 を 完 掘

す る に 至 っ た 。 こ れ を 聞 き 、 同 年 １ 月 23・24 日

に わ た っ て 群 馬 県 文 化 財 専 門 委 員 で あ っ た 山 崎 義
男 氏 に よ り 、 遺 構 ・ 遺 物 の 調 査 が 行 わ れ た 。

　 検 出 し た 竪 穴 式 住 居 跡 は 直 径 4.5 ｍ の ほ ぼ 円 形 を 呈 し 、 北 東 か ら 南 西 に 向 か う 傾 斜

地 を 北 東 壁 で 40㎝ 程 掘 り 込 ん で 床 面 を 造 っ て い る 。 壁 周 溝 は 「 東 北 部 の み で 発 見 さ

れ た 」 と 報 告 さ れ て い る が 後 の 精 査 で ほ ぼ 全 周 し て い る こ と が 明 ら か と な っ て い る 。

炉 跡 は ほ ぼ 中 央 に 位 置 し 、 長 軸 約 70㎝ 、 短 軸 約 60㎝ の 楕 円 形 を 呈 し て い る 。 柱 穴 は

P1 ～ P12 ま で 確 認 さ れ て い る が P1 ～ P3・P7・P10・P12 の ６ 本 と 考 え ら れ る 。

第 57 図 　位置図　
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　 遺 物 は 復 元 土 器 12 点 の ほ か 土 器 片 が コ ン テ ナ ２ 箱 分 、 石 器 は 打 製 石 斧 ・ 石 匙 ・ 剥

片 石 器 ・ 磨 石 ・ 敲 石 ・ 石 棒 な ど が 出 土 し て い る 。 こ れ ら 遺 物 か ら 住 居 の 時 期 は 縄 文 時

代 中 期 後 半 の 加 曽 利 Ｅ ２ 式 新 段 階 と 考 え ら れ る 。

　 本 地 域 は 長 野 県 ・ 新 潟 県 と 近 接 し て 位 置 し 、 土 器 様 式 も そ れ を 反 映 し て い る 。 加 曽

利 Ｅ 式 系 土 器 は 客 体 的 で 、 唐 草 文 系 （ 越 後 系 ） 土 器 が 主 体 を 占 め る と い う 本 県 平 野 部

と は 逆 転 し た 様 相 を 呈 し て お り 注 目 さ れ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 富 田 　 孝 彦 ）
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